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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　勇者様来訪






　ついにシルトヴェルトの城下町に辿たどり着きました。

　相変わらず空模様が悪いですぞ。豪雨になってきておりますな。

「お義と父うさん。しつこいようですが雨雲を魔法で吹きとばしたりしなくていいのですかな？」

「できればやめてほしいなぁ。なんか拝まれそうだし」

　俺の名前は北きた村むら元もと康やす。愛の狩人であり、槍の勇者ですぞ！

　何の因果か、最初の召喚の時の経験や強さをそのままに再召喚され、最初からやり直すことができるようになったのですぞ。

　今、俺が声を掛けているのは俺が敬愛するフィーロたんのお義父さんですぞ。

　名前は岩いわ谷たに尚なお文ふみという……とても慈悲深く、お優しく、家事……特に料理が得意な聖母のような方ですな。

　フィーロたんが慈悲深い天使であるのは、お義父さんがお優しいからに違いないですぞ。

「嫌なのですかな？」

「目立ちたくないってことじゃなくて、何でも俺が来たから起こったことにされるのが嫌っていうのかな……ここに来るまでだって散々だったし」

「まあ、確かにそうだな……ここまでの道のりは長く険しいものだった」

　エクレアがお義父さんに同意するように頷うなずきますぞ。

　このエクレア。本名は……エクレア＝セーアエット……でしたかな？

　おや？　何やら違うとの声が聞こえましたが、気にする必要はきっとないですぞ。

　ともかく、奴隷狩りをした兵士を私刑にした罪でメルロマルクの地下牢ろうに捕らえられていましたが、俺とお義父さんを罠わなに掛けたメルロマルクのクズと赤豚に義憤を覚えて俺達に同行することになったのでしたな。

　お義父さん曰いわく、かなり真面目な人物だそうですぞ。

「とはいっても……大きな城下町にまで来ると少しホッとするかも。もう襲撃とかされないよね」

「さすがの三勇教も、盾の勇者を信仰する総本山ともいえるシルトヴェルトの城下町で暴れるのは難しいであろうな」

「そりゃあそうだよね。暴れても即座に鎮圧されるだろうし……」

　お義父さんがシルトヴェルトの町並みを見つめております。

「なんか統一感のない町並みだね」

　お義父さんに合わせて俺も辺りを見渡しますぞ。

　うーむ……なんとなくですが密林と中華風な建物が目につきますな。

　もちろん西洋風の家もありますぞ。

　野性的な国、という印象がピッタリですな。

　空を飛ぶことのできる亜人もいるようですし、メルロマルクと比べると確かに色々と違いがあるようですぞ。

「種族の文化ごとに建築様式を変えているのだ。店などの場合はそれが目印になっていると聞いた」

「へー……種族文化の統一とかはしないんだね」

「そこは尊重すべきことで争うことではない……と過去の盾の勇者が言い残したと聞いた覚えがある」

「うわぁ……立派な言葉だけど、俺も下手なことを言ったら後々大変なことになりそうだね」

「概おおむね間違いはない。イワタニ殿も十分に注意するのだぞ」

「俺もお義父さんには絶対の忠誠を誓っていますぞ」

「……イワタニ殿、わかっているな？」

「うん。絶対に下手なことは言えないのがわかるね」

　おや？　お義父さん達が、シルトヴェルトの者達に気を付けると言った時よりも決意に満ちた声を出した気がしますが気の所せ為いですかな？

「そういえば波っていつ来るの？」

「メルロマルクの波は……あと一週間くらいでしたかな？」

「へー……じゃあ結構危なかったんじゃない？　波の場所に召喚されるんでしょ？」

　確かに危険ではありましたな。

「道中の国に一つ、龍刻の砂時計のある場所があった。キタムラ殿の話を参考にするなら、そこで登録をすればよかったと思う」

「あったんだ？　じゃあユキちゃん達のクラスアップとかに立ち寄ればよかったんじゃない？」

「寄り道をすると危険だった。罠を仕掛けられていた可能性が高かったのでな」

　そうですな。三勇教ならそういうことをしていたはずですぞ。

「な、なるほど」

「何より龍刻の砂時計にはＬｖリセットという儀式も存在する。信用の置けない国でクラスアップをしたらどうなるかわからない」

　おや？　俺の脳裏にお義父さんが出てきましたぞ。









「そっか……で？　シルトヴェルトにもあるんだよね？」

「そう聞いているが何分私もそこまで詳しくはないのだ。言語も違う……日常会話程度ならどうにかなるが……」

　そういえば勇者の武器には翻訳機能があったのですな。

　俺達勇者は武器の力で相手が何を話しているのかは理解できるのですが、文字に関してはその限りではなく、勉強をして覚える必要があるのですぞ。

　シルトヴェルトの文字はお義父さんから学んでいたわけではないので俺も読めませんぞ。

　日常会話はどうにかなりますが、文字でのやり取りは難しいでしょうな。

「じゃあシルトヴェルトの波はいつ頃起こるのかな？」

「前回の波はメルロマルクの波の二週間後だったと聞いております」

　シルトヴェルトの使者が説明しました。

　もう城の庭に入るところですな。

「となると俺達が召喚された頃に波があったんだね」

「シルトヴェルトの次の波は三週間後だと推測されているそうです」

「三週間後か……それまでにどれだけ強くなれるかだね」

「そうだが、イワタニ殿は色々と公務への参加を要求されるかもしれんぞ？」

「そうなの？」

「シルトヴェルトは亜人優遇の盾の勇者を信仰する国、故に国教も盾教なのだ。イワタニ殿はその神に等しい存在だからな」

　お義父さんが困惑した表情で俺に視線を移しますぞ。

「どうしたのですかな？」

「いや、元康くんなら何か知っているかな？　って思って」

「聞いたことがありますな」

　以前、お義父さんの村の者達が教えてくれました。

　俺が陰ながら村に近づく不穏な連中を仕留めている最中、お義父さん達はシルトヴェルトの方へと行っていたそうですぞ。その際に色々と巻き込まれていたそうですな。

「一ひと悶もん着ちゃくあったそうですが、この元康、その場にいなかったので詳細までは知りませんぞ」

　そう言ったところで馬車が止まり、ユキちゃんが声を掛けてきました。

「到着ですわ」

「んー……もう着いたの？」

　馬車の中で寝ていたサクラちゃんが瞼まぶたを擦こすりながら尋ねますぞ。

「そうですな」

「町の中が色々と変わってて楽しかった。なんか美お味いしそうなのもいた」

　コウも色々と辺りを見渡しておりましたからな。

「なんかコウの台詞が地味に気になるんだよなー……何が美味しそうだったのかな？」

「んー……？」

　コウはお義父さんの台詞に首を傾かしげますぞ。

　ユキちゃん、サクラちゃん、コウはシルトヴェルトへの道中で立ち寄ったフィロリアル牧場で購入した卵から孵かえったフィロリアル様達ですぞ。

　ユキちゃんはサラブレッドだそうで、白く優雅なフィロリアル様ですぞ。

　サクラちゃんはおっとりした性格で、名前の通り桜色のフィロリアル様ですな。

　コウは好奇心旺盛で元気なオスの黄色いフィロリアル様ですぞ。

「……うーん、それは後で聞くとして、じゃあ行こうか」



















　馬車を降りると亜人達が馬車をそのまま駐車場へと誘導して行きました。

　まだ豪雨の最中ですな。

　いい加減魔法で消し飛ばしてやりたいのですが、お義父さんが注意するので我慢ですぞ。

　城の形状は……なんでしょうか。

　城下町と同様に中華風な感じなのですが、石造りの中世っぽい特色もありますぞ。

　メルロマルクの城も程々に大きくて高さもありましたが、こちらも負けず劣らずですな。

　ただ、扉や門、橋が全体的に大きめであり、ところどころに蔓つるが這はっております。

　獣人も多く、強いて言うなら野性的な印象を受けますな。

「これはこれは盾の勇者様、槍の勇者様、長旅ご苦労さまです」

　城に到着すると玉座の間に案内されましたぞ。

「私、シュサク種の代表を務めております、ヴァルナールと申します。以後お見知りおきを」

　シュサク種……確か亜人の中で有名な種族だと聞いた覚えがありますな。

　ハクコ、シュサク、アオタツ、ゲンムでしたかな？

　未来のお義父さんの配下にハクコ種と呼ばれる者がいたと思いますが……詳しくは聞いておりませんな。

　鳳ほう凰おうに挑む際に見たような気がしますぞ。

　あんまり関わらなかったのでよく覚えてませんが。

「は、初めまして……盾の勇者として召喚された岩谷尚文です。よろしくお願いします」

「愛の狩人！　北村元康ですぞ！」

「元康くん、槍の勇者って宣言しないと誤解されるよ？」

「そうですかな？　じゃあ槍の勇者で」

「じゃあって何!?」

　シュサク種の男が呆あっ気けに取られたような表情をしておりますぞ。

「よろしくお願いします。そして……」

　シュサク種の男はエクレアに視線を移します。

「セーアエット家のご令嬢とお見受けする」

「は！　エクレール＝セーアエットと申します。亡き父に代わり、盾の勇者様の護衛を務めさせてもらいました」

　俺はお義父さんに小声で聞きますぞ。

「エクレアの奴、名前を間違えてますぞ？」

「いや、間違えているのは元康くんだよ」

　ふむ……まあ、どちらでもいいですな。エクレアと呼べば振り向くのですからな。

「此こ度たびの過酷な旅、自身の危険を省みずメルロマルク国内での亜人への差別行為を止めに入ったこと、まことに感謝致します」

「いえ、当然のことをしただけです」

　エクレアが深々と頭を下げました。

　メルロマルクは亜人を奴隷として酷使する国と聞いておりました。

　ですが、最初の世界ではお義父さんの活躍とエクレアの父親の偉業で亜人の国と友好的な関係を築けていたとの話。

「ねえナオフミー、サクラ退屈ー」

「サクラちゃん、もう少し我慢してね」

「わかったー」

　お義父さんとサクラちゃんが仲睦むつまじく会話しておりますな。

「その者達は旅の途中で仲間に加わった者達ですか？」

「えっと……」

「フィロリアル様達ですぞ！」

　お義父さんが言葉を濁したので、俺が一歩前に踏み出して宣言します。

　そこを勘違いされることはこの元康、我慢なりません。

「は？　フィロリアル？」

「はい。私共もその目でしかと確認しております。我等が城に入るまで、この者達はフィロリアル……伝説に存在する神鳥の姿をしておりました」

「ほら、みんな！　お姿を見せつけるのですぞ」

　俺の指示にユキちゃん、コウ、サクラちゃんがボフンと音を立ててフィロリアル形態になりましたぞ。

　その姿を見てシュサク種の男が一歩下がりましたぞ。

「な、なるほど……伝説のフィロリアルがいるなら心強い」

　何が心強いのか……この俺でさえも理解できぬほどの怪しい感想を述べておりますな。

「それで俺達は波に備えてこの国で活動すればいいのかな？」

　お義父さんが本題に一歩踏み込みましたぞ。

「その前に長旅の疲れを癒いやしていただこうと思っています」

　思わせぶりな返事ですな。

　鈍感と豚共によく言われた俺でもさすがにわかりますぞ。

　いい加減、こういった雰囲気にお義父さんが苦手意識を持っているのを理解してほしいですな。

「勇者様来訪の祝いの準備もあります。勇者様方はしばしの間、体を休めてはどうでしょうか？」

「あ、うん。じゃあお言葉に甘えさせてもらおうかな」

　こうして俺達はシルトヴェルトが用意した部屋に案内されました。

　お義父さんとは別室になりましたが、サクラちゃんが警護することになったので、俺は我慢したのですぞ。

　お義父さんはサクラちゃんを強固に抱き締めて、部屋の警護を任せたいと仰おっしゃっておられました。

　とても誇らしいですな。

　ちなみにお義父さんの部屋はとても大きくて見晴らしが良かったですぞ。

「あ、元康くん」

　休む前にお義父さんが俺に声を掛けましたぞ。

「どうしたのですかな？」

「いや、なんか色々と助けてもらったし、改めてお礼を言おうと思ってさ」

「何を今更。お義父さんとこの元康の間にそんなことは必要ないのですぞ」

「うん。そうなんだけど……ありがとう」

　お義父さんは礼儀正しいですな。

「それと色々と気になる話とか、改めて再確認しようと思ってきたんだ」

「と、いいますと？」

「扉の前じゃなくて室内で話をしよう。サクラちゃん、コウ、ユキちゃんは盗み聞きされてないか注意してて」

「わかりました」

　お義父さんの指示でサクラちゃん達が見張りとして辺りを警戒する中、俺達は部屋に入りましたぞ。

「……これでいいですかな？　それでお話とは？」

「さっきの話の続き。元康くんが聞いていなかったって言っていたシルトヴェルトでの揉もめごと」

　フィーロたんが過去に語っていたシルトヴェルトでの件が微かすかに思い出されますぞ。

　話によると未来でもお義父さんは騒動に巻き込まれたそうですな。

「ただ、詳しいことは人ひと伝づてだったので曖昧なのですぞ。何やら決闘をしたくらいしか知りませんな」

「決闘？　そういえばシルトヴェルトは力を示すことが正義みたいなところがあるとかエクレールさんが言ってた気がする……元康くんも詳しくわからないんじゃ警戒くらいしかできないか」

　お義父さんはそう言いながら考え込みました。

「ありそうなのは、決闘で負けたら俺が種馬にされるところだったとか？」

「ありえなくはない話ですな」

　考えてみればこの世界の人々は勇者に対しておかしなイメージを持っている気がしますぞ。

　三勇教は確かに下衆であり邪教ではありますが、他の宗教が真っ当であるかと聞かれたら、この元康にはわかりません。

　未来の出来事は穴のようにぽっかりと欠落している部分もありますし、盾の勇者を信仰するシルトヴェルトがどのような国であるかはゲームでの知識程度しか知らないのですぞ。

「なんていうか、元康くんは色々と教えてくれるけど、俺が尋ねないと思い出せない出来事もあるみたいだからね。注意深くしていきたい」

　お義父さんは過去に殺されたという出来事を信じてくださって、死なないように努力してくださっていますぞ。

　となればこの元康がしなければならないことは、全力でお義父さんの身を守ることに他なりません。

「ありそうなことを整理してみようか。小説や漫画に出てくる英雄の扱いって、一定の地位を授けて飼い殺しにするとかあるじゃない？」

「そういう話があるのですかな？」

「え？　あー……元康くんってこっちの人じゃないのかな？」

　こっちの人とはどういう人のことなのでしょうかな？

　この元康、残念ながらオンラインゲームと一部のゲーム以外、そういった話には疎いのですぞ。

　天使萌もえに嵌はまった『魔界大地』はコンシューマーゲームでも優秀なものでしたが。

　その魔界大地をプレイした切っ掛けは所謂いわゆるパッケージ買いでした。

　今思えば、フィーロたんやフィロリアル様と出会うことは勇者になる前からの運命だったのでしょうな。

　この元康、遥はるかなる運命に感動して心が昂たかぶっておりますぞ。

「元康くんって現代社会にいた頃どんな生活してたのか全然わからないんだけど……」

「高校生くらいの頃は豚の尻ばかり追いかけてましたな」

「えっと……確かあまり深く話をしてなかったけど、俺が育てたフィロリアルのフィーロって子に諭されるまで女の人に酷ひどい目に遭わされていたんだっけ？」

「違いますぞ。フィーロたんによって、真まことなる愛に目覚めたのですぞ」

「う、うん。えっと……話を戻すね。それまでは豚と仲良くする生活をしていたんだよね？」

「そうですな。思えば汚点ばかりの人生でしたが、色々とありましたな」

「へー……例えば？」

　ふむ、例ですか。

　あんな豚共のことなど思い出したくもありませんが、お義父さんの頼みなら思い出しましょう。

　過去を振り返って最初に思い出すのは中高生の頃でしょうか。

　あの頃の俺は偽りの幸福に胸を弾ませておりました。

　それは……。




「両親が揃そろって海外へ長期出張に行っていたので、中学くらいからほとんど一人暮らしでしたな」








一話　運命の相手






「……中学生で一人暮らしって大丈夫だったの？　生活はもとより、社会的にも」

「問題ありませんでしたな。近所の豚が毎朝起こしに来ましたし、地主の令嬢とか呼ばれていた豚が学校にも融通を利かせてくれたのですぞ。稀まれに両親が帰ってきたと思ったら妙な僻へき地ちへ転校したこともありましたな」

「へぇ～色々と凄すごいね。元もと康やすくんって実はギャルゲーの主人公とかだったりしない？」

　何かお義と父うさんの関心を引いたのですかな？

　興味津々な様子で俺を見てくださっております。

　未来のお義父さんでしたら、背筋がゾクッとするような鋭い眼光でこの元康を値踏みするかのように、フィーロたんに相応ふさわしいか鑑定してくださるところでしょう。

「でもそれだけ環境が整っていたのに進展とかしなかったの？」

「豚相手にですかな？　ご冗談を」

　思い出したくもないおぞましい記憶ならありますぞ。豚ととは……おえーですな。

　あの頃の俺はなぜあんな気色の悪い行為に現うつつを抜かしていたのか、今では理解できませんぞ。

「いや、個人的にその頃の元康くんに興味がね」

「大学に進学する際は、上京して男を磨いてくると言ったらみんな笑顔で見送ってくれましたぞ」

「そ、そうなんだ？」

　まあ、それから二年以上放ったらかしにしてしまったわけですがな。

　思い起こせばなんだかんだで自分勝手な豚共でしたな。

　何か気に入らないことがあるとすぐにムクれて、俺が機嫌取りをすることになるのが非常に大変でした。

　今にして思えば、気に入った答えを言うように誘導していたに違いないのですぞ。

　面倒極まりないですな。

　しかもすぐに解決できるような簡単な問題を豚は深刻に捉えておりましたな。

　当時の俺はそれらを解決することに必死に尽力していました。

　なんであんな下らないことに労力を割いていたのか、今にして思うと不思議でしょうがありません。

　そうですな。

　豚共から教わって役に立ったことといえば、せいぜいネットゲームくらいでしょうかね。

　これがなければ俺はフィーロたんと出会うことができなかったかもしれません。

　だから、そのことだけは感謝してあげましょう。

「帰りたいとか思わないの？」

「微み塵じんも思いませんな。どうせ俺がいなくても俺に似た誰かと仲良くやっているでしょう。豚とはそんな生き物なのですぞ」

「……確かにそういう女の人は嫌だよね」

「今頃、俺を失った悲しみを乗り越えて──とか抜かしているのではありませんかな？」

「元康くんって結構ドライなところもあるんだね」

「そうですかな？　豚との恋愛などそんなものでしょう」

　豚にとって雄とは都合の良い奴隷なのでしょう。

　ですが、今の俺は違いますぞ。

　豚に現を抜かしていた俺は真の愛を知らずにいたのです。

　ああ、愛するというのはこんなにも晴れやかなのですな。

　相手が不機嫌にならないように自分を取り繕うということは時には必要でしょう。

　ですが、取り繕った自分ではいずれボロが出ますぞ。

　しかも豚は、俺の顔が良いから付き合いたがっていたのは明白な事実。

　耳触りのいいことを囁ささやけば大抵の豚は俺を容易たやすく信用いたします。

　だけどフィーロたんは俺の顔など全く気にも留めずに、俺を正してくれた希少な存在なのですぞ。

　あそこまで俺の顔を意識せずに励ましてくれたのは、フィーロたん以外おりません。

　豚は俺の弱みに付け込んで、他の豚を一歩リードしようと致します。

　そんな下心はフィーロたんからは全く感じなかったのです。

　ですからこの元康、フィーロたんとフィロリアル様一筋と心に決めたのですぞ。

「まあ……って、また話が脱線したね。もう一度戻すよ。だからシルトヴェルトって国は勇者に対してどんな扱いをするか考えて用心しようと思っているはずなんだ。メルロマルクでの件もあるし」

　なんと、さすがお義父さん。

　俺の知るお義父さんは石橋を叩たたき割ってでも念には念を入れるような慎重な時と、肉を切らせて骨を断つような大胆さがありました。

　今のお義父さんにはそういった鋭い眼光はありませんが、用心深さを備え、成長したお姿に、この元康感激して涙が溢あふれてきますぞ。

「なんで泣き始めるの、元康くん？　人の話聞いてた？」

「モトヤスどうしたの？」

「大丈夫ですぞ。俺は用心深いお義父さんに感激しているだけですぞ」

「なんか馬鹿にされているように感じるんだけど気のせい？」

「滅相もありませんぞ」

「……まあ元康くんの場合、本当にそう思ってるんだろうけどね」

　お義父さんが深い溜ため息いきをつきますな。

「差し当たってありそうなのはエクレールさんと旅の間に話した、シルトヴェルトの人と婚姻関係を結ばされるとかかな」

　俺も召喚された頃には色々と縁談がきましたぞ。

　その頃の俺もさすがに槍の勇者というだけで股またを開く豚に不快感を持ちましたな。

　豚好きではありましたが、尻軽が好きだったわけではないのですぞ。

　全て赤豚が追い返しておりましたが。

　あの頃の俺は、信頼する仲間である豚達と肉体関係を持ちたいと、思っておりましたからな。

　あとはライトな関係でハーレムを夢見ていましたな。

　ナンパは男の甲か斐い性しょうだと信じておりましたぞ。

　世界を救った暁には世界中の良い豚は全て俺のものだ、くらいの……吐き気を催す夢を見ていました。

　う……豚のことばかり考えていたら気持ち悪くなってきました。

「元康くん、コロコロと表情変えるのやめて。話してるこっちが不安になるから」

「わかりましたぞ」

　なーんにも考えず、お義父さんの話を聞きましょう。

　そう、最初の世界の日常だった……いつものように。

「差し当たって、明日辺りから縁談とか会談とか会食とかに呼ばれるようになるんじゃないかとかね。世界を救うために召喚されたのに、種馬扱いされそうでさ……まあ、俺も童貞だし、一回くらいは経験してみたいんだけど」

　なーんにも考えておりませんぞ。

「元康くん、聞いてる？」

　ぼー……。

「元康くん！」

「なんですかな？」

「話聞いてないなら帰るけど？」

「聞いてましたぞ。ですがお義父さんが表情を変えるなと言うから何も考えずにいたのですぞ」

「……」

　ふむ、どうやらお義父さんは童貞を恥ずかしいと思っているようですな。

「では先ほどの相談ですな。童貞というのは清きことなのです。豚に捧ささげてはいけません。俺は今でも思い出すだけで悪寒がしますぞ。初経験が豚なんて反へ吐どが出ます」

「うわー……これほど相談した相手を間違えたと思ったことはないよ、元康くん」

「褒め言葉ですな。ありがとうございます、ですぞ！」

「褒めてないよ！　で……こう、俺に運命の相手がいるなら、元康くんは知ってるかな？　とか思ってさ」

　運命の相手ですか。

　最初に上がるのはフィーロたんのお姉さんですな。

　そう考えると、お義父さんの最初の相手として一番妥当なのはあのお姉さんでしょうか。

　ですが、お姉さんとお義父さんは随分長い間一緒にいたのにそういう話をまるで聞きませんでしたな。

　というのも以前、村で生活していた頃にフィロリアル様達が話していたのですが……。

　あとはお姉さんのお姉さんも候補だったのかもしれません。

　んー……他にもいたような気がするのですが、思い出せませんな。

　俺としてはフィーロたんとお義父さんが近親相姦の禁忌に走るのだけは阻止しなければなりません。

「未来のお義父さんは……確か男性と寝ようとしたと聞きましたぞ」

「え!?」

　お義父さんの顔が引きつりました。

　確かそうですぞ。お義父さんは女性と寝るのが嫌で、フィーロたんのお姉さん等を見張りに立てていたと思いますぞ。

　その末に男と寝ようとしたと聞きましたな。

「未来の俺って、裏切られた所せ為いで男色家になっちゃったの？」

「確か……白い虎男になる奴隷だったと思いますぞ」

　フィロリアル様達がおっしゃっていたのを覚えております。

　お義父さんが男性と一緒に寝ようとして逃げられたと。

　その頃はお義父さんに命じられて色々なことをしておりましたから、お義父さんが誰と関係を持っていたのか……よく知らないのですぞ。

　そもそも上う手まく思い出せないところも多いですし。

　でも、何か……お義父さんがとてもつらそうな時期だった覚えがありますな。

　あのような顔をお義父さんにさせたくはないですぞ。

「いやだ……男とヤルなんてイヤだ……」

　お義父さんが頭を抱えて悩み始めましたぞ。

　難しい問題ですな。

「とにかく、俺は声高々に言いますぞ。童貞と処女は等しいものですぞ。むやみに捨ててはいけませんぞ」

「そういうモノ？」

「童貞はステータスですぞ！」

「初めて聞いたよ、そんな台詞！」

　お義父さんが項垂うなだれます。

　何をそんなに悲しんでおられるのでしょうか。

　童貞は一度しか失うことができない尊いものです。

　処女のように明確な証があるわけではありませんが、心にしっかりと刻まれるのですぞ。

　つまり、運命の相手に自分は清い身体の持ち主だと胸を張って言える証なのです。

　そもそも処女だけが特別とされるのが気に食わないですな。

　社会的にも処女雪なる言葉などがありますが、なぜ童貞雪はないのか疑問ですぞ。

　ともかく、この元康が一生取り戻すことのできない、フィーロたんに捧げたかった純潔の話です。

「やっぱり元康くんに相談したのが間違いだったよ……」

「何を言うのですかな。大事なことですぞ。下手に豚とやって性病にかかったらどうするのですか？　童貞と性病を天てん秤びんに掛けたら童貞がいいに決まっているではありませんか」

「そこは……処女とか？」

「この異世界で初めて関係を持った豚は処女を偽装していました」

　赤豚は、その親である女王の話によると処女ではないそうですぞ。

「そんなことまでできるの!?　うう……わかったよ。男は嫌だけど、できる限り縁談の話は避けてみるよ」

　それが一番ですな。安易な性交渉は碌ろくなことになりませんぞ。

「まあ、警戒しても始まらないよね。これからもがんばっていこう」

「もちろんですぞ。ではお義父さんも休んでくださいですぞ」

「うん、じゃあね。さ、サクラちゃんも行こう」

「はーい」

　というわけでお義父さんは宛てがわれた部屋へと向かっていきました。

　この元康、お義父さんのためには一肌も二肌も脱ぐ所存ですぞ。

　そのためには情報収集が重要ですな。

「元康様、どうしましたか？」

「どうしたのー？」

　ユキちゃんとコウが聞いてきましたな。ちなみにエクレアは別室で誰かと話をしているようですぞ。

「少しばかり出かけてきますぞ。ユキちゃん達には俺がいるように装って留守を任せたいのですぞ」

　この城のどこかで何かお義父さんが不利になるようなことを画策しているかもしれません。

　クズや赤豚が暗躍するようなことがあっては話になりませんからな。先に証拠を摑つかんでおきますぞ。

「任されましたわ。ではこの仕切りの裏で元康様の声真似をしていればいいのですか？」

「頼みますぞ。ちなみにそれは仕切りとも言うかもしれませんが俺の知識では屛風びょうぶですな」

「さすがは元康様ですわ。このユキ、元康様がここにいるようにコウと演技してますわ」

　ユキちゃんはそう言うと屛風の後ろに隠れてコウに俺の声真似をしながら話をし始めました。

「では行きますぞ。クローキングランスⅩと……リベレイション・ファイアミラージュですぞ」

　スキルによる隠密状態と魔法による複合隠いん蔽ぺい状態を構築して、部屋の窓から飛び出して隣の部屋に華麗に移動してから城内の探索に入りますぞ。




　俺は隠蔽状態で当てもなく城内を探索していますぞ。

　おかしな仕掛けはないですかな？

　十分に気を付けないといけないですな。

　しかも、亜人や獣人はこの手の隠蔽行動に勘づく可能性が高いので十分注意が必要ですぞ。

　お姉さんに気付かれたことが結構あった覚えがあります。

　アレ？　お姉さんだけでしたかな？　他にもいたような気がしますが……よく思い出せませんな！

　などと考えていると俺の目の前をライオン獣人が通り過ぎました。

　姿勢が悪く、偉そうですな。

　ライオン……そういえばフィーロたんがそのような者と戦ったと言っていたような気がしますぞ。

　当てもなく彷徨さまようよりも、こやつについていった方が効率がいいかもしれません。

　というわけで俺はライオンの後をついていきます。

　すると……城の中でも日当たりが悪くて陰気臭い会議室っぽいところにライオンが入りましたな。

　どうやって侵入しますかな？　堂々と開けて入っては気付かれるでしょうしな。

　うーん……異世界に来る前、忍者の前歴を持った豚から聞いた知識を思い出しますぞ。

　換気用の通路等があればそういったところに忍びこめばいいのですが、そんな通路は見えませんな。

　それに生あい憎にくと城内の間取りは把握しきれておりません。

　となると、手段は減りますな。

　上手くいくか賭けではありますが……と、俺は部屋から少し離れ、近くに展示されていた武器を立て掛けてある棚を盛大に槍で薙なぎ払って音を立てますぞ。

　大きな音を立てて近くの部屋にいる者をおびき出して侵入する作戦ですな。

「な？　なんだ？」

　おや？　目当ての部屋から少しばかり離れた部屋の者が出てきてしまいました。

「棚が崩れたのか……」

　そう言って直されてしまいました。

　失敗ですな。二度目はさすがに怪しまれますな。

　しかし……ここまでの物音を確かめもしないとは不用心なライオンですな。

　なんて思っていると横幅の広いカバっぽい獣人……がノソノソと歩いてきました。

　チャンスかもしれないので後ろを歩いていきますぞ。

　すると俺の読み通りの部屋の扉を開けてくれましたな。

　その大きな体が入りきるには扉も大きく開けねばなりませんぞ。なので俺はすり抜けるように間に入りこみました。部屋に侵入できましたぞ。

　やがて徐々に沢山の獣人や亜人達が会議室に集まってきました。

　重要な会議でもするのですかな？

　それにしてはシュサク種と称した男がいませんぞ？

「ではこれから盾の勇者に関する会議を始める」

　ライオンが、集まった連中へと向けてそう言いました。

　皆それで納得したのか、椅子に座って頷うなずきました。

　なんですかな？　部屋が薄暗く、蠟ろう燭そくの明かりだけを頼りに話しているので邪悪な儀式にしか見えませんぞ。

　とはいえ、お義父さんに関して会議をするのならちょうどいいですな。

「盾の勇者は現在、長旅の疲れを癒いやす目的で間抜けな顔をしながら部屋でくつろいでいる」

　なんだと？　ですぞ。

「あのような奴が伝承の勇者とは……信じられんな」

「なぜ盾の勇者に下等な人間が召喚されるのか理解に苦しむ」

　お義父さんの悪口ですな。

　ここで即座に仕留めてもいいですが、まだ許しておきますかな。

　お義父さんの有能さを理解して称賛に変わっていく布石と思えば我慢はできますぞ。

　俺も最初はそうでしたからな。

　赤豚に騙だまされていた頃はお義父さんの悪口をどれだけ言ったか……恥ずべき行動ですぞ。

　そんな愚かな俺を許してくださったお義父さんの慈悲を俺も少しは見習わなければなりません。

　お義父さんを信仰しようとする者達には多少、寛大な対応をしてやりますぞ。

「だが……伝承では盾の勇者の子供は相当に優秀な者が生まれると聞く。試してみるのは悪い手ではない。シルトヴェルトに来るほどの幸運に恵まれているのだしな」

「そうであったな。そのような伝承が確かか試すとしよう。いずれ来る聖戦のためにも、奴には種馬になってもらうか……」

　……そういえば、勇者には揃そろってこんな話があるのでしたな？

　だから俺に豚が集まっていたのでしょう。

　この元康、大いに反省した過去の過ちですぞ。

「見たところ……随分と甘そうな顔をした勇者だな」

「護衛として合流した騎士の報告によると印象通りの人物のようです」

　ライオンが何やら小馬鹿にしたような笑みを浮かべておりますぞ。

　同様に、ライオンのいる席に近い者が笑っていますな。

「上手く懐柔できそうだな。アレなら御しやすい。警戒など不要だった」

「とはいいましても……メルロマルクからの行軍を生き延びただけの実績はあります」

「同行する槍の勇者が神の如き強さを見せたとの話でして……同様に盾の勇者も強いのではないかと」

「どうだか……話半分で聞くのがちょうどいいのではないか？　怖おじ気けづいてどうするのだ」

「それで、懐柔用の女は準備ができているのか？」

　ああ、やはり用意されているのですな。

　ですがお義父さんは既に心の準備をしているので問題ないですぞ。

「もう少しで集まるところです。ヴァルナールの派閥の者を弾はじき、こちらの手の者を潜入させました」

「ふむ……これで上手く引き入れることができる。勇者といえど男……姦かん計けいで惑わし、我等が派閥に引き込むことは容易たやすい。そうすればヴァルナールなど取るに足らん。我等の時代が来る」

　雷鳴が響いて小窓から部屋が照らされますぞ。

　怪しげな連中が怪しげな儀式をしているようにしか見えません。

　とはいえ、此こ奴やつ等の姑こ息そくな陰謀などお義父さんの前では無力ですぞ。

　なるほどなるほど、お義父さんはシルトヴェルトでこのような策略に引っ掛かりかけたのですな。

　そういえば俺もありましたな。

　お義父さんの冤えん罪ざいの片棒を担いで、数日の間、国中の豚共と愛を語るという、思い出すだけで反吐が出るようなことをした覚えがありますぞ。

　豚風呂に俺だけという状況に俺の精神にダメージが入りました。

　ここは意識をしっかり持たないと隠れているのがばれてしまうので、吐き気を堪こらえて我慢ですぞ。

「手始めに誰の娘を奴に宛てがうのだ？」

「同行している者を見てわからないのか？　アレは幼い方が好みだろう」

　これはユキちゃんやサクラちゃんを言っているのですかな？

　フィロリアル様をそのような目で見るとは不届き者ですぞ！

「いや……手は出していないとの話だ。面倒見が良いだけの可能性もある」

　これは後でお義父さんに報告ですな。

「で、しっかりと勇者から絞り取った後、どうする？」

「決まっているであろう。勇者本体など不要」

「メルロマルクという汚れた地で召喚された勇者など……本来は勇者と認めるのも悍おぞましい。早々に退場を願うばかりだ」

「……道中でメルロマルクの者に殺されていれば、女を使って懐柔などせずとも戦の引き金にできたものを……汚れた勇者など、他の勇者よりも不要な存在だ」

「刺客もスパイも役に立たないものだな。アレだけ盾の勇者一行の所在地をリークしたというのに……まあ、奴等の程度が知れたのは収穫か」

　なんと、妙に襲撃にあったのはシルトヴェルト側にも裏切り者がいたからだったのですな。

「まあ待て……それは上手く事が運んでから決めればいい」

　ライオンがそう答えますぞ。

「全ては私達の理想の世界を作るために……な」

　実に身勝手な連中ですな！

　ですが、この元康の目が黒いうちは、お前等のような奴の卑劣な策略からお義父さんを守ってみせますぞ！

　まずはお義父さんに報告ですな。

　その前に、コイツ等をどう処理するか、考えましょう。

　慈悲深く見逃してやろうと思いましたが、ここまで黒い場合は無理ですな。

　後顧の憂いは早めに処分するのですぞ。お義父さんを裏切った罪は重いのですぞ。

　ではやりますかな。

　魔法の詠唱をしますぞ。

　建物を壊すわけにもいきませんし、騒ぎになると面倒なので秘密裏に消すことを優先しましょう。

　そして俺は無造作に扉を開けて部屋の外に出ます。

「なんだ!?　いきなり扉が──」

　唱える魔法はコレが一番ですな。

「リベレイション・ファイアフロアーⅩ！」

　範囲を指定できる魔法ですぞ。俺の指定した範囲……室内を業火の如き炎が埋め尽くしますぞ。

「ギャアア──」

　悲鳴すら燃やし尽くし骨さえ残さずお義父さんの命を狙う邪悪な連中を焼き尽くしてやりました。

　これで少しはお義父さんの安全を確保することができたでしょう。

　俺は裏切り者共が跡形もなく消え去ったのを確認し、魔法を解いて火を消して、その足で部屋に戻ったのですぞ。

　ちなみにこの裏切り者連中が消えても、シルトヴェルトの者達には別段、焦った素ぶりは見えませんでしたな。実はどうでもいい連中だったのかもしれません。

　ですがこの手の連中は無視しておくと嫌なタイミングで何かしらやらかすので、処分しないよりはきっとマシだったはずですぞ。




「さて、お風呂に行きますぞ！」

　シルトヴェルトの者が用意した浴場があるらしく、入ることにしましたぞ。

　今回もユキちゃん達の成長を陰ながら覗のぞきますぞ。

　そんなに日が経っていないので、ほとんど差はないかもしれませんが、何を隠そうこの元康、フィロリアル様の成長ならばミリ単位で把握することができます。

　例えばフィーロたんは村で生活するようになってからお義父さんの配下である奴隷達のレベリングに付き合っている関係上、戦うことが増えたために若干戦いに必要な筋肉が鍛えられ、スラリと成長しておりました。

　反復練習が重要であることを示しており、日々の繰り返しで元々強く美しいフィーロたんは更に強くなったのですぞ。

　そんな生活を続けていた影響か、羽根の艶つやも素晴らしく、非常に健康的な状態でした。

　さすがはお義父さん！

　フィロリアルマスターですな！

　そういうわけでフィロリアル様達は一日単位で目まぐるしい成長を遂げているのです。

　だから俺は機会さえあれば毎日のように覗くのですぞ。

　などと考えながら城内を歩いていると、サクラちゃんを連れたお義父さんがこちらに半裸で駆けて参りました。

「あ、元康くん！」

「どうしたのですかな？」

「風呂の準備ができたから来てくれと言われて案内された豪華な風呂に女性が沢山集まってて、俺に群がってきたんだ！　サクラちゃんがいなかったらどうなっていたことか」

　お義父さんは息も絶え絶えの焦りに満ちた声で、辺りを警戒しながら俺の後ろに回り込みました。

「ありがとう、サクラちゃん」

「どういたしましてー」

　すると前方から大量の豚がやってきました。

　あまりの臭さに鼻が曲がりそうです。

　しかも豚の中でも極度に臭い、腐臭が混ざっておりますな。

　ついさっきお義父さんに純潔の大切さを説いたばかり。

　この元康、豚を全て駆逐してみせますぞ！

「ブー！」

「ブブー！」

　などと考えていると豚共が親しげに詰め寄ってきますが、何を言っているか理解できませんな。

「悪いけど、まだそういうことを考える暇はないから！　世界のために戦わないといけないから！」

　と断り続けるお義父さんと、ブーブー騒ぐ豚。

　う……豚臭くて気持ち悪くなってきましたぞ。

　その中には、子犬や豚以外の生き物もいて、喋しゃべっておりますぞ。

　アレは……豚ではないはず……？

「そうは言いましても盾の神様……私達は神様と愛を育みたいのです」

　人語を解する魔物……がお義父さんを信仰しその身を捧げたいと仰おっしゃっているのですかな？

「だからー……君達は俺のことを何も知らないでしょ？　いきなり混浴とかこっちが困るの！」

　パンと大きな音がしましたぞ。

　するとそこにはエクレアが眉を寄せて立っておりました。

「シルトヴェルトに属する種族の姫君と貴族の令嬢諸君。悪いがイワタニ殿……盾の勇者殿は疲れているのだ。もう少し礼節を以もっての対応を願いたい」

　キッと剣の柄つかに手をかけながら脅おどし気味にエクレアが告げます。

　すると豚共が騒ぎ始めましたぞ。

「黙らせますかな？　いい加減豚臭いですぞ？」

「い!?　元康くんは何もしなくていいからね？　こんなところで暴れたらまた当てもなく逃げる羽目になっちゃうよ」

「キタムラ殿、すぐに静かにさせるから落ちついてくれ」

　エクレアが俺にそう言うとほぼ同時でしたかな？

　ここでヴァルナールと名乗ったシュサク種の代表がやってきました。

「何を騒いでいるのです」

「風呂でこの女性達が待ち構えていて、俺に詰め寄ってきたんだ」

「それはそれは、まことに申し訳ありません。最大限のサービスを提供しようと様々な種族の美女達を派遣させたのですが、盾の勇者様のお眼鏡に適かなうものはどうやらいなかったようですね」

　これはライオン獣人が既に入れ替えていたと言っていた奴ですな。

　おそらくヴァルナールもこの事実はきっと知らないのですぞ。

「いや……そうじゃなくて……」

　お義父さんに豚やそれに匹敵する獣を宛てがうなど笑止千万！

　まあ、既に首謀者は血祭りにしていますがな。

　安心するといいですぞ。

　お義父さんの慈悲に免じ、騙されていたことを加味して半殺しで許してあげましょう。

　と槍に手を伸ばすと、慌てた様子でお義父さんが俺に言いました。

「元康くん落ちついて！」

「落ちついてますぞ！」

　お義父さんの命令は絶対ですが、猶予くらいは与えますぞ。

　エクレアの方に目を向けると、首を横に振りました。

　すると……コツコツと杖つえで地面を叩くような音が聞こえてきましたな。

　振り返ると初老の男性が杖に手を乗せてゆっくりと歩いてきましたぞ。









「これは盾の勇者様、メルロマルクから遠路遥はる々ばるよくおいでなされた。お会いできて光栄の極み」

「はぁ……」

「して、此こ度たびの騒ぎは何だったのですかな？」

「はい。どうやら盾の勇者であるイワタニ殿に気に入られたいがために同じ風呂に入りたいという者達が殺到したようでして……」

　エクレアが深く頭を下げながら事情を説明しましたな。

「ふむふむ、盾の勇者様が困っているようではありませんか。これ以上の接近は……我が国の教義に反すると思うのですが、どうなのですかな？　シュサクの長よ」

「く……そう、ですね」

　シュサク種の者が悔しげに呻うめきましたぞ。

「ささ、うら若き乙女達よ。そのような醜態を晒さらさずに、礼節をもって盾の勇者様の相手をなさりませんと罰があたりますよ」

　これが鶴の一声となったのでしょう。豚共はゆっくりと立ち去っていったのですぞ。

　ヴァルナールも立ち去ろうとしてますぞ。

　なので俺はすれ違いざまに奴に言いますぞ。

「今回派遣された者達をしっかりと確認すべきではないですかな？　きっと奇妙な共通点が見つかりますぞ」

「……!?」

　俺の注意にヴァルナールは驚きの表情をしてから、考え込むように歩いていきました。

　これで少しはお義父さん相手に姦計を企てるようなことは減るはずですぞ。

「ありがとうございます」

　お義父さんがゲンム種の老人に礼を言いましたぞ。

　すると老人は気にしないようにと手を振りましたな。

「盾の勇者様に対する礼節を欠いた者達へ当たり前の助言をしたまで」

「エクレールさんもありがとう」

「気にしなくていい。私はこの国で権力などないのだ。だから頼れる方に逸いち早はやくコンタクトしたのだ」

「頼れる人なんだ？」

「頼られるほどの権力など、もうないがのう……」

「何を言っておられるのですか、貴方あなたほどの方の言葉添えがあれば恐れることも減りましょう」

「ふむ……」

　ゲンム種の老人はゆっくりと自らの顎あごを撫なでておりますぞ。

「盾の勇者様はこの国で何を成したいと思っておられるのですかな？」

「俺？　一応は召喚された理由である波と戦うことだけど……他に何かあるの？」

「ここで私がこの質問をした理由は……わかると思いますのう」

「……ああ」

　お義父さんが何やら察しましたぞ？

　何でしょうかな？

　この元康、今一つピンときませんな。

　ユキちゃんはわかったようですが、コウとサクラちゃんは首を傾かしげてますぞ。

「何個かは想像できます。言葉にはできる限り注意します」

「なるほど、今回の盾の勇者様はご理解が早いご様子。同行している槍の勇者様も注意してくださると嬉うれしいですのう」

「なんのことですかな？」

「難しい国際問題に関わるかもしれないから発言には注意してって話……例えば他国を攻めろとか言っちゃダメだし、頷くなって注意してくれてるんだよ」

「なるほど。それは事前に話をしましたな」

　俺の言葉にお義父さんも頷きますぞ。

「この国において槍の勇者様は盾の勇者様ほどの発言力はありませんが、注意はしていただきたい。他の勇者でも名目にはできますからな」

　色々と面倒なのですな。

　未来のお義父さんはこのような問題をくぐり抜けてきたのですかな？

「こっちは俺を大事にしてくれるみたいだけど、肩が凝りそう……。早めに強くなるための冒険に出た方がいいかもね」

「それがよろしいですかの。何なら孫娘を仲間として同行していただくのも手ですかの」

「ご老公……」

「わかっておる。あくまでも、もしもの話……我が孫娘なら間違いなどせぬよ。アレは奥手であるしの」

「イワタニ殿、私はこれからご老公に協力を仰ぎ、メルロマルクの女王とコンタクトを取る。メルロマルクの暴走を止める手助けをしたいのだ」

「わかったよ。今までありがとう、エクレールさん」

「なに、心配ない。全てのことが片付き……私の罪が許されたら、イワタニ殿とキタムラ殿にできる限り協力しよう」

「うん、その時を待ってるから」

「ところでイワタニ殿……いい加減風呂に戻った方がいいと私は思うのだが」

「え？　あ！」

　お義父さんは恥ずかしそうに、タオルで隠された腰に手を当てて、サクラちゃんと共にお風呂へ戻っていきましたぞ。

「まあ、しばらくの間は私もこの国に滞在するが、キタムラ殿も注意していてくれ。なんだかんだ三勇教の行動が過激であるが、シルトヴェルトも過激な国なのだ」

「わかりましたぞ」

　俺の敬礼に合わせてユキちゃんとコウも敬礼しましたぞ。

　風呂を終えて食事の時間になりました。歓迎とばかりにパーティーが開かれましたな。

　この国の料理は野性的ですぞ。

　豪快に魔物の丸焼きが出てまいりました。

　あ、生肉も出されましたが俺とお義父さんは断りましたな。

　さすがの俺も生肉は食いたくありません。

　ですが、ユキちゃん達には大好評！　すごく美お味いしそうに食べておりました。

　そのお顔を見て、俺は自然と笑みがこぼれたのですぞ。








二話　毒






　シルトヴェルトに到着して三日目の朝。

　この三日間、お義と父うさんはそれはもう、色々なところから色々な豚に熱烈なアタックを受けたそうですぞ。

　アレだけエクレアが注意しても減らないとは嘆かわしい。

　その度にお義父さん自身が逃げたり、サクラちゃんに助けてもらったりして切りぬけたそうです。

　もちろん、この元もと康やすも可能な範囲で手伝いました。

　夜に部屋から外を見ていると、まだまだ騒がしく城にも町にも起きている人がいる様子。

　遠くから遠とお吠ぼえが聞こえますな。

　眠らない国、シルトヴェルト……なかなか大変ですな。

　ちなみにお義父さんは夜、吸血鬼や夢魔に分類される亜人種に寝込みを襲われそうになってサクラちゃんに助けてもらったそうですぞ。シルトヴェルトの上層部の指示系統は混乱しているそうで、ヴァルナールが心の底から謝罪しておりましたな。

　まあ、裏切り者を消した俺の所せ為いではないでしょう。

　そもそも……最初の世界のお義父さんはどうやって切り抜けたのでしょうか？

　想像すると、結界を作って寝ていたりする姿が思い浮かびますな。

　やはりお姉さんに守ってもらっていたのでしょうか？

「こう……四六時中誘惑トラップがあると却かえって興味を引かれなくなるね、元康くん」

「そうなのですかな？」

「うん。女性って怖いね……」

　お義父さんがそう呟つぶやきました。

「なんとなく元康くんの気持ちがわかってきたよ。俺も色目を向けながら近づいてくる人が段々と豚に見えてきてる」

「ナオフミ、段々モトヤスみたいな目になってきたもんね」

「それはそれでイヤだなぁ……いい加減、城での見合い話にウンザリしてきたし、Ｌｖ上げの旅に出たいって言ってるんだけどね」

「お望みならこの元康が、振りかかる火の粉を払う手伝いをしますぞ」

「うん。そう言うだろうから言わないようにしてたんだけどね。今日の昼にシルトヴェルトの七星勇者が会いに来るらしいんだ。それが終われば一応、俺もシルトヴェルト内で自由に活動できるようになるらしいよ」

　朝の会食に向かう途中で、お義父さんは俺達にこれからの方針を話してくださったのですぞ。

　ああ、ちなみに俺はこの辺り特有のフィロリアル様の生態調査を行っておりましたぞ。

　さすがシルトヴェルト、この地にしかいない固有のフィロリアル様がいらっしゃるようで、お義父さんを護送する手伝いをしてくださった使者が、俺に色々とフィロリアル様を飼育している牧場を案内してくださいました。

「ではユキちゃん達のクラスアップはその後ですかな？」

「そうなるんじゃないかな？　昼過ぎには終わるから、クラスアップが終わればしばらく元康くんともお別れになるのかな？」

「ポータルで毎日会えますぞ」

「そうだね、拠点を決めておけば打ち合わせもしやすくなるし、なんだかんだでＬｖもそれなりに上がってるから波は簡単かな？」

「そうですな」

「ホント、何から何まで元康くんのお陰で助かったよ」

「もったいなきお言葉！」

「謙遜しなくていいよ。俺がここまで来られたのは元康くんのお陰なんだから」

　と、お義父さんと一緒に朝の会食をする専用のテラスに到着しましたぞ。









　俺の脳内に最初の世界のお義父さんの説明が浮かんできますな。

　お義父さんの確認は本当、有り難いですな。

　ユキちゃんとコウ、サクラちゃんも一緒です。

　シルトヴェルトの料理人がそれぞれ料理を皿に乗せてテーブルに並べております。

　他、シルトヴェルトの重鎮も集まっておられるようですな。

「ではこれからお食事をしましょう」

　お義父さんが席に着くのを確認してから重鎮が立ち上がって宣言しますぞ。

　みんな、両手を合わせ、深く祈るようにして何か呟いております。

「全ては盾の神様の御心のままに……我等はここに食物を、生命を得ることができました。世界を守る神の願いを代行する力へと……」

「「「力へと……」」」

　なんとも変わったお祈りですな。

　それからカチャカチャと食事をし始めたのですぞ。

「サクラちゃん、あーん」

「あーん」

　お義父さんに食べさせてもらっているサクラちゃんの姿は微笑ほほえましいですなぁ。

　在りし日のお義父さんとフィーロたんを思い出します。

　確か、そんな光景があったような……気がしますな。

「サクラちゃん、自分の皿に乗ったのを食べないけどどうしたの？」

「え？　だって毒だしー、あとー他にも色々」

　サクラちゃんは自分用にと差し出された皿とコップを指差しましたぞ。

「……毒？」

　一瞬でこの場にいる全ての者が凍りつきましたぞ。

　お義父さんはサクラちゃんの皿にスプーンを近づけて凝視しております。

　道中で色々と技能を覚えましたからな、おそらく目利きで毒物判定をしておられるのでしょう。

「速効性の暗殺毒……神経性……いや、これだけじゃないか。判定項目の範囲をフィロリアルにまで拡大……」

　おお！　さすがお義父さん！

　人間には無毒でもフィロリアルには毒になる食材を調べているようですぞ。

　そういえばユキちゃんもコウも意図的に食べずにいるものがありますな。

　許せない蛮行ですな！

「ユキちゃん達もわかっていたのですかな？」

「みんなで食べるものですからせっかくの食事の席を乱さないように、毒料理は無視してますわ」

　おお、さすがはユキちゃんですな。高貴さを感じる返答ですぞ。

「うん！」

　ですがサクラちゃんの皿は特に色々と盛られていたようですぞ。

　愚か者共ですな。

　フィロリアル様は毒物など簡単に見抜きますぞ！

「モトヤスのお皿にも何かある？」

　そういえば昨日からこの元康の皿に微弱な毒が盛られておりますな。

　ですがこの程度、独特の調味料と言われれば無視できる範囲ですぞ。

　しかも俺は勇者ですから毒耐性は万全、生半可な毒ではビクともしませんぞ。

「……これはどういうことかな？」

　皿をテーブルに戻したお義父さんが昔の痺しびれるような鋭い視線で辺りを見渡しますぞ。

　シルトヴェルトの重鎮が凍結から覚めたかのように表情を変えますぞ。

　それにしてもお義父さんの声は非常に冷たいものですな。

　以前のお義父さんのそれとも違う、別種の迫力があります。

「なんと恐ろしい！　今すぐこの料理を提供した者を処刑せよ！」

「作った人だけを罰するのが正しい対処!?　違うでしょ？」

　お義父さんの指摘に目を回しているようですぞ。

　しかし……問題がありそうな連中を消してもこの手の陰謀を企てる奴はいるのですな。

「そうですな。このような、フィロリアル様目当ての暗殺を行うなど不埒千万！　この世に生まれてきたことを後悔するような処刑をしなくてはなりませぬ」

「そうだね。下手をすればサクラちゃん達が死んじゃうかもしれなかったんだし……」

「おお！　では生きながら皮を全てはぎ取って、苦しむ様をお義父さんにご覧に入れましょうぞ」

「誰がそこまでしてって言ったの!?　やっぱ元康くんは大人しくしてて。俺が元康くんの怒りの分まで処理するから！」

　それから辺りは大混乱になりましたぞ。

　怒ったお義父さんにシルトヴェルトの重鎮は土下座をして謝罪しておられます。

　すぐに料理はもとより、どこで盛られたのかの調査が行われました。

　お義父さんはシルトヴェルトの玉座に座らせられて不快そうにしております。

　先日、公務などで玉座に座ったお義父さんは困った表情でしたが、それとは対照的ですな。

　なお、刺客はサクラちゃんや俺を狙っていたとのことで、サクラちゃんはお義父さんの膝の上に乗せられて、これ見よがしに可愛かわいがられておられます。

　敵の嫌がることをする。

　さすがお義父さんです。これで敵をあぶり出すのですな。

「ナオフミーもっとー」

「ああはいはい、ちょっと待ってね」

　撫なでられてご機嫌なサクラちゃんがお義父さんにもっと撫でてほしいと頼んでおりますな。

「今から犯人候補のリストを持ってこさせますのでお待ちを」

「ダメだね。自分の政治的な敵を因縁付けて処分とか、安易なことを考えてる可能性があるし」

「ヒィ！」

　お義父さんの鋭い眼光で、重鎮は背筋が凍りついておられるご様子。

　シュサク種の代表……名前はなんでしたかな？　も、困惑しておられます。

「盾の勇者様、今回の暗殺未遂……我等に任せてお怒りをお鎮めください」

　ですが、お義父さんは一歩も引きませんな。












「俺達に危害を加えない限りは怒らないように我慢してたんだよ？　四六時中、俺に縁談とか卑ひ猥わいなことをしようとする子達にだって、できる限り迷惑が掛からないようにそれとなく帰ってもらってた。シルトヴェルトは俺を受け入れてくれたからね？　だけど、俺の一番近くにいる異性であるサクラちゃんを暗殺すれば俺に近づけるとか考えて、安易なことを仕出かすような人が出てくるなら話は別でしょ？」

　とても早口でお義父さんは捲まくし立てます。

　そうでしょうとも、敵に反撃する余裕など与えてはいけませんぞ。

「こっちだって発言には気を使っているんだけど、その辺りちゃんと理解してくれてる？　それともこう言えばいいのかな？　安易に俺に近づいて周りに危害を加えるような奴は、たとえどんな奴であろうとも命をもってその代価を……違うね。関係各所全ての命をもって代償を支払えとでも言えば、こういう事態は収まるのかな？」

「そ、それは……どうか盾の勇者様！　落ちついてください」

　うろたえている重鎮達にお義父さんはなおも続けますぞ。

「メルロマルクとの戦争よりも、まずはこの腐った国の膿うみを最大限吐き出して上う手まく回るようにする方が先なんじゃないかと……ここから出て大声で言い放ちながら道行く亜人に命令していい？」








三話　ビーストスピア






「どうかお怒りを鎮めてください！　盾の勇者様！」

　重鎮共が全て頭を下げておりますな。

　なんとも素晴らしい光景。お義と父うさんに皆が頭こうべを垂れる光景ですぞ。

「ああ、安易な暗殺を企てようものなら元もと康やすくんに消してもらうのもいいね？」

「お任せされましたぞ！」

　俺は一歩前に出ますぞ。

「この元康、お義父さんの言葉なら何でも実行致しましょう」

「じゃあ、城の外……そうだね、あの山に向かってメルロマルクの国境でやったように魔法をぶつけて。ああ、もちろん死人は出さないようにね？」

「わかりましたぞ」

　俺は玉座の間の窓から遠くの山を確認しますぞ。

　人がいるかどうかはわかりかねますな。

　ですが、警告にはいいでしょう。

「リベレイション・ファイアストームⅩ！」

　意識を集中して、作り出した魔法を圧縮して山に向けて投げつけましたぞ。

　魔法の玉は流線型を描いて、城の先……塀を飛び越えてから、巨大な炎の竜巻となって移動していきます。

　進行速度をある程度調整して、逃げられるだけの速度で……ゆっくりと大きな炎の竜巻を山の中腹にまで動かし、弾はじけさせます。

　その進路上にはマグマのようになった地面が姿を現しておりますな。

「その気になればあの山を破壊してみせましょうぞ」

「いいよ。それは……次の手段だから」

「ヒィ！」

　お義父さんの鋭い眼光がシルトヴェルトの重鎮達に向けられ、皆が仰のけ反ぞります。

　一方、お義父さんを崇拝しているかのように深々と頭を下げる者もいるようですぞ。

「確かに、力を持つ者が自分達にとって都合の悪いことをしたら困るのはわかるよ？　だけどこっちだって殴られっぱなしでいるつもりはないし、やすやすと殺されるつもりもない。それにね、元康くんはこんなに強いけど、逆に考えてほしいんだ」

「と、いいますと？」

「ここまで強いのに……元康くんは負けたらしいんだ、この世界の未来で起こった波で」

「な、なんですと……!?」

　お義父さんの目的がわかりましたぞ。

　力を見せつけ、恐怖で支配するのではなく、この力でも通じないほどの強敵が控えているという恐怖を植え付けたのですぞ。

　お義父さんは溜ため息いき交じりに話しますぞ。

「盾の勇者ってだけで命を狙われるみたいだし、自分達の身くらいは守るよ。だけど、波以外での戦いで俺達がやり玉に挙がるようなら……全力で潰つぶしにいくことを覚悟していてくれればいいよ。ね？　元康くん」

「わかりましたぞ。この元康、お義父さんの命令とあらばどのような国であろうとも跡形も残しませんぞ」

　普段はここでお義父さんが何かを言って俺を止めるのですが、今回は笑顔で続けます。

「ほら、盾の勇者って相手を自分の力でほとんど倒せないんだ。だから、俺の方針としては戦争なんてしない。不満なら出ていってもらうし、みんなが戦う気なら俺が出ていく……だって盾の勇者の必要性ないでしょ？　戦いたいなら……勝手にやってて」

　一呼吸置きますぞ。

　お義父さんの発言の重大さは、この場にいる者達はみんな理解したようですな。

「だから……俺への縁談とか、自分達の国の生活とか、そういうことは……波を終わらせてからすべきなんじゃないの？」

「ハ、ハハー！」

　こうしてシルトヴェルトでお義父さんに歯向かおうとする暗殺者は、表面上退治されたのですぞ。

「まあ、俺達の暗殺とかはできないことを理解したと思うから話をしようか」

「は、はい！」

「次はこの国の七星勇者が会談に来るんだっけ？」

　七星勇者……何か引っかかりますな。おや？　俺の記憶の中のお義父さんが出てきますぞ。









「そう承っております。あと、七星勇者様側の勢力が盾の勇者様の命を狙っている可能性が、幾ばくか存在します」

「別にその程度なら……まずはその七星勇者と話をする必要があるしね。どんな人なの？」

「自身を磨くことに意識を割かれておられる方で、最近も山やま籠ごもりをなさって公務には余り出てきません」

「武人みたいな人だね。それは俺達も変わらないと思うから、安心して」

「盾の勇者様の慈悲に感謝いたします」

　お義父さんが言いつけたお陰で国の重鎮達は下がっていきましたぞ。

　まあ、腹の中では何を考えているかわかりませんが、お義父さんの前では無謀なことはきっとしないでしょうな。

　毒殺とかも、勇者相手に簡単にできないと悟ったでしょうし、お義父さん相手に不意打ちも効果がないことくらい承知したでしょう。

「ふう……」

　脱力したようにお義父さんは玉座にもたれ掛かりましたぞ。

「あー……やっちゃったー……」

　そこに扉を開けてエクレアとゲンム種の老人がやってきましたぞ。

「エクレールさん、メルロマルクの女王様と連絡が取れた？」

「色々と準備に手間取っている。私のことよりも、聞いたぞイワタニ殿、色々とやらかしたようだな」

「ゴメンね。サクラちゃん達に毒を盛られそうになったからカッとなっちゃって」

「私もその場にいたら同じようにしたであろう。その怒りは当然のことだ。気にしなくていい。むしろ私としてはイワタニ殿のような者を怒らせる方が相当だと思う」

「盾の勇者様、我が国で戦争をやりたいわけではないと宣言したその口振り……それだけで十分に効果はありますな。過激派もこれで少しは静かになるでしょう。その間に、各国と調整をすればいいのです」

「うん。別に俺は世界統一とかしたいわけじゃないんだ。こう……ね。言い方は悪いけど、この世界を見て回りたい……世界を知りたい。この世界に召喚されてから、元康くんやエクレールさん、サクラちゃん達と旅をしていて見つけた夢なんだ」

　と、お義父さんは俺とエクレアを見た後、サクラちゃんを撫なでました。

　なんとそのような夢を！

　この元康、最大限協力しますぞ。

「まあ、少々急ではありますが、こちらでどうにか手配を致しましょう」

「すいません」

「なーに……我が国の者達がしでかしたことゆえ、盾の勇者様は波への準備を整えてくださればいいのです」

「ありがとうございます……こう、やりすぎてしまったとは反省しているんです。すいません」

　ゲンム種の老人は気にするなと手を振っておりました。

　やがて玉座の間に重鎮が戻ってきて、今日の日程を説明しましたぞ。

「で……七星勇者がそろそろ来るって話だったっけ？」

　ちょうど七星勇者が到着し、盾の勇者に謁えっ見けんするとの話です。

「シルトヴェルトの七星勇者ってどんな人なの？」

「我が国でも有能な方です」

　そういえば七星勇者とは……会ったことがあったのでしたっけ？

　先ほども思いましたがよく思い出せませんぞ。

　ただ、イヤなことがあったような覚えがありますな。

「さっきも聞いたけど武人みたいな人なんだよね？」

「はい」

「種族とかは？　俺達と同じ異世界人？　確か七星勇者は異世界人のこともあるんだよね？」

「いえ、我がシルトヴェルトの七星勇者はこの世界の者が武器に選定されて任命されておられます」

「そうなんだ。同じ日本から来たとかならいろんな話ができると思ったんだけどな」

　お義父さんが俺の方を見ておられますな。

　そうでしょうとも。俺と同じくお義父さんと絆を築くことができるかもしれませんな。

「種族は狼ろう人じんとも呼ばれる……ワーフル種です。我が国を担う四種族ではございませんが、歴戦の猛者。盾の勇者様と共に戦果を期待できましょう」

「武人かー……会うのが楽しみだね」

　などとおっしゃっている最中に、兵士が玉座の間にやってきましたぞ。

「ツメの勇者様のおなーりー」

　ガチャンと音を立てて玉座の間の扉が開いて、ツメの勇者である男が入ってきましたぞ。

　その姿は青い毛並みの……筋肉が盛り上がった狼おおかみ男のような人物でしたな。

　歩調は軽く、それでありながらも筋骨隆々。

　ところどころに傷跡があり、その傷跡が男らしさを引きあげるかのよう……まるで傷が勲章のような感じでありましたぞ。

　上半身は裸で、下はズボンですな。

　動きがとても良さそうですぞ。

「ツメの勇者様よ……盾の勇者様の御前である。変へん化げを解くのだ」

　シュサク種の代表が注意すると、ツメの勇者は深々と頭を下げてから亜人の姿になりましたぞ。

　年齢は……いくつくらいですかな？

　戦いに慣れた鋭い眼光が第一に目に入る……オールバックの髪型をした男でしたぞ。

　顔の作りは悪くありませんな。

　二十代後半から三十代前半くらいでしょうか？

　若さよりも渋み……が出てきて、このくらいの年齢を好む豚もいるのを俺は知っておりますぞ。

　俺はジッとツメの勇者を凝視しております。

　七星勇者……記憶に靄もやが掛かっていて、上う手まく思い出せないのですが、警戒すべきだったのではないかと本能が囁ささやいています。

　が、それよりも、俺は槍がカタカタと震えているのに気付きました。

　そしてリーンと甲高い音を立てましたぞ。

　何でしょう？

　そう思ってステータスを確認するとウェポンブックが反応していますぞ。

　開いてみると、反応している武器が表示されました。

　武器名はビーストスピア。

　……どこで出た槍でしたかな？　覚えておりませんぞ。

　このビーストスピアにはオートで敵を見つけて攻撃するという技能がありますぞ。

　他に特定の魔物に対して特効……妖魔滅殺等色々な専用効果があるのです。

　しかし、なぜこの場で作動するのですかな？

　ですが……これも何かの縁、ビーストスピアにしてみますぞ。

「お？」

　槍をビーストスピアに変えた瞬間、槍が勝手にツメの勇者に狙いを定めて飛んでいきましたぞ。

「槍の勇者様！　何を!?」

「元康くん!?」

　急いで踏み留とどまりますが、槍が勝手にエアストジャベリンを放ちました。

「な──ぎゃああああああああああ！」

　ツメの勇者は突然の攻撃で、しかも顔面に向かって飛んでいったエネルギー状の槍の一撃を受けて……哀れにも頭が吹き飛びましたな。

　どうやらスキルの強化を勝手に拝借して、槍が強化された一撃を放ってしまったようですな。

　まさしく一撃。

　受け止めることも無意味になるほどの強さ……まるでビーストスピア自体に感情があるかのように脈打っております。

「や、槍の勇者様がご乱心だ！」

「わ、私達はどうすれば！」

「元康くん、一体どうしたの!?」

「俺もわかりませんぞ。槍が勝手に……」

　などと説明していると。

「待て！」

「待つのだ！」

　ヴァルナー……なんでしたっけかな？　とゲンム種の老人が声を上げました。

　緊急事態だというのに、非常に落ち着いておられます。

　さすがは代表をするだけはありますな。

　ヴァル……うーん、忘れてきましたな。ともかく、そいつがツメの勇者の死体を指差しました。

　するとツメの勇者の死体がみるみる姿を変えて……狐きつねのような尻尾を沢山生やした化け物へと変貌いたしました。

「え？」

「これは一体……」

「ツメの勇者様が狐の化け物の死体に変わった……？」

「……どうやら槍の勇者様は、ツメの勇者様が偽者だと気付いたご様子。ですからこのような行いをしたのでしょう」

　ゲンム種の老人が顎あごを撫でながら呟つぶやきますぞ。

「助けられたのは我等の方のようだ」

「だが、この狐の化け物は一体……本物のツメの勇者様はどこへ行かれたのだ？」

「それは……調査の必要があるでしょう。皆の者、ツメの勇者に化けた偽者を倒した槍の勇者様に礼を述べるのだ」

　なぜかみんなに褒められましたぞ。

　功績を称たたえられるのは、いくつになっても嬉うれしいものですな。

　まあ俺はお義父さんとフィーロたんに褒められるのが一番ですが。

「んー？」

「びっくりしましたわ。匂いまで隠していたようですわよ」

「すごーい。どうやったらあんなに上手く変身できるのかな？」

「とにかく、本物のツメの勇者が心配になってきた。これも……波の所せ為いなのかな？」

「わかりませんな」

「不吉な……この世界は一体どうなっているのだ……」

　ゲンム種の老人と同席していたエクレアが狐の化け物を剣で突つついて様子を見ますぞ。

　完全に絶命しているようですな。

　まあ、この元康の力ならば、この程度の雑魚は容易く倒せますぞ。

　んー……しかしなぜでしょうか。

　この化け物を見ているとお姉さんの武勇伝を思い出しますぞ。

　フィーロたんが自慢していた記憶があります。

　ですが、フィーロたんのお姉さんは狸たぬきのような亜人種だったはず。

　こんな狐と一緒にされては、お姉さんに失礼ですな。

　やがて謁見は一時中断となり、シルトヴェルトはツメの勇者様の所在と狐の化け物の調査に乗り出したのですぞ。




「これは……世界会議の場で報告せねばならぬ急務……セーアエット嬢にも同行を願ってよろしいかな？」

「は……もとよりそのつもりです」

　ゲンム種の老人とエクレアが会議の場で言いましたぞ。

「ツメの勇者の追跡を国中総出で行っているが、見つかるかどうか……」

「物騒な話になってきたね……まさかツメの勇者が偽者だったなんて」

「そうですな」

　不穏な影が常時付きまといますな。

　この元康、言い表すことのできない不安に襲われておりますぞ。

　ですが、だからこそお義父さんと共に戦う必要があるのです。

　未いまだ世界は滅びへと向かっている最中。

　お義父さんが仰おっしゃられた通り、強い強いと言われる俺ですら負けているのです。

　俺はフィーロたんと約束した世界平和のため、フィロリアル様達の未来のために戦う道を選んだのですぞ。

　俺の胸に輝いているのはお義父さんという一筋の光。

　そして、共に戦い未来を切り開く希望だけですぞ。

　たとえその道が地獄の底へと繫つながっていようと、共に参ります。

「しかるに盾の勇者様と槍の勇者様、我が国の波への参加……どうかお願い致します」

「うん。元々そのつもりだったし」

「そうですぞ」

「ついでに俺達もＬｖ上げと一緒にツメの勇者を捜してみようか？」

「このような出来事があった手前、安全な場所で波に備えていただきたいところですが、事態が事態……ツメの勇者様の捜索へのご協力を正式に依頼致します」

「難しく言わなくていいよ。ツメの勇者はもう死んでいる……と思った方がいいのかな？」

「いえ、生存はしていると思われます。勇者様達の生死だけは観測することが可能で、ツメの勇者様の死は観測されておりません」

「そうか、それなら一応は一安心だね。じゃあ、どこかに捕らえられているとかかな？」

　ツメの勇者生存にお義父さんは安あん堵どの息を漏らしました。

　お義父さんはお優しいですな。

　それにしてもツメの勇者の捜索ですか。

　いったいどこにいるのやら。

　少なくとも、以前の世界でツメの勇者に会ったことは……ない、はず。

　ただ……胸騒ぎがしますぞ。

「おそらくは……」

「じゃあ俺達の波までの仕事はツメの勇者の捜索とＬｖ上げだね」

「わかりましたぞ！　この元康、お義父さんの命ずるまま、ツメの勇者を捜し出しますぞ」

「よろしくね」

「では私達は出発する。この案件を早急に伝えねばならない」

　会議をほどほどにエクレア達はそう言って出発していきました。

「俺もできる限り強くなるように魔法とか覚えるよ」

「では初級の魔法を習得するため、水晶玉を用意させます」

「本とかで覚えた方がいいんじゃなかったっけ？　元康くん」

「確かにそうですな。本で覚えた方が、強弱を付けやすくなりますし、魔力の消費を抑えられますぞ」

「ですが、最初は魔力を感じ取るところから覚えた方がよろしいかと」

　ふむ……確かにそうですな。

　この元康、水晶玉で習得した時、初めて魔力……魔法の感覚を覚えましたぞ。

「では最初の魔法は水晶玉で覚えて、余裕ができたら本で覚えるのですぞ」

「そうだね」

　こうしてお義父さんは魔法を少し覚え、俺達はツメの勇者を捜す旅に出ることになったのですぞ。




「では槍の勇者様、必要なものがあれば私達ができる範囲で援助します。盾の勇者様を送り届けてくださった功績もありますし、何かお望みのものはありますか？」

「そうですな。お金が欲しいですぞ」

　旅立つ直前、俺はそうシルトヴェルトの代表団に言いましたぞ。

　するとお義父さんが複雑なお顔で言いました。

「元康くん、第一声がお金って……何か欲しいものがあるの？」

「はいですぞ。お金をもらって新しくフィロリアル様を買うのですぞ」

「え……それくらいならシルトヴェルトの人達が用意してくれるんじゃない？」

　と、お義父さんが不思議そうに俺に尋ねてきますぞ。

「はい。槍の勇者様がフィロリアルを望むのなら、好きなだけ取り寄せますが……」

「それではダメなのですぞ」

　そう、俺の本来の目的はフィーロたんのごしゅじんさまになることなのですぞ。

　今は最初の世界でお義父さんがフィーロたんを仲間にした頃、つまりお義父さんが魔物商からフィーロたんを購入したのは今頃……この時に同じように魔物商からフィロリアル様を買い占めれば間違いなくフィーロたんが手に入るはず。

　そのためには大金が必要なのですぞ。

　そして、俺はその金をシルトヴェルトの連中から捻出するつもりです。

「ツメの勇者を捜索するって決めたのにフィロリアルを買いに行くって……元康くんは本当にいろんな意味で凄すごいね」

「捜索はとても大変な作業なのですぞ。ならば頼りになるフィロリアル様が沢山いたら仕事も楽になりますぞ」

「まあ……そういう考え方もあるかな？」

「ではこの元康、フィロリアル様を買ってきますぞ。ユキちゃん達は今のうちにお義父さんに連れられてクラスアップをするのですぞ」

「ああ、そっちもあったよね。わかった、今日は俺と一緒にユキちゃん達のＬｖ上げをしておくから元康くんは好きに買い物していて」

「ではお義父さん、ユキちゃん達のことを任せましたぞ」

「元康様！　早くお帰りになってくださいね」

「わーい。今日はイワタニとお出かけー、退屈だったからやっと遊べるー」

「サクラもがんばって強くなるよー」

　ユキちゃん達をお義父さんに任せ、俺はシルトヴェルトの連中からお金を沢山もらって出発します。

　これだけあればフィーロたんを手に入れることができますぞ！

　ああ、もう少しでフィーロたんに会えますぞ。

　そう思うだけで俺の心は未来への希望で溢あふれております。

「それでは俺はフィロリアル様達を買い付けに行ってきますぞ」

「行ってらっしゃい元康くん」

「行ってらっしゃいませ」

　シルトヴェルトの城の庭で手を振り、俺はポータルスピアを使いました。

　転送先は……メルロマルクの城下町の近くにある村ですぞ！








四話　裏路地にて






　ポータルでメルロマルクの城下町近くの村に到着しました。

　登録していたのがちょうどここだったので、その足で俺は城下町の方へ歩いていきますぞ。

　おや？

　城下町近くの村……リユート村でしたかな？









　が、廃はい墟きょとなってますな。

　黒焦げになった建物や、魔物に荒らされてしまった牧場……食い荒らされた家の残骸に、破壊された家屋。

　もはや村の原形を留とどめていないようですな。

　仮設でテントが張られていますが、村人の表情が暗いですぞ。

　ま、中に入る必要はないので通り過ぎますがな。

　しかし……思えば城の近くで波は起こるのでしたな。

　んー……記憶を繙ひもとくと、こんなに被害が出ておりましたかな？

　もう少し村の体裁を保てていたような覚えがあるのですが、記憶違いでしょうか？

　それとも、メルロマルクの波に参加した勇者の数が少ない所せ為いですかな？

　気にしてもしょうがありませんな。

　俺は暗い雰囲気が漂う村を後にして城下町の方へ行きましたぞ。

　さあさあ！　今日の目的は魔物商のテントでフィーロたんを見つけることですぞ。

　金は潤沢にあります。

　あのテントにいるフィロリアル様の卵を全て買い取るつもりで来ましたぞ。

　スキップ交じりに城下町の商店を通り過ぎます。

　んー……ところどころ閉まっておりますな。

　薬屋と魔法屋が閉まってますぞ。

　ま、行く必要なんて全くない店ですがな。

　そのまま裏通りを進んで魔物商のテントに行きますぞ。

「お、お前は元もと康やす!?」

　なんと、裏路地を歩いていたら、なぜか錬れんと遭遇しましたぞ。

　ふむ……どうすればいいですかな？

　安易に殺してはループしてしまいます。

　ですが、騒がれると喧やかましいですぞ。

　よし、では死なない程度に黙らせましょう。

「ま、待て！　俺はお前と争うつもりもないし、ここで騒ぐ気もない！」

　俺が槍を強く握りしめようとすると、錬が手を前に出して制止してきますぞ。

　ふむ、この頃の錬にしては殊勝な心がけですな。

　錬に敵意がないなら話程度はしておくのが得策でしょうか。

　もしかしたら良い情報を持っているかもしれません。

　あるいは時間稼ぎをしている間に戦う準備をしている可能性もありますな。

「どういう風の吹きまわしですかな？」

「吹きまわしも何も、戦う気がないんだ。それよりなんで元康がここにいるんだ？　シルトヴェルトに行ったんだろ？」

「ここにフィーロたんがいるからに決まってるではないですか」

「よくわからんが、少し話でもしないか？」

「そう言って、城の連中を呼ぶつもりですな！」

「だから聞けって！　呼ぶつもりはない」

　うーむ……どうも信用が置けないですぞ。

　と、よくよく考えてみれば、後顧の憂いは先に潰つぶしておくのが一番ですな。

　既にお義と父うさんはシルトヴェルトに送り届けているのです。お義父さんの命を狙った三勇教にはその報いを受けてもらいますかな。

「なんならこの場でもどこでも、元康の案内する場所でいいから少し話を聞いてくれ」

「わかりました。まあ、ここでもいいでしょう。で？　何の話ですかな？」

「ここでいいのか……まあ、色々とな。尚なお文ふみの方にもお前から伝えておいてほしいんだ、この国がどうなってるかって話をさ」

　錬は俺に向かって話し始めましたぞ。

　なんでも俺がお義父さんを追いかけた後、メルロマルクは錬と樹いつきを大事に扱ってくれたそうですぞ。

　そして、錬は援助金を元手にして装備を買って、Ｌｖ上げに行って強くなろうとしました。

　この間にも俺達の噂うわさを耳にしましたが、それよりも自分の知る知識でどれだけ早く強くなれるか試したそうですぞ。

　まあ、そこまでは順風満帆だったそうですな。

　ですが錬曰いわく……最近、不穏な空気が辺りを支配し始めたそうです。

　樹の仲間の一人が、お義父さんを信仰する盾教を称する亜人によってリンチにあって殺害されたとの話でした。

　錬は証拠を集めていたのですが、どうも怪しいそうです。

　まず、お義父さん達はシルトヴェルトへ向かっている最中なのに、お義父さんの指示で勇者の命を狙う意味が理解できない。

　そんな話を錬は語りました。

「で、元康。尚文が本当に俺達に危害を加えようとしたのか？　って思ってな……元康、お前は俺達を殺しに来たのか？」

「全然違いますな。俺が今回、メルロマルクに来たのはフィーロたんを買うためだけですぞ」

「……まあ、俺達を殺すのが目的なら既にやっているか」

　何やら錬は勝手に納得したご様子。

　その通り。錬や樹を殺しても何の意味もありません。

　むしろここまでやってきたことが無意味になってしまいますぞ。

　殺すならクズと教皇ですな。

「話を続けるが、どうもこの国は色々とおかしいんだ。樹の方は王女に気に入られてドンドン調子に乗ってきてる気がする」

「そうなのですかな？」

「ああ、王と王女はかなり怪しい。初日に元康が罠わなに掛けられたことを問い詰めたら、どうも噓うそ臭い演技で『誤解を与えてしまいました。我が国総出で助けますわ』とか言っていたのに、結局は国境を強行突破されたって話だろ？　助けるって言っているのに強行突破って、誤解だとしても……矛盾しているだろ」

　錬はどうやら俺の話を信じてくれたようですぞ。

「挙句……昨日の夜、波のボスを倒して城のパーティーに出席したんだが、なんて言われたと思う？　『勇者殿達は修行が足りないご様子。もう少し精進してください』だぜ？」

　錬は何やらストレスが溜まっているのか愚痴ってきますな。

　ですが、色々と情報が得られるので相あい槌づちを打って話をうながしましょう。

「なんで修行が足りないのかと聞いたら『伝承の勇者はもっと強いのです。もっと神の如き強さを習得なさってください』だとさ。元康が砦とりでを吹き飛ばしたとかいう噂を基準にして俺達を測ってる感じがして不快だった」

「ウソではありませんぞ。あの程度の砦、一撃でしたぞ」

「……噂に尾ひれがついてるのはわかっている」

　どうやら錬は、勇者の強さを理解していないようですな。

　まあ、俺も最初の世界でそうだったように錬達もお義父さんの話を信じていませんでしたからな。

　強化方法を理解していないのでしょう。

「援助金こそくれたが、奴等、尚文がメルロマルクに戦争を仕掛ける可能性を示唆していた。そんな下らない争いに巻き込まれるのはご免だ。冗談じゃない」

　お義父さんが戦争ですかな？　ありえませんぞ？

「俺はこれからゼルトブルへ……身を隠そうと思ってる。何かあったらゼルトブルで捜してくれ。じゃあな」

　と、錬は言いたいことを言ってその場を去りました。

　きっとこれから裏道を抜けてゼルトブルへ向かうのでしょう。

　しかしゼルトブルですか。

　まあ、あの国なら隠れるにはもってこいですな。

　少々治安が悪いですが、龍刻の砂時計もありますし、悪い場所ではないでしょう。

　それよりもまず、フィーロたんを購入することが先決ですぞ。




「これはこれは、新たなお客様ですか？　ハイ」

「今度こそフィーロたん」

「はい？」

　テントに入ると見覚えのある魔物商が出迎えてくれましたぞ。

「フィーロたん」

「ハイ？　えー……」

　魔物商は俺を頭の先から足の先まで凝視していますぞ。

　それから何やら全身から汗を流さんばかりに焦り始めましたぞ。

「え、えっと。そのお姿は槍の勇者と噂される方だったかと思いますです。ハイ」

「そうですぞ！　槍の勇者である北きた村むら元康ですぞ！」

　カクッと、魔物商はなぜか転びかけました。

「し、して……そのメルロマルクで砦破壊の首謀者として指名手配されている槍の勇者様が何のご用ですか、ハイ？」

　指名手配？

　ああ、お義父さんに儀式魔法をぶっ放そうとしたのを返り討ちにした時の出来事ですな。

　ですが、振りかかる火の粉を払っただけですぞ。

　それに仮に指名手配されていたとしても、城下町の連中も道行く人も何の反応もしませんでしたぞ。

　人間、案外顔など見ていないものですな。

　なんか似てるけど、で済ませてしまうようですぞ。

　指名手配犯が真っ昼間の城下町を歩いているとは思わなかったのでしょう。

「フィーロたんを買いに来たのですぞ」

　今日はメルロマルクの波の翌日なので、逆算するとお義父さんがフィーロたんを購入した日のはずなのですぞ。

　ですから、今日ここにフィーロたんがいるはずなのです。

「フィーロタンとは……」

　というところで、魔物商の隣の配下が囁ささやきましたぞ。

　それから、うんうんと何度か頷うなずいた魔物商が俺に尋ねました。

「そのフィーロタンとは、フィロリアルのことでしょうか？」

「そうですぞ。それとも俺には売れないとでも？」

　俺は槍を力強く握ってみせますぞ。

　お義父さんから教わった交渉術です。

「わ、わかりましたです。ハイ。こちらに……」

「このテントにあるフィロリアルのアリア種の卵を全て買いますぞ」

「す、全て……ですか？　ハイ」

「そうですぞ。例外なく、フィロリアルのアリア種の卵を全て買い取るのですぞ。金はこれだけありますぞ」

　と、俺はシルトヴェルトでもらった金袋をドサッと魔物商の前に差し出しますぞ。

「これでお釣りがくるはずですぞ」

　中身は全部金貨ですな。

　これで買えないものがあるのでしたら、またシルトヴェルトでもらってくるだけですぞ。

　それでも足りないのでしたら盗賊狩りでもして金を調達するだけですな。

「か、貨幣がシルトヴェルト国のものですね。ハイ」

「問題がありますかな？」

「い、いえ、私共は国を跨またいで商売をしているので、問題はありません。ですがここはメルロマルクなので少し低めに扱わせてもらいますが、よろしいですか？　ハイ」

「それでいいですぞ」

「では、私が用意できる全てのフィロリアルのアリア種の卵を提供させていただきますです。ハイ」

　魔物商の配下が金貨を確認して驚きの声を漏らしていますぞ。

　雇用主の魔物商も驚きで言葉を失っているご様子。

　しばらくすると押し車に満載になったフィロリアル様達の卵が運ばれてきましたぞ。

「これが、私共の手元にあるフィロリアルのアリア種の卵全てです。ハイ」

「他にはないですな？」

「ありませんです。ハイ。たまごガチャの景品も含めて全てです。ハイ」

　ふむ……ということは、この中に必ずフィーロたんになる卵があるはず！

　俺は喜びの感情で満たされました。

「良い買い物をしましたぞ」

「魔物紋の登録、孵ふ化か器の手配はどう致しますですか？　ハイ」

「そっちは問題ないですぞ」

　シルトヴェルトの方で用意してもらえますぞ。

「それではさらばですぞ」

「ありがとうございましたです。ハイ……現状、メルロマルクの権力者から内通を疑われる可能性があるので、私共はこれからしばらく閉店となりますです。ハイ」

　俺はスキップ気味にテントを出ましたぞ。

　山ほどの卵ですぞ。このままではポータルで運べませんな。

　どうしますかね。安全そうな場所で、小分けにしてポータルで運びますかな。

　俺はついでに買い取った押し車を前にホクホク顔で歩きますぞ。

　袋にフィロリアル様の卵を小分けにして入れて、ポータルでシルトヴェルトに運んでいきますぞ。

　もちろん、過去の失敗を参考に、この元康、メルロマルクのポータル管理はしっかりしてますぞ。

　ポータルは本来四ヶ所しか取得できませんが、スキルによる強化と七星の強化でポータル数は格段に増えるのですぞ。

　しかも管理もしやすくなっておりますな。

　まあ、卵を全てシルトヴェルトに運び終えて、登録と孵化準備をするだけでその日は終えてしまいました。この中にきっとフィーロたんはおりますぞ！

「さてと」

　卵の整頓を終えた俺は、お義父さんに報告せずにこれまでの問題の清算に向かったのですぞ。

　それは……メルロマルクの三勇教とクズ共をぶっ潰すこと！

　錬も不穏な動きと言っていたので、邪魔者共は先に潰しておくのがいいでしょう。

　夜……草木も眠る丑うし三みつ時どきですな。

　奇襲をするにはいい時間ですぞ。

　昔、とある豚を施設から救出する際にもこの時間に実行したのですぞ。

　他にも肝試しに学校に侵入したり、神社へ行ったりもしましたな。

「ブリューナクⅤ！」

　ポータルスキルで転移した俺は、メルロマルク城下町にある三勇教の教会に、正面からスキルをぶっ放して乗り込みました。

　改めて思いますが三勇教の教会……さすがはメルロマルクの城下町にあるだけあってそこそこ大きいですぞ。

　ですが……思ったよりも小さくもありますな。

　フォーブレイにある四聖教会や七星教会の半分以下の規模ですな。









　お義父さんを信仰するシルトヴェルトの盾教の教会よりも小さいのは何か理由があるのですかな？

　三勇教の歴史とかには全く興味はありませんが、しぶとさだけは他の追随を許していないようですな。

　どちらにしてもぶち壊してやりますぞ。

　轟ごう音おんを立てて教会の扉をぶち抜き、中に入ると、騒ぎを聞きつけて三勇教の神父やシスター豚が駆けつけてきます。

　奴等は同罪ですな。

　権力の上に胡坐あぐらをかいて、お義父さんの命を狙った罪、万死に値する！

「何者だ！」

「愛の狩人ですぞ！　故あって、三勇教にお義父さんを弾劾する愚かさを教えに来たのですぞ！」

「何!?」

「エイミングランサーⅤ！」

　マルチロックで目の前にいる愚かな邪教徒共を可能な限りロックオンしました。

　スキルが発動して邪教徒共を駆逐していきますぞ。

「ぐはぁ！」

「ぎゃあああ！」

「ははははは！　未来の不安の芽は先に摘つんでおくのですぞ！」

　まあ、死なない程度に加減はしておりますがな。

　我慢の限界はとっくに超えていたのですぞ。

「教皇はどこですかな？」

　最後に命乞いをしている神父に槍を向けて問いました。

　お義父さんが殺すなというから死んだ方がマシな恐怖をコヤツ等に植え付けているまでですぞ。

　時と場合によっては教皇辺りは消し炭にするつもりですがな。

「悪魔に語る口など持たない！」

「ではその口、引き裂いてくれようですかな」

　槍の先を神父の口にねじ込んで、少しずつ、右へと移動させます。

　この槍は無数の強化と魔物共の屍しかばねから作られた伝説の槍。

　人の肉など簡単に裂けるでしょうな。

「話さないと痛い目を見るのですぞ」

「ふぁ、ふぁへろぉおおおぉおお！」

　やがて神父は白状しましたぞ。

　さすがは利己的な邪教徒。簡単に音ねをあげましたぞ。

　まことに信じるもののためならば、死すらも受け入れるのが愛というもの。

　俺はお義父さんとフィーロたんのためならば、後悔はあろうとも命など惜しくはありません。

「きょ、教皇様は出国なさった！　ここにはいない！」

　ふむ……怪しいところですが、この建物にはいないのですから確かなのでしょう。

　俺は槍を抜いて、思い切り神父の頭を叩たたいて失神させましたぞ。

　あとは……。

「槍を持った悪魔が城に向かっているぞ！」

「急いで防衛線を展開するんだ！」

　三勇教の教会を破壊した後、メルロマルクの城下町を歩いて城を目指しますぞ。

　兵士共が隊列を組んで襲ってきますが、俺の敵ではありません。

　千切っては投げ、千切っては投げ、死なない程度に倒していきます。

「うわ、なんて強さだ！」

「エイミングランサーⅩ！」

「ぐはぁああああああ！」

「ぎゃあああああ──」

　襲い来る兵士共を薙なぎ払い、愚かにも兵士共が放った魔法によって火の海と化した城下町を進みながら、俺は火を消すために火の魔法を唱えますぞ。

　火を操れるということは火を消すことも可能。

　まあ、なかなか難しいですが、戦争をやりにきたわけではありませんからな。

　勇者を殺そうという身のほどを知らない愚かな連中に身のほどを叩きこみに来ただけですぞ。

「さーて……クズとヴィッチはどこですかな？」

　閉ざされた城門をスキルでぶち抜いて正面から乗り込みますぞ。

　城の中をゆっくりと歩いていくと、どこからやってくるのか兵士がワラワラと出てきては倒されていきますぞ。

　加減するのが面倒なのを知ってほしいですぞ。

　この程度の城、外から強力な魔法を何発か撃てば落ちるのを理解しているのですかな？

「クズとヴィッチ……王と王女はどこですぞ。この元康が死なない程度に罰を与えに来たのですぞー」

　と、玉座の間を抜け、クズの寝室やヴィッチの部屋へ行ったのですが、姿が見えませんな。

　さすがはクズとヴィッチ。逃げ足だけは速いですな。

「お、王と姫は軍を引き連れて出国した！　国にはいない！」

　大臣っぽいのが命乞いをしながら言いましたぞ。

　ふむ……これは骨折り損というやつですな。

　面倒ですな……まあ、これで奴等もある程度は理解したことでしょう。

「ではすぐ奴等に報告するのですぞ。余計な真似を仕出かしたら、お前等の命など容易く刈り取れる。ちゃんと己の立場を理解しろ……ですぞ。ハハハハハハ！」

「くうううう……盾の悪魔に与くみする偽勇者め！　神罰を思い知れ！」

　悔しげに呻うめく連中を無視して、俺はポータルで帰還したのですぞ。




「おかえり、元康くん。随分と遅かったね」

　深夜、シルトヴェルトに帰還するとお義父さんが迎えてくれましたぞ。

「こんな夜中までどこに行ってたの？　城の倉庫に卵が一杯あるけど……もしかして」

　ちなみにこの世界でも多少時差があるので、シルトヴェルトでは夜も更けすぎな時間ですな。

　こんな時間にまで俺を出迎えてくれるとは……お義父さんの慈悲深さに涙が溢あふれてきますぞ。

「全部フィロリアル様の卵ですぞ」

「あ、やっぱりそうなんだ。すごい量だね」

　俺が帰ってきたことを悟ってユキちゃん達が起きだしてきました。

「配下が増えますわ」

「騒がしくなるね！　コウ、楽しみー」

「んー？　どっちにしてもナオフミはサクラが守るよ？」

「ありがとう、サクラちゃん。で、元康くん、今回は大量に買ったね」

「この中にフィーロたんがいるはずなのですぞ」

「買い占めに走ったか……こりゃあ元康くんはもうマニアの次元だね」

　お義父さんが半眼で見ていると、サクラちゃんが後ろからお義父さんに抱きついて登りますぞ。

　なんとも微笑ほほえましい光景ですな。

　ですが、この元康、フィーロたんに再会できると思うと胸が躍りますぞ。

「ついでにメルロマルクの三勇教会と城に乗り込んできたのですぞ」

「え？　サラッととんでもないことを言ってるよね？　何をしたの？　下手をすると戦争になるってわかってる？」

　その後、お義父さんに数時間にわたってお願いをされましたぞ。

　お願いというか、最終的には命令口調で、余計なことをしないでほしいとのことでしたが。

　これは所謂いわゆる、説教ですな。

　この元康、至らぬところばかりで申し訳ない気持ちでいっぱいですぞ。

「というか、ツメの勇者を捜すはずなのに、元康くんは毛頭捜す気がないように感じるんだけど……」

「準備は重要ですぞ」

「まあ、それが元康くんの担当だしね。これだけのフィロリアルの卵があれば人海戦術ができるもんね。シルトヴェルトの人達も関係各所と連絡を取り合って捜している最中だよ」

　お義父さんは優しげにサクラちゃん達を落ちつかせてから、寝なおすように注意しておりますぞ。

「夜も遅いし、そろそろ寝た方がいいよ。問題は……明日から取りかかるとしよう」

「はいですぞ！」

　そうして俺はお義父さんの言う通りに部屋に戻って就寝したのですぞ。








五話　シルドフリーデン






　翌日からしばらくの間の出来事ですぞ。

　フィロリアル様達を孵ふ化かさせる作業は滞りなく進んでおりますぞ。

「ではユキちゃんとコウは孵化したフィロリアル様達を背に乗せて、Ｌｖ上げとお食事をさせるのですぞ」

「了解ですわ！」

「ラジャー！」

「「「ピヨピヨ！」」」

　敬礼して、様々な色合いをしたフィロリアル様達を乗せたユキちゃん達は駆けていきましたぞ。

　今のところ、全体の三分の一、せめて色合いだけでもフィーロたんがいれば、育成を……中断できませんな。

　フィロリアル様の孵化作業を途中でやめることなどできませんぞ。

「うわぁ……元もと康やすくん。凄すごいことになってるね」

　お義と父うさんが、俺に割り当てられた部屋にお越しくださいました。

　部屋の中はフィロリアル様の雛ひな達でいっぱいですぞ。

　皆、ピヨピヨと元気に鳴いておられます。

「明日にはまた増えますぞ」

「うー……ん。集めすぎじゃないの？」

「何を言うのですぞ？　もっと一杯育てるのですぞ」

「すごいいっぱいー。サクラも楽しくなってきたー」

「フィロリアル軍団ができそうな勢いだよ……食費とかどうするのかな？」

「フィロリアル様達で独自に調達しますぞ」

「……近隣の魔物が駆逐されそうで怖いよ」

　お義父さんは何を言うのですかな？

　魔物の数が減ってフィロリアル様が増える。

　楽園が生成されるのですぞ。

　それにこれくらいならまだ問題ありませんぞ。

　そんな感じで、俺はフィロリアル様の孵化作業を続けたのですが……。

　フィーロたんに該当する色合いのフィロリアル様がいませんでしたぞ！

「おおう……」

　俺は両手を地面に付けて嘆きましたぞ。

　まさか、魔物商からフィロリアル様を全て買い占めたというのにフィーロたんに出会えないとはどういうことですかな。

　お義父さんが、あの魔物商から買ったという話は間違いだったのですかな？

　どうしましょう。

　このままではフィーロたんが誰とも知らない馬の骨に買われてしまいますぞ。

　どうしましょう！

　金をシルトヴェルトからもらうのは限度がきてますな。

　次の作戦を考えねばなりませんぞ。

「じゃあ交代でＬｖ上げに行くよー」

　クラスアップをとっくに終えたユキちゃん達がフィロリアル様達を順調に育てております。

　ですが、まずは色々と算段をしていかないといけませんぞ。

　ああ、フィーロたん、愛いとしいあなたはいずこにおられるのですか！

　この元康の心があなたのもとへ飛んでいきたいと叫んでおりますぞ。

　まずは盗賊狩りに出た方がいいですな。

「というわけで、ツメの勇者を捜しながら盗賊狩りをしてお金を集めるのですぞ」

「わかりましたわ」

「ねえ盗賊って美お味いしい？」

「元康くん、お願いだからツメの勇者の探索を優先してね。あと、コウは人を食べちゃだめだからね」

「んー……」

　サクラちゃんがお義父さんにおんぶしてもらって、眠そうにしておられます。

　俺はそっとサクラちゃんの寝顔を見つめますぞ。

　おや？　気のせいですかな？

　サクラちゃんからフィーロたんによく似た匂いがしたような気がしますぞ。

　まあ、気のせいですな。

「では行ってきますぞー」

「いってらっしゃい。俺も少ししたらサクラちゃんと一緒に出かけてくるからー」

　こうしてシルトヴェルトの日常は過ぎていきましたぞ。

　その日からお義父さんはサクラちゃんに乗って色々と見て回ったシルトヴェルト内のことを俺に教えてくださいましたぞ。

　このようなお義父さんを見るのは初めてのような気がしますぞ。

　異世界での戦い、実戦経験、サクラちゃんに乗っているだけではない冒険譚たんを、お義父さんは話してくださいました。

「いやー……異世界って凄いね。シルトヴェルトは本当、いろんな人種がいて驚きで一杯だよ」

　シルトヴェルトの者達もお義父さんには協力的で、事件に対して真しん摯しに対応するお義父さんの人望はウナギ登りだとか。

「でね。チラッとしか見えなかったけどパンダみたいな獣人がいたんだよ。ああいう人種もいるんだね。他にゾウ獣人とかカバ獣人はやっぱり重量級って感じでパワーがありそうだったかな」

「お義父さんもこの世界を楽しんでいるようでなによりですな」

　パンダ獣人ですかな？

　なんとなく俺の記憶の中で見覚えがあるような気がしますが……きっと気の所せ為いですな。

「うん。なんていうかいろんな人種を見ていると楽しくなってくるよ。彼等と一緒に波に挑むんだなぁ……」

　夢一杯のキラキラした瞳をお義父さんはしております。

　最初の世界のお義父さんとは全く違った表情をしていますぞ。

　そんな、平和な日常が過ぎ……シルトヴェルトの波まで、あと三日まで近づいた……のですぞ。

「波かー……不謹慎なんだろうけど、少し楽しみだな」

「俺も初めての波に挑んだ時は心躍りましたな」

　今でも覚えております。

　ゲーム知識を頼りに波で出現したキメラに向かってスキルを放った時のことを。

　とても楽しい戦いでしたぞ。

　ただ、お義父さんはとても不満そうな顔をしておられましたな。

　あの後赤豚に、お姉さんが奴隷としてコキ使われている、ぜひ助けましょうなどと言われ……お義父さんとお姉さんが通じ合っているのを知らずに決闘を申し込んだのでしたな。

　この元康、一生の不覚でしたぞ。

　しかもお義父さんは知恵を振り絞って、この元康の背を地に付けさせるという偉業を成された。

　対人経験豊富なお義父さん独自の戦い方でしたな。

　なのに俺は負けを認められず降参せずに逆転の方法を考えておりました。

　お義父さんには攻撃する方法がないのに、決闘を申し込んだ俺はどれだけ愚かだったのか。

　ですがお義父さんは、魔物を使って俺に傷をつけた。

　それだけで勝負はついておりますな。

　俺の負けですぞ。

　あのような反骨精神を、俺はお義父さんから学ばねばなりません。

　たとえ泥水をすするようなことがあっても、フィーロたんと出会ってみせますぞ。












　盗賊狩りで多少の金銭が溜まりました。

　次はメルロマルクのどこの魔物商で買えばよいですかな。

　なんてのどかな日々が続いておりました。

　その翌日のこと。




「シルドフリーデンとフォーブレイを管轄している七星勇者を波のために派遣？」

　朝の会議でシュサク種の代表が俺とお義父さんにそう報告しましたぞ。

「え？　でも、シルトヴェルトには俺と元康くんがいるから大丈夫なんじゃないの？」

「そうなのですが、何分……我が国と近隣国を守護するはずのツメの勇者様が行方知れずの現在、各国が警戒のために派遣するとの話になりました」

「へー……」

「我が国も盾の勇者様がいらっしゃるだけでも波に対処することは可能と申したのですが……」

「まあ、念には念をってやつ？」

「はい……」

　お義父さんは俺を招いて耳打ちしてきますぞ。

　内緒話ですぞ。

「ぶっちゃけさ……シルトヴェルトって過激な国だよね。俺は勇者だから特別待遇を受けているけど人間が奴隷として扱われているのを見るとさ……」

「そうですな」

　確かにこの元康もメルロマルクと一部の国しか行ったことはありませんが、人間の扱いはあまり良くない印象を覚えますな。

　盗賊狩りをしても亜人の盗賊が大半ですぞ。

　まあ、亜人の国だからしょうがありませんが。

「なんていうのかなー……俺の世界基準で言うところの元々バイキングの国みたいな？　連合王国みたいな種族重視な感じだね」

「そうなのですかな？」

「うん。この国は種族がかなり重要視されるんだってさ」

　そういえばライオン獣人共もそんな話をしていましたな。

　お義父さんはシルトヴェルトで学んだことを教えてくださいましたぞ。

　シルトヴェルトという国は盾の勇者を信仰する者達によって建国された国で、その上層部は代々続く有名な種が担っているそうなのですぞ。

　いわば貴族の地位が種族に受け継がれている。

　その中でも最上層に位置する四つの種族が、シュサク、ゲンム、アオタツ、ハクコという俺達の世界でも有名な四聖獣に似た種族なのだそうですぞ。

　ですが、ハクコは過去の大戦の責任を負って勢力的に弱体化、今では四つの最上層の中で一番権力が低い地位にあるそうですぞ。

　この四つの種族はシルトヴェルトの亜人でも高い戦闘力を有し、現在でも国内の支持を受けているとの話なのですぞ。

「で、そんな種族重視の方針についていけない層がシルドフリーデンって国を作ったんだってさ」

　シルドフリーデン。

　この国の歴史はシルトヴェルトに比べてとても浅いそうですぞ。

　設立して百年かそこらの新参の国で……いわばフロンティア精神の果てに生み出された国なのだそうです。

「この国の人から聞いた話だと、『平民の種族共が、我が国の伝統的な方針に従えずに国を出て建国した』……って言ってたよ」

「よくわかりませんな」

「まあ……低賃金の労働者が一念発起して移民してできた国と思えばいいんじゃない？　人間至上の国らしいメルロマルクほどじゃないだろうけど、亜人は色々な種族がいるから血統主義もあるし、小さな差別は昔からあるんじゃないかな？」

　これは俺達の世界にも似たような歴史を持った国がありますな。

　どこの世界もそう変わらないということでしょうか。

「……シルドフリーデンが開拓した土地に元々いた人種がどうなったかとかは聞かない方がいいかもしれないね。あんまりいい話じゃなさそうな気配がするよ」

「なるほど……俺のいた世界にも似た歴史の国がありますな」

「うん。そんな感じで作られた国なんだってさ。だからあっちの国は国内で昔、人間と亜人で奴隷戦争ってのをやって、表面上は差別がない国なんだとか」

「表面上とは、お義父さんも変わった言い回しをするのですな」

「まあ……本当かどうか怪しいからね……俺の勝手なイメージだけどね。なんだかんだで亜人が国の指揮をしている体制は揺るがないらしいから間違ってないのかもね」

「シルドフリーデンの方へ行きたかったですかな？」

　俺の問いにお義父さんは考え始めました。

　もしも次があるのならば、場合によってはシルドフリーデンに行くのも手段の一つですな。

　もちろんお義父さんが望むのなら、ですが。

「うー……ん。もしもまたループしてしまった時のことを言っているんだよね？」

「ですな」

　どのような国なのかを知らねば、仮にループしてしまった時に失敗することになってしまいますぞ。

　聡そう明めいなお義父さんがループしているのなら心配はありませんが、残念ながらループをしているのは俺ですからな。

　ループしている俺が世界の情勢などを覚えてなければ、同じような失敗をしてしまうかもしれません。

「できれば避けた方がいいかな。似たような結果になる。むしろ盾の勇者が来ることで好戦的になるかもしれない。勇者ってそれくらい戦力として期待されているからね」

　既にシルトヴェルトがそんな調子ですからな。メルロマルクも似たような感じでしたぞ。

「あとは……シルドフリーデンって国は統括というか、上層部に食いこんでいるのがシルトヴェルトでも上位に位置するアオタツ種って種族なんだって」

　アオタツ種ですか。

　どこかで見たような気がするのですが思い出せませんな。

「そう、シルトヴェルトにもいないわけじゃないけど、ハクコ種と同じく権力は低めなんだってさ。何でも過去のハクコ種が追い出したらしいんだけど、詳しくは調べきれてないんだ」

　ということは実質シルトヴェルトはシュサク種とゲンム種が仕切っていると。

　おや？　たしか……この二種はどちらかというと穏健派だと誰かから聞いた覚えがありますぞ。

　ま、その中でも過激派とかが台頭していると思えば不思議ではありませんな。

「で、その七星勇者はいつ頃来るのかな？」

「明日の昼には謁えっ見けんしたいとのことです」

　お義父さんが耳打ちをやめてヴァル……ヴァルに質問すると、笑顔で応じますぞ。

「そう……わかったよ。その時間には城にいるようにするね」

「ありがたき幸せ」

　こうして会議は終わりましたぞ。

　会議室から出るとお義父さんは肩を落としました。

「波と、七星勇者か……今度こそ本物に会えるといいけど……」

「そうですな」

「元康くんのお陰で、戦力は足りるけど……」

　お義父さんが困ったようにシルトヴェルトの方々に視線を移しますぞ。

　勇者の仲間をするだけで相当の権力が得られるような状況ですから、仲間にする者を考えないといけませんからな。

　だからお義父さんは、この元康のフィロリアル様を仲間にしておられますぞ。

　フィロリアル様は俺と共にいる安全な勢力ですからな。

　サクラちゃんはお義父さんにとても懐なついているようですし、他のフィロリアル様達もお義父さんとの関係は良好です。

「男の人を頼んだら誤解されかねないし、女の人を頼めば襲われる危険性があるし……」

　お義父さんがポツリと呟つぶやきましたぞ。

　そういえばヴァルヴァルの血縁者とゲンム種の老人の血縁者が候補にいるのでしたな。

「とりあえず仲間の育成は波が終わってからにしようか」

「わかりましたぞ」

「エクレールさんも出かけちゃったからね……当面は、波に備えるのと行方不明のツメの勇者を捜索しなきゃね」

「ユキちゃん達の報告では依然消息は摑つかめておりませんぞ」

「うん。シルトヴェルトの人達も、ツメの勇者に化けてた魔物が何なのかを調査してるけど……どこかの国で封じられていた化け物じゃないかって話が上がってるんだ。だけど他国だから調べきれないらしいよ」

「この元康が調査に行くのはどうですかな？」

「そうだね。波が一区切り付いたらお願いするかもしれない。何せあの魔物を仕留めたのは元康くんだし」

　ビーストスピアが勝手に倒したのでしたな。

　この槍を握りしめると、ぼんやりとあの狐きつねの化け物に対する感情が伝わってきますぞ。

　おそらくは、このビーストスピアは奴を仕留めるために作られた槍だったのでしょう。

　そんな話をしながら俺達は城の庭に出ました。

「隊列の練習をしますわよ。みんな！」

「「「はーい！」」」

　シルトヴェルトの訓練場ではユキちゃんが先頭に立って、波に備えて準備をしておられます。

「うわー……沢山フィロリアルがいるね……」

　お義父さんがユキちゃんを先頭にして行われるフィロリアル様の訓練を見て感想を述べました。

　この元康が買い占めたフィロリアル様達が順調に育っておりますぞ。

　もう城の庭ではせまくなってきましたな。

「城の人達の訓練の邪魔になってるんじゃ……」

「何を言うのですかな？　ユキちゃん達は優秀なフィロリアル様ですぞ」

　ユキちゃん達の訓練相手にシルトヴェルトの兵が混じっておりますぞ。

　人間とは異なるので、獣人化とかしてトリッキーな動きをしますな。

　そういえば……お義父さんの村にも変身する亜人がいましたな。

　豚に変身する犬を記憶しております。

　お義父さんの作る料理にご執心でした。

「訓練が順調にできているみたいなら、次の波は問題はなさそうだね」

「そうですな！」

　こうして波の準備は着実に進んでいったのですぞ。

　その日の夜、お義父さんは波に挑む人員の整理とかをしていたと聞いております。








六話　鞭むちの七星勇者






　翌日……飛行船がこちらに向かって飛んでくるのが確認できましたぞ。

　他にも飛行機らしきものが飛んでますな。

「アレにシルドフリーデンとフォーブレイを管轄している七星勇者が乗ってるのかな？」

「そのように報告を受けております」

「へー、この世界には飛行船があるんだ？　凄すごいなー」

　空で飛竜に乗った兵士が警戒するなか、飛行船は城の近くの広場に着陸しましたぞ。

　飛行船からぞろぞろと人が降りてきて、徐々に騒がしくなってきましたな。

　その後、お義と父うさんと俺は城の玉座の間で七星勇者を待つことになったのですぞ。

「フォーブレイから来る七星勇者ってどんな人なの？　確か……鞭の勇者なんだっけ？」

「天才と言われております。幼少の時から魔法を習得し、製紙技術の改革を行ったとの話です」

　ヴァルヴァルがお義父さんに説明していますな。

　俺もポツリポツリと思い出してきましたぞ。

　ですが経歴しか思い出せませんな。

「他に……過去の時代に存在したと言われる乗り物を復活させるのに尽力したとの話です」

「凄い人もいるもんだね。まあ、定期的に異世界から勇者が召喚されるなら飛行船や飛行機くらい作られても不思議じゃないよね」

「空を飛ぶ交通手段は飛竜がいれば難しくはないですが」

　ヴァルヴァルがポツリと呟つぶやきますな。

「まあ、そうかもね。コスト面で考えても、ドラゴンとかに任せた方がこの世界じゃ安上がりなのかもしれないね」

　飛行船を作った鞭の勇者の熱意を察したのか、お義父さんは言葉を続けました。

「沢山の人を運べて夢があるんじゃない？　異世界で飛行船を飛ばすってさ」

「盾の勇者様のお言葉のままに」

　ヴァルヴァルが敬礼しましたぞ。

「ではこれから我が国は飛行技術の研究を促進させましょう」

「そういう意味じゃなくて……あー……やっちゃったよ」

　お義父さんが失言したと呟いていますな。

「あとは……シルドフリーデンの勇者とも友好的な関係を築いているそうです」

「立派な人物ってことだね」

「鞭の勇者様のおなーりー」

　と、兵士が声を上げ、玉座の間の扉が開いて七星勇者がやってきましたぞ。

　……今度はビーストスピアは反応しておりませんな。

　ツカツカと軽い歩調で、一人の男がやってきましたぞ。

　顔はなかなか良い方ではないですかな？

　金髪碧へき眼がんというフィーロたんに通じるものを持った男ですな。

　ジャケットにデニムのズボンを着用していて、センスは悪くはないですな。

　ただ、少々浮いた感じですが、フォーブレイでは確かこんな感じのファッションが流は行やっているのでしたな。

「鞭の勇者をしているタクト＝アルサホルン＝フォブレイと申します。以後お見知りおきを」

　片膝を付き、敬礼するようにして頭を下げた鞭の勇者が、従者らしき豚を数名連れて挨拶をしましたぞ。

「ブー！」

　その後ろで、龍のような角を生やした豚が何やら喋しゃべっております。

「シルドフリーデンの代表まで我等が国に来るとは……勇者様一行を、我がシルトヴェルトはできる限り歓迎致しましょう」

　と、表面上は歓迎するようにヴァルヴァルは言いましたぞ。

「ありがたき幸せ。で……さっそくですが、貴公達の国の勇者様に謁見したいのですが……」

　鞭の勇者はそう言うと、俺とお義父さんに目を向けましたぞ。

　場の空気を読んでお義父さんが一歩前に出ました。

「盾の勇者の岩いわ谷たに尚なお文ふみです。これからよろしくお願いします」

　これは俺も続くべきですな。

　同様に一歩前に出て敬礼気味に言い切りますぞ。

「愛の狩人の北きた村むら元もと康やすですぞ！」

「元康くん、外さないね。えっと、彼は槍の勇者なんだ。少し変わってるけどとても強いから頼りにするといいよ」

「……わかりました。よろしくお願いします」

　鞭の勇者は一呼吸置いてから頷うなずきましたぞ。

　何やら視線が怪しいですな。

「あの飛行船は貴方あなたが復活させたんだっけ？　凄いね、異世界に飛行船があるなんて」

「ああ……そんな難しいものじゃない。燃料の生成が面倒だけど」

　挨拶を終えると、若干乱暴な態度で鞭の勇者は語りだしますぞ。

　お義父さんはその返答に、若干残念そうにしていますな。

　期待していた返答とは少し異なるご様子。

「で？　波が来るまでにツメの勇者に化けていたって化け物の調査をしたいのだが……いいか？」

「……ええ、ではこちらに」

　横柄な言い方に若干不満そうな顔をするヴァルヴァルですが、相手は他国の勇者で地位も高いらしく、雑には扱えないとの話。

　渋々といった様子で部下に命じますぞ。

「俺達も同行しようか？」

　お義父さんが尋ねると、鞭の勇者は流し眼でこちらを睨にらみますぞ。

「気にする必要はない。四聖の勇者様方の手を煩わせるほどでもない」

「そ、そう……？」

　豚共が銃器を持っていて、なんとも不快な感じがしますな。

　何でしょう。思い出せそうで思い出せないイヤな感じが付きまといますな。

　先制攻撃で処分したらどうなるでしょう？

　お義父さんに叱しかられそうだから、特に理由もなく攻撃するのは我慢しましょう。

「ところでその勇者のフリをした者を倒したって奴は？」

「俺ですぞ！　あのような人様を騙だましている化け物、この元康がこの世から消してやりました」

　とりあえずそう宣言しました。

　何せ、ビーストスピアが勝手に攻撃したといっても、この元康の槍がやったことですからな。

　まあ大したことのない雑魚でしたがな。

「そう……か」

　自信満々で言ったのですが、どうも気になる視線を向けながらタクトという鞭の勇者は玉座の間を出ていきましたぞ。

　なんだったんでしょうな。

「何か気難しそうな人だったね。勇者に化けるなんて卑劣なことをする魔物は自分で倒したかったとか……そんな感じかな？」

「警戒した方がいい気がしますぞ」

「元康くん、何か心当たりでもあるの？」

「よく思い出せませんな……ただ、あまり良いことではなかったような気がしますぞ」

「そうなの？　とはいってもなぁ……元康くんが思い出せないことを警戒なんてできないし……」

　その後、鞭の勇者は狐きつねの化け物の死体の調査をした後、飛行船に戻って休んだそうですぞ。

　ただ、飛行船の方から物音と啜すすり泣きが聞こえたとシルトヴェルトの者達が話しておりました。

「あんまり話ができそうになかったね」

　俺は飛行船を遠くに見ながらお義父さんと話をしていますぞ。

「そうですな」

「うーん……どうも俺の勘なんだけど、何か信用しちゃいけない相手だと思うんだ。あの化け物の調査って言いながら何かを確認しに来たように見えるんだけど」

「まあ、どちらにしても何かを仕出かすようなら死なない程度に身のほどを教えるまでですぞ」

　七星勇者というのは四聖勇者の配下のようなポジションだった覚えがありますぞ。

　にもかかわらず四聖勇者に牙を向けたりするのなら立場を分からせるのは当然のことでしょう。

「……監視して泳がせておけばいいか。今夜は歓迎パーティーが開かれるってさ」

　こうして鞭の勇者の歓迎パーティーが開かれましたぞ。

　奴が何をするか、見ものですな。

「遠いところからよくおいでなされました。鞭の勇者様と一行の方々、此こ度たびはその歓迎の宴うたげ、ぜひお楽しみください」

　鞭の勇者一行が何やら暗い様子ですが、シルトヴェルトが用意した料理がテーブルに運ばれていくと、それを平らげていきますぞ。

「波が近いのに、無理して来訪した俺達を歓迎してくれてありがとう」

　お義父さんや国の重鎮達が鞭の勇者達と世間話をしております。

　ですが、鞭の勇者とその一行は何やら俺を時々気になる感じで睨みつけますな。

　豚共の視線が気持ち悪いですぞ。

　もしもお義父さんに注意されていなければこの場で消していますな。

「毒とか入ってないから安心して」

「毒程度、鞭のスキルでどうとでもなる。気にするな」

「そ、そう？」

　しかし……お義父さんの気遣いを先ほどから無下にするその態度、段々不快になってきましたぞ。

　この世界の生きとし生ける者はお義父さんの顔色を窺うかがわないと、いけないのですぞ。

　その点で言えば、鞭の勇者は赤点ですな。

「むー……」

　サクラちゃんがお義父さんに擦すり寄って不快そうにしていますな。

　ユキちゃん達も同様です。

「どうしたのですかな？」

「あの鞭の勇者の仲間にドラゴンとグリフィンがいて、ずっとこっちを睨んでるのですわ」

「なんと……」

　フィロリアル様達の敵はこの元康の敵。

　ですが、お義父さんが飼っていたドラゴンと同じく、敵ではない者を断罪することはできませんぞ。

　縄張りの関係でユキちゃん達は不機嫌なのですな。

　鞭の勇者は魔物と協力して戦う勇者らしいので、それもしょうがないのかもしれませんな。

　ですが！

　フィロリアル様を育てないというのは問題ありですぞ。

　俺と勇者の武器の話をする時があったら説教いたしましょう。

「……で、明日の波が来る前に作戦会議を俺達の飛行船でやりたいのだが盾の勇者様と槍の……勇者様達とでできないか？」

「うん。そうだね。波に関して俺はよく知らないし、元康くんは詳しいみたいだから話をしよう。じゃあ今からする？」

「いや、今日は酒が入っている……明日の波が来る少し前にしよう」

「そっか……じゃあお邪魔するね」

　なんとも不快な歓迎の宴はこうして過ぎていきましたぞ。

　しかし、なんなのでしょうな。

　この違和感は。

　何か大事なことを思い出さなければ、という使命感に囚とらわれますぞ。

　ですが思い出せないもどかしさ……そんなイヤな感じの時間が過ぎていったのですぞ。




「波まであと少しだね……」

　翌日、お義父さんがポツリと呟きましたぞ。

　波に挑む前に鞭の勇者と作戦会議でしたな。

　俺の読みではシルトヴェルトの波は一応、ユキちゃん達で対処することは可能ですぞ。

　ですが連携は重要ですな。

　鞭の勇者の仲間達もそれなりの猛者が混じっているとの話。何でもフォーブレイの方でも有能な仲間を沢山抱えている勇者なのだそうですぞ。

「ブー！」

　シルトヴェルトの重鎮に呼ばれていくと豚が待っていましたぞ。

　何を言っているかよくわかりませんな。

「『盾の勇者様と槍の勇者様……タクト様がお待ちです。飛行船内で波に関して話をしましょう』って招いているみたい」

　お義父さんが訳してくださいました。

　確かに波までそんなに時間はないですぞ。

　こんなギリギリになるまでお義父さんを放置するとは無礼千万。

　命を以もって償ってもらいますかな？

「元康くん、殺気を放ちながらついてくるのやめて」

「わかりましたぞ」

　作戦会議としてお義父さんと俺、そしてユキちゃん達とシルトヴェルトの重鎮が招かれますぞ。

　飛行船は城から少し離れた場所に停泊していて、搭乗口に階段が設置されています。

　シルトヴェルトの使者も、文化形態の違いか、飛行船内をキョロキョロと見ておりますな。

　思いのほか広いようですぞ。

　快適性を追求した作りというやつですな。

　やや長めの廊下を抜けて、大きめな展望室のような場所に案内されましたぞ。

　そこでタクトが部屋の奥で足を組んで……身分も省みずに偉そうにふんぞり返っていました。

　部屋の隅には豚共が何やら整列しておりますな。

「ようやく来たか」

「えっと……招かれてきたけど、ここで波の作戦会議をするんだよね？」

「あ？　波の作戦会議？　まだそんなことを言ってんのか？」

　何やら不穏な空気ですな。

　お義父さんも事態を察したのか眉をよせますぞ。

「どういうこと？」

「こういうことだよ！」

　豚共が、背後から銃器を取り出して、俺達に向かって射撃を開始しましたぞ。

「死ね！　トゥリナの仇かたきだ！　お前等みんな皆殺しにしてやる！」

　銃声が鳴り響き、弾丸が高速で俺達に向かって飛来しましたぞ。

　ですが、シルトヴェルトは亜人の国で、ここにはその中でもエリートが集まっております。

　俺ほどには対応しきれておりませんが、即座に戦闘態勢に入って獣人化をする者多数。

　そして、お義父さんも反応してスキルを展開しています。

「エアストフェザーシールドⅤ！」

　以前のようなお義父さんがスキルを唱え、羽が生えている盾が出現しました。

　前にも見ましたな。フィロリアル様の羽ですな！

　……違うようですな。匂いでわかります。

　ああ、フィロリアル様の羽を出すスキルはないのですかな？

　などと思いつつ、この元康が飛来する全ての弾丸を叩たたき落としてみせますぞ。

「大風車！」

　一番前に出て槍を回転させ、飛んでくる弾丸をほとんど迎撃しましたぞ。

　その事実に驚いているのか、タクトが声を荒らげます。

「なに！　最低Ｌｖ２５０の者達が放つ弾丸が弾はじかれた!?　まだだ！」

　タクトの手が怪しく光り輝き……スキルを放ちましたぞ。

「ヴァーンズィンクロー！」

　一筋の軌跡による、攻撃……ですがそのスキルを見て、俺の心にドス黒い感情が蘇よみがえってきました。

　記憶がフラッシュバックします。

　遥はるか上空を旋回していた巨大な鳥型の魔物にして四霊……強化された鳳ほう凰おうを滅した閃せん光こう。

　その後、残っていた番の鳳凰の自爆攻撃……あの攻撃は、お義父さんであろうとも耐えきれない死の攻撃でした。

　あの爆発で、俺は連合軍として戦いに参加していた掛け替えのないフィロリアル様達を失いました。

　レンジくん、グレープちゃんにハイロちゃん……他にも亡くなったフィロリアル様は沢山います。

　その後、お義父さんが、その原因である相手……タクトに地獄を見せたことで、この元康も怒りを抑えたのです。

　あの時、俺の槍は憤怒の槍……ラーススピアまで至りましたが、全てはフィーロたんによって抑えられました。

　亡くなった者達に対して悲しんでおられたフィーロたんのあの姿、更にお義父さんが悲しんでいる姿を見て、この元康は怒りに飲まれないように自制し……乗り越えたのですぞ。

　そして……命を張ってお義父さんはもとより、俺達を救った者を俺は覚えております。

　盲目でしたがそれを気にせず、何でもないとばかりにお義父さんの周りをウロチョロしていた虎娘がいたのですぞ。

　あの者が命を張ってみんなを守りました。

　俺は当初、豚だと思っていましたが、命がけでお義父さんやフィーロたん、果ては俺やフィロリアル様を守ったあの者に……尊敬の想いを抱きました。

　あの者のように俺は……強くあらねばいけないのですぞ。

　今──俺はあの時の記憶をやっと思い出しました。













七話　消し炭






「お前は──お前は！」

　パズルのピースが埋まるように、思い出してきました。

　フィロリアル様達を死なせ、お義と父うさんに重傷を負わせた元凶が目の前にいて、お義父さんやみんなを傷つけようとしている。

　この元もと康やす、動かずには……いられないのですぞ。

　槍を奴の攻撃の射線上に合わせて弾はじき、奴の豚に当てますぞ。

「ブヒ──!?」

　ブシュッと豚の一匹に当たって血が飛び散りましたな。

　同時に、飛行船のデッキに穴が開きましたぞ。

「え……ヴァーンズィンクローが……弾かれた……それに武器が奪え……俺は今……」

　ビクンビクンと痙けい攣れんする豚をタクトは放心したように見つめておりますな。

「何のつもりか知らないけれど、俺達に何の恨みがあって──」

　お義父さんがタクトに向けてなにやら話しておられます。

　ですがこの最低のクズ相手にはそんな言葉、意味がありませんぞ。

「キツネ豚が死んだことが何なのですかな？　お前の仲間であるだけで殺すに足る理由であり、勇者になりすましていたのなら当然の裁きですぞ！」

「てめぇええええええええ──」

　ぶちきれたタクトが『ツメ』を振りかざしてこちらに近寄ろうとしています。

　ですが──。

「元康くん！　何をするつもり!?」

「コイツは……コイツだけは生かしておいてはいけないのですぞ！」

　この元康、赤豚の次に許せない相手がこのタクトだったのですぞ。

　忘れていたことすら恥ずべきだと自身を蔑さげすみたい衝動に駆られるのですぞ。

　それほどに俺は頭に血が昇っていくのを感じますな。

　お義父さんの嘆き、フィーロたんの悲しみ……フィロリアル様達の死……その全ての原因がこの男の身勝手な横槍ですぞ。

「元康くん落ちついて！　相手は七星勇者なんでしょ！　下手をしたら──」

　お義父さんの制止の声に撃つべきではないとの考えが脳裏を過りますが、俺の怒りがその抑制を振り切りますぞ。

「何が起ころうと、俺は絶対にお前を殺してやるのですぞ！」

「元康くん！」

　お義父さんの制止を振り切り、最大限出力を上げたブリューナクを俺はタクトに向けますぞ。

　全ての力を全開まで引き出し、当ててみせますぞ。

「ブヒィイイイ！」

　メイド服を着た豚が俺とタクトの間に立ちますぞ。

「ブリューナクⅩ！」

　槍から放たれた高出力の分厚い閃せん光こうがメイド服を着た豚を貫き。

「うわ──」

　タクトを消し炭にしましたぞ。

　豚一人が庇かばった程度で俺のブリューナクは止まりませんぞ。

　シューッと音を立てて部屋に風穴が生成されましたな。

　……怒りで思わず殺してしまいましたが、ループしませんぞ？

　ふふふ……どうやらループの起点となっているのはお義父さんや錬れんや樹いつきだけのようですな。

　ならば、こやつ等を殺しても問題ないですぞ。

　今こそ、俺自身が貴様等に引導を渡す時！　絶対に殺してやりますぞ！

「絶対に許しませんぞ！　豚共！　生きていることを後悔させながら殺してやりますぞ！」




「「「ブヒィイイイイイイイイイイイイイイ!?」」」




　豚共が騒がしいですな。

　安心するといいですぞ。

　等しく皆殺しにしてタクトのいるあの世に送ってやりましょう。

「よくもタクトを！」

「タクト……タクトはどこに行ったの!?」

　と、ドラゴンとグリフィンが豚から正体を現して騒ぎ始めましたぞ。

「そのスキル！　タクトはもとより、父上まで殺した槍の勇者！　絶対に殺してやる！」

　狭い室内で、グリフィンが俺に向かって突撃してきましたぞ。

「父上？　知りませんな……ああ、そういえば山で遭遇した大きなグリフィンがいましたな。ドロップが優秀でしたぞ？」

「ぶっ殺す！」

　突然現れてブツブツとよくわからないことを呟いていた根暗なグリフィンですか。

　その子供らしいですな。

　タクトと共にいたということは同罪、その命を以もって償ってもらいましょう！

「エアストジャベリンⅩ！」

　ブリューナクはクールタイム中ですからな。

　狭い室内でエイミングランサーなど放とうものなら、ユキちゃん達に当たりかねません。

　それならば俺が直接狙った方が良い結果になります。

　なにより、この程度の攻撃であの時の鬱うっ憤ぷんは晴れませんぞ。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアア──」

　ブチャッと音を立てて、グリフィンの頭を消し飛ばしましたぞ。

「そうそう。大きなフィロリアル様、フィトリアたんがグリフィン共が殺気立っていると仰おっしゃっていましたな。グリフィン共は世界に迷惑を掛けていることを自覚すべきですぞ！」

　話によると空飛ぶフィロリアル様はグリフィンに駆逐されてしまったそうですぞ。

　それだけで万死に値しますな。グリフィンなど見かけたら抹殺するくらいでちょうどいいですぞ！

　ドラゴンよりも汚らわしいかもしれませんな。

「ええい！　この乗り物が邪魔じゃ！　タクトの仇かたき、ここで討ってくれる！」

　バキバキとドラゴンが巨大化して、飛行船を崩壊させていきますぞ。

　こんな化け物も隠しているとは……腕が鳴りますな。

　ドラゴンというだけで生きる価値がないのに、その上タクトの仲間ときたら殺しても殺し足りませんぞ。

「みんな、今すぐここから逃げるんだ！」

「は、はい！」

　ヴァルヴァルの声にシルトヴェルトの重鎮達は頷うなずいて、俺が開けた穴から逃げましたぞ。

「ブヒ──」

「死ね！　ですぞ」

　俺は逃げるタクトの豚共を追いかけ、仕留めますぞ。

　やがて火を放ちながら飛行船は落下し、辺りは火の海になりました。

　城目掛けて巨大なドラゴンが飛来し、シルトヴェルトの者達は右往左往し始めましたぞ。

　俺は逃げる豚を何度かエイミングランサーのターゲットにしたのですが、タクトの豚の数は多く、しかも威力の低いエイミングランサーでは殺しきれない状態ですぞ。

　しかも普段は簡単に狙いを定められるというのに、上う手まくいきません。

　どうしてこんなにも煩わしいのですかな!?

「元康くん！」

　お義父さんに声を掛けられて振りかえります。

「一体どうしたの！　それに、タクトを殺すなんて大問題……いや、状況的にそうしないとダメだったけど、命乞いをする相手まで……」

「思い出したのですぞ！　奴は……タクトは鞭むちだけではなく四聖や七星の武器を集めている、未来の世界でお義父さんが倒した世界の敵だったのですぞ！」

「だからって……今の状態がわかる？」

　お義父さんに言われて辺りを見渡しますぞ。

　辺りは今まさに火の海になっていて、城の近くにあった森に火が燃え移っております。

　シルトヴェルトの者達が必死に消火活動をしておりますが、空から襲いかかる巨大なドラゴンを相手に戦場は混乱を極め始めました。

「うううう……ドラゴンが襲ってくるー」

「返り討ちにしよー」

「みんなーお城を守るんだよー」

　フィロリアル様達によって辛うじて城は守られておりますが、いつ被害が増大するかわかったものじゃありません。

　一刻も早くタクトの豚共を皆殺しにしなくてはいけないのですぞ！

「元康くん落ちついて！　君が冷静にならなきゃ守れる者も守れなくなる！」

　お義父さんが炎の中で俺を後ろから抱きしめてくださいました。

「何かつらい……忘れていた思い出が蘇よみがえったのはわかったから……落ちついて。じゃなきゃその思い出よりもつらい結果になってしまうかもしれないよ？」

「お義父さん……」

「元康くん。俺は君に命を助けてもらった。だからこそ、俺は君を支えられるようになりたいんだ。だから落ちついて……」

　俺は火の海の中で……そっと槍を下に向けますぞ。

「タクトの所せ為いで……最初の世界のお義父さんは泣いていたのですぞ。フィロリアル様達も何名も死んでしまって……」

「うん……その気持ちはわかったから、それにどうやったかわからないけど行方不明だったツメの勇者を殺したのもどうやらタクトだったみたいだしね」

　遠くでユキちゃん達がドラゴン戦の指揮をしてくださっています。

「元康くん。落ちついてきた？」

「ですぞ。どうやらタクトを殺してもループはしないようですな」

「そうだね。それは良い発見かもしれない。だけど今は少しでも被害を抑えるべく、暴れている敵を倒そう。波までの残り時間も少ないから……」

「はい！　ですぞ！」

　お義父さんに言われ、俺はドラゴン……怒り狂った竜帝に向けて駆けだしますぞ。

　狙うはドラゴンの頭部……そこに全力でスキルを放ちますぞ。

「ブリューナクⅩ！」

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　距離のある状況では一直線のブリューナクは紙一重で避けられてしまいましたぞ。

　チッ！

　ならば、被害が出る前にやることは一つですぞ。

　エイミングランサーの上位スキル……威力、命中精度を誇る神々の有名な槍の名を冠するスキルを放ちますぞ。

　槍が黒く輝き、俺の視界に狙うべき場所が現れますぞ。

「グングニルⅩ！」

　黒い一筋の、曲がる槍が……巨大なドラゴンの頭部目掛けて飛んでいくのですぞ。

「ガアアアアアアアアアアア──グガ!?」

　ドスッとグングニルが巨大なドラゴンの眉間に命中し、音を立てて内部に入り込んで通り過ぎると……ドラゴンの頭部は炸さく裂れつしました。

　ヒューッと音を立てて、巨大なドラゴンが城の中庭に落下致しました。

「やった！　やったよ元康くん！」

「当たり前ですぞ！　さあ、あとはタクトの豚共を駆逐するのですぞ！」

「待って！　もう逃げられちゃってるし……波までの時間を見て！」

　お義父さんに言われて視界の砂時計の数字を見ますぞ。

　そこにはあと一〇分という数字が刻まれていました。

「一〇分もあれば、何匹か仕留められますな」

「落ちついて元康くん！　君は……タクトの連れていた女達の区別が付くの？」

「……なんと」

　そうでした。

　俺は……あの場にいた豚の区別など付きません。

　今行けば、判別が付かず無関係なシルトヴェルトの豚共も皆殺しにしてしまうでしょう。

「今は少しでも波に備えて準備をしよう。じゃなきゃ世界が大変なことになるよ」

「わかりましたぞ」

「大変です！」

　ドラゴンの死骸を前にしているとシュサク種の長おさが空から舞い降りて、獣人から亜人に変わってお義父さんに頭こうべを垂れました。

「どうしたの？　波の準備を急いでしなきゃいけないんだけど」

「……メルロマルクが軍を引き連れて、我が国に攻め込んでまいりました！」

「……はい？」

　この混乱に乗じてメルロマルク軍が攻め込んできているとのこと。

　どうやら事態は急を要することになってしまったようですぞ。

「……こんな時に……状況はどうなっているの？」

「現在、シルトヴェルトに宣戦布告をしながら進軍中！　その数──」

　なかなかの大部隊のようですな。

　ただ、確かメルロマルクの軍はもっと多かったと思いますぞ。

　正確な数を数えたわけではありませんが、最初の世界での戦いの時はもっと多かったはず。

「シルトヴェルトの本城まで来るのにどれくらい掛かる？」

「……地域での衝突を視野に入れると早くて三日と推測されます」

「わかった。まずは数分後に起こる波の対処。波を鎮めた後は戦争の準備に入ってほしい。問題は……」

　お義父さんの言いたいことをヴァルヴァルは理解しているご様子。

「はい。我が国は、盾と槍の勇者様を戦争に利用はしません」

　これはお義父さんが懸念していることであり、エクレアとゲンム種の老人と共に決めた決まりごとですぞ。

　ですが、お義父さんを傷付けようという者が現れればその限りではありません。

　この元康が必ず倒してみせましょう。

　それに……このタイミングでメルロマルクが進軍してくる。

　タクトと関係している可能性が高いですな。

　どんな敵が現れようと皆の無念を晴らすべく、俺は戦いますぞ。

「ただし……」

「相手が勇者を派遣してきたのならその限りではない、ですね。承知しております。厳重な調査の末、報告いたします」

「……違反したら俺は国を出ていくからね。俺がやるのは世界を救うために波と戦うことで、君達の戦争の名目にはならない」

「心得ています。ですが……オルトクレイは杖つえの七星勇者……奴が知略だけで挑んでくる限りは盾の勇者様達に頼ることはしません」

　当初こそ、お義父さんの言葉に不快感を持っていたヴァルヴァルですが、俺の強さを目の当たりにし、それでも乗り越えられない時が来ることを悟って、今では素直に応じます。

「じゃあ元康くん。ユキちゃん達を連れて……波をすぐに鎮めるよ！」

「わかりましたぞ！」

「あと、タクトの残党の追跡も併行して……すごく、イヤな予感がするんだ」

「御意」

　視界の数字がゼロに近づいていきますぞ。

　今日はとんだ事件に巻き込まれましたな。

　鞭の勇者と称する、罠わなを掛けた張本人との戦闘の後に、波……意図的にこのタイミングで俺達を攻撃したのは間違いないですな。

　戦闘が長引いたら、波で場所を変えて、殺すつもりだったのでしょうな。

　確か、前回はドラゴンの聖域、グリフィンの聖域で逃亡を阻止していたのを覚えていますぞ。

　ですが、今の俺の前では無力！

　瞬殺してやりました。

　これで世の中も少しは静かになるでしょうな。

「元康くん、任せたよ！　俺は被害を最小限に抑えるようにがんばるから」

「任されましたぞ。なに、まだ初期の波ですぞ。そこまで危険なことはないと思いますぞ」

「念のためだよ」

　さすがお義父さん、石橋を叩たたいて渡る慎重な精神は健在。

　赤い砂時計のメモリがゼロになり、シルトヴェルトの波に召喚されましたぞ。

「ここは……」

　辺りを確認するとシルトヴェルトの山のようですな。

　ボスは、ダイダラボッチのような巨大な魔物で、山から黒い影をこちらに向けておりますぞ。

　見た目の割にそこまで強くないと俺の勘が囁ささやいておりますな。

　目算ではＬｖ35あれば余裕でしょう。

　ですがお義父さんの言葉通り、念には念を入れますぞ。

「ユキちゃん達！」

「わかりましたわ！　みんな、一斉攻撃」

「「「おー！」」」

　フィロリアル様達が駆け抜けていきますぞ。

　シルトヴェルトの亜人達も我こそはと、波から溢あふれ出る魔物達に向かって突撃していきます。

　今回の魔物は、黒い影を持った……ボスはダイダラボッチ、他にぬりかべや、油すましなどの和風な魔物が多いようですぞ。

　近隣には村もあるようで、お義父さんはサクラちゃんに乗って避難の指示をしていますぞ。

　ですがシルトヴェルトの亜人達は戦闘に適した猛者達、たとえ村人であろうとも善戦しているようですな。

　とにかく、今は俺が先陣を切る時ですぞ。

「エイミングランサーⅩ！」

　視界に浮かぶ魔物をロックオンしてスキルを放ちますぞ。

　一瞬で魔物共を蹴散らし、波のボスと波の亀裂に駆け寄りますぞ。

　まあ……結果は、圧勝でしたな。

　ですが警戒を解いてはいけませんぞ。

　波の魔物は倒したと思っても生き残りがいる可能性がありますからな。

　しかも波の亀裂から何が出てくるかわかりませんぞ。

　とまあ警戒に警戒を重ねたのですが、今回は特に異常なく終わりましたな。

「ふう……それじゃあシルトヴェルト軍は戦争に備えて！　俺達は城に戻って会議に参加するから！」

「「「ハ！」」」

　シルトヴェルトの兵士達が敬礼し、戦争に備えて出撃しましたぞ。

　怪我人も少なく、被害も最小限に抑えきれましたぞ。

　アッサリすぎるほどの幕切れですが、まだ戦いは続きますな。

「で？　メルロマルク軍はどうなったの？」

「それが……突然、後退して、戦線から離脱。追撃に出るか会議している最中です」

　城に戻り、お義父さんと一緒に会議に参加しましたぞ。

「敵前逃亡？」

「陽動の可能性が非常に高いと思われます」

　なるほど、確かにその可能性は捨てきれませんな。

　メルロマルク軍の兵士の総数よりも少なかったのが、怪しいですぞ。

「あの英知の賢王が目撃されているんだ。何をするかわからないぞ！」

　英知の賢王……ああ、クズの呼び名ですな。

　ですが、あの無能相手にそこまで警戒する必要があるのですかな？

「元康くん、メルロマルクは錬……剣の勇者は別の国へ行ったんだっけ？」

「そう聞いてますぞ」

「じゃあ樹……弓の勇者がメルロマルク軍にいるのかな？」

「いえ、その可能性は低いと伝令が来ました！」

　ヴァルヴァルがホッとしたように言います。

　樹が戦争に参加していない……？

　なんとなく違和感がありますな。

　まあ俺は樹のことを詳しく知りません。

　最初の世界でも以前の世界でも、あまり話をしませんでしたからな。

　そもそも知りたいとも思っていませんでしたが。

　……思い出しましたぞ。

　確か豚……ではなくヤンデレっぽい豚を不当に解雇した所為でお義父さんが激怒していました。

　それから……お義父さんとどこかへ出かけていったのを覚えていますぞ。

　どこへ行ったのでしたかな？

「樹は参加していない？」

「メルロマルク国内で活動していると、我が国の密偵が報告してきました！」

「となると俺達は戦いに出る必要はなさそうだね」

「ですが何やらキナ臭いと、思われます」

　ヴァルヴァルが、地図に陣形を模した駒を置いて考え込みますぞ。

「戦争の方もあるけど、城の方の被害は？」

「飛行船自体の炎上に因より近隣の森に飛び火いたしましたが、すぐに消火が完了いたしました。ただ……鞭の勇者と称した敵の配下が逃亡……その所為で被害者が出ています」

「そう……」

「錯乱状態で銃を発砲する者、鞭の勇者が育てていたドラゴンの被害等……槍の勇者様のお陰である程度抑えることはできたと思いますが……」

「元康くんのお陰で助かったね」

「……はい、ですぞ」

　この元康、とんだ失態をお義父さんに見せてしまいましたぞ。

　今度は失敗しないようにがんばらねばなりませんな。

　とりあえずはあの豚共の皆殺しですな。

「現状は城の修繕を最優先し、防衛態勢を維持……メルロマルクに攻め込む準備を整えよ！」

「何度も言うけれど、勇者が関わらない限り俺達は戦争に力を貸さないからね」

「心得ております！　皆の者！　この戦いは、盾の勇者様の言葉により宿敵を倒すにあらず！　それを忘れるべからず！」

「「「は！」」」

　さて、今はできることを一つでも多くする時ですな。

　手段を選んでいる場合ではないでしょう。

「お義父さん」

「何？　元康くん」

「あのドラゴンの亡なき骸がらですが……実は非常に不服なのですが、育てたドラゴンに奴の核石を与えればＬｖ１００超えの儀式ができるようになりますぞ」

「そうなんだ。でも、今は育てている暇がないんだよね……でも核石だけは採取しておこう」

「わかりましたぞ」













八話　残党






　警戒態勢が敷かれ……三日経過しましたぞ。

　メルロマルク軍と称する団体の消息は摑つかめず、国外で目撃したとの証言が出るに留とどまっていました。

　このまま戦争が起きなければいいのだけど、とお義と父うさんが空を見ながら呟つぶやいていましたぞ。

　シルトヴェルト国内は、そんなピリピリとした緊張状態が続きました。

　その間にシルトヴェルトはフォーブレイに、鞭むちの勇者一味がツメの勇者のフリをした化け物を飼っていたこと……そしてその化け物を殺されたことへの報復に俺達を殺そうとしたことを通達しましたぞ。

　ですが……事態は更に悪い方向に転んでいきましたぞ。

　三日目の昼、伝令兵が玉座の間の扉を大急ぎで開けて駆けよって参りました。

「シルドフリーデン軍が、我がシルトヴェルトに宣戦布告を行いました！」

「メルロマルク軍侵攻の真相が摑めていないところで、シルドフリーデンが攻めてくるだと!?」

「は！　善意で波に挑もうとした鞭の勇者を卑劣にも罠わなに掛けて殺したと、シルドフリーデンの代表ネリシェンが国民を前に宣言しました！」

　と、映像水晶を伝令兵が見せます。

　そこにはズタボロになった青い豚が何やらブヒブヒ騒いでおります。

　俺が聞き取れないのを察したお義父さんが隣に立って、説明してくださいましたぞ。

「『私達善意の……世界を願う鞭の勇者タクトと槌つちの勇者、そして我等が神であるドラゴン様は、盾と槍の勇者の卑劣な罠に掛かり、非業の死を遂げました。そうです、自国のツメの勇者を殺し、あまつさえ鞭の勇者であるタクト様達も亡き者に……こんな……非人道的行為が許されていいはずがありません！　正義は我にあり、私達は正義！　あのような悪を成す者をこの世界にのさばらせてはならない！　悪を擁護するシルトヴェルトを滅ぼせ！　復ふく讐しゅうするは我にあり！』……いい加減にしてほしい！」

　お義父さんが不快そうに吐き捨てます。

　俺だって、苛いら立だちも限界ですぞ。

　やはりあの時、皆殺しにできなかったことが悔やまれますな。

「自分達が先制攻撃してきたくせに、返り討ちにあったらこんな因縁を付けて戦争にする？　しかもちゃっかり自分達が殺したツメと槌の勇者を俺達が殺したって宣言しちゃってるよ！」

「全世界に通達しています。我が国も反論致しますが、あの下げ賎せんな国が我が国に攻め込む大義を手放すとは思えません……」

「まさか……これが英知の賢王の策略だったのか！」

　ハッとヴァルヴァルが言いますぞ。

　玉座の間にいるシルトヴェルトの重鎮達の間に重い空気が立ち込めますな。

「メルロマルク軍とシルドフリーデン軍の連合軍による侵略……？　だけど、タクトの奇襲が失敗することが前提だよね？　そんな無茶な作戦がまかり通るとは思えないんだけど」

「そのありえないを現実にするのが英知の賢王だと言われています。シルトヴェルトがどれだけ煮え湯を飲まされてきたか……まさか三勇教がシルドフリーデンと手を取り合うなどというありえないことを実現するとは……」

「そうなんだ……考えすぎかと思ったけど……」

「シルドフリーデン軍は鞭の勇者が独自に研究していた飛行機を接収し、素早い速度で我等が国に侵攻中！」

「飛行機でする攻撃といったら……まず爆撃しかないよね」

　お義父さんの言葉に重鎮達は青ざめておりましたぞ。

　まあ、結果的にいえば、シルトヴェルトの城にまで飛行機は来られませんでしたが、シルドフリーデンに近い町が爆撃を受けて多大な被害を出したと報告が来ましたぞ。

「更に鞭の勇者一味の残党が国の各地でテロ行為を行っています！」

「被害も甚大……これは、もう勇者とか関係ないよ！」

　お義父さんが身を乗り出して言い放ちますぞ。

　すると重鎮達は敬礼して祈り始めました。

「盾の勇者様、どうかお怒りを鎮めてください……必ず、我等の力でこの戦いを乗り越えてみせましょう」

「最初にそう言ったのは俺だけど、いくらなんでもこれは……」

　そう、お義父さんは以前、自身を名目に戦争をしないでほしいと告げました。

　シルトヴェルトの者達はその言葉を守ろうとしているのです。

　なんとも殊勝な心がけですな。

　お義父さんは彼等の手伝いをしたいようですし、何か策を講じましょう。

「お義父さん、ではこうしてはどうですかな？」

「何？」

「タクトの残党は、勇者の一味……勇者が起こした侵略行為ですぞ。そして奴等の目的は、タクトを殺した俺への復讐ですぞ」

「……そうだね。タクトの残党は勇者の案件として俺と元もと康やすくんが倒して回るから、みんなはシルドフリーデンとメルロマルク軍と戦って！」

「槍の勇者様と盾の勇者様の慈悲に感謝いたします」

「今は一人でも国民の被害を減らすように、できることをしていこう！」

　こうして俺とお義父さんはタクトの残党の討伐に出かけることになりましたぞ。

　槍が豚を殺せと疼うずきますな。

　そして俺の心もそれを望んでいるのです。




「エイミングランサーⅩ！」

「ブヒィイイイイ──」




　一見すると平和そうな町並みを、ぼけーっと隙すきだらけのフリをして歩くだけで、タクトの残党が集まってきますぞ。

　案外簡単ですな。

　短絡的で、拍子抜けですぞ。

「Ｌｖが高いだけで元康くんに勝てるとか……本気で思っていたのかな？」

「まあ豚は総じて無能ですからな」

「そういうものかな？　血の気が多い者が連携もせずに突っ走ってきただけに思えるけど」

　遠くからライフルで狙撃する豚、近接で剣で切りつけてくる豚、魔法を撃ってくる豚。

　その全ての豚を俺が返り討ちにしましたぞ。

「次は国の西の方で、この戦争の真実を演説する予定になってるよ」

「ということはまた豚が来ますな」

「うん、そうだろうね。まったく……どれだけ集まってるんだろうね」

「豚ばかりですな」

　ユキちゃん達に乗ってお義父さんと共に、次の方針を決めていきますぞ。

「そうだね。とんだハーレムだよ。ホント女って怖いね。まあ……これも好きって気持ちなんだろうけど、振り回される方の身になってほしいよ」

「自分達の行った卑劣な行いは棚に上げて、復讐という名目を掲げているのですな」

「気持ちがわからないわけじゃないんだよ？　だけどそれとこれとは別だよね。元康くんの話だと未来で何人もの勇者を殺した張本人らしいじゃないか。それを見ていながら肯定しているというのはこの世界じゃ大罪でしょ」

　勇者は波から世界を救うという役目を背負っているのですぞ。

　その勇者を殺したことを隠していたということは、世界への反逆行為にして、犠牲者を増やす蛮行。

　犯罪行為を黙認してまで好きな相手を妄信するとは、さすが豚ですな。

　反へ吐どが出ますぞ。

「まあ……俺達の活動の結果、シルトヴェルトに潜伏している残党は数を減らしたみたいだけど、そのほとんどは短絡的な奴等なんだよね」

「次は知恵を捻ひねる姑こ息そくな豚の処分ですな」

「そうなるね。大体がシルドフリーデンの方へ逃亡したみたいだから難しくなるよ。陽動……シルトヴェルト国内でテロ行為をする残党もいるみたいだし、未来の俺も苦労したんじゃない？」

「そのような記憶はありませんな」

「え？　こんなに残党が溢あふれて暴れまわっているのに？」

　お義父さんが不思議そうに俺に尋ねますぞ。

　確か未来のお義父さんはタクトの豚共をどのように処分したのでしたかな？

　この元康、お義父さんが行っていた公務に関しては疎いのです。

　それでも……確かタクトの豚共の処刑をしたのを覚えておりますぞ。

「未来ではタクトを生け捕りにして、七星武器を聖武器の力で剝はく奪だつし……公開処刑をしましたぞ？」

「……公開処刑？」

　お義父さんが、また最初の世界の自分が何かやったのか？　という顔で俺を見ておりますぞ。

　お義父さんの活躍はこの元康が未来永えい劫ごう語り続けましょう。

　え～っと……確か……。

「そう……残党を全て、タクトの目の前で処刑していったと覚えております」

「目の前で処刑って……俺が主導でやったの？」

「そこは聞いてませんな。さすがのお義父さんも処刑が終わった時にウンザリした顔をしていましたぞ」

「タクトの残党を処刑するのを見飽きた？　それともそんな処刑方法を見せつけられて？　どっちの意味？」

「わかりませんぞ」

　これは俺もわかりませんな。

　ですが、あの時のお義父さんは若干お疲れだったのを覚えています。

「タクトの目の前で女達を公開処刑って……すごい残酷な方法だなぁ……」

　お義父さんが、ウンザリした目で呟きましたぞ。

　ですが、時にはその残虐性が人心を得ることに繫つながるのです。

　敵対したくないと思わせるのも立派な力ですぞ。

「確か……処刑人がタクトの罪状を言っておりましたなぁ。『世界を私物化した罪は重い。勇者を偽ったタクト一行には死よりも苦しい罰を与える』だったかと思いますぞ」

「……気持ちはわからなくもないね。多分、こんな戦いの責任を取らせる名目と国民の鬱うっ憤ぷんを晴らすために行われたってところかなぁ……処刑って国民のガス抜きに使われていたって聞くし」

　ふむ……なるほど、しっかりとした理由があるのですな。

「で、話は戻るけど、残党はどうやって集めたのか元康くんは覚えてないの？」

「タクトを直接倒した時、俺は戦場の方での戦いを任されていたので、直接は見ていないのですぞ」

「そうか……又聞きとかでもいいから覚えていてくれたら楽だったんだけどね」

　んー、記憶を繙ひもといて思い出そうとしますぞ。

　えーっと。

「そうですぞ！　タクトの周りにいた豚共は生け捕りに、他の国にいた豚共は情報操作で集めたような気がしますぞ」

「情報操作？　あー……確か最初の世界の話だと世界を支配しようと戦争をしかけてきたんだっけ？　じゃあタクトが勝ったとかいって、祝いに来てくれとか偽情報で集めて一網打尽にした……とかかな？」

「詳しくは知りませんぞ」

　俺はタクトの残党である豚を狩る仕事の手伝いをしただけですからな。

　作戦までは聞いてませんでしたな。

「仮に当たりだったとしても、もうその手は無理だね……残党に逃げられてしまったし……となると逃げた残党を一人一人潰つぶして回るか復讐を諦めさせるしかないか」

　面倒になりましたな。

　そうなると未来のお義父さんが取った公開処刑は、なんだかんだ言っても必要だったということなのでしょう。これだけ残党が溢れている今、痛いほどにわかりました。

　ですが、それだけではなかったような気がしますな。

　お義父さんが何か聞いて……タクトの頭が爆散したような記憶がぼんやりとあるのですが、なんでしたかな？

「結局は、戦争に勝ってから身の潔白を証明するしかないんだね。タクトの方が悪だったと世界に知らしめないと……」

「お義父さんの命令があればこの元康、どんな国でも滅ぼしてみせますぞ」

「うん。わかってるけど、あまり干渉しすぎない範囲でね……とはいえ、シルトヴェルトとシルドフリーデンの戦争に勇者は参戦しなきゃいけないか」

　深く考え込みながらお義父さんは俺に顔を向けましたぞ。

「……元康くん」

「なんですかな？」

「この先、もしもループするようなことが起こった時、同じ轍てつを踏まないように今の状況を絶対に覚えておいてほしいんだ……」

「わかりましたぞ」

「そしてできればの話だけど、戦争にならないように未来の知識が役に立つように……そうだね、未来の俺みたいに戦争をできる限り回避してほしい」

　お義父さんが強い意志を込めて俺に頭を下げましたぞ。

　了解しましたぞ。

　この元康、お義父さんの頼みのため、もしもループすることがあったら戦争にならないように努力しますぞ。

　ですが、最初の世界のお義父さんはどのようにして戦争を回避したのか想像できません。

　まあ……できる限り考えていくことにしましょう。

「お義父さんの言葉、この元康、記憶に焼きつけましたぞ」

「お願いしたよ」

　と、話をしながら俺達は残党を潰す旅を続けたのですぞ。

　タクトの正体について民衆に説明している最中に湧いた豚を仕留めてから、俺達はシルトヴェルトの城に帰還しましたぞ。

「今、戻ったよ。シルドフリーデン軍の情勢はどうなってる？」

　お義父さんが城に戻ってシュサク種の代表に声を掛けますぞ。

　その言葉にシュサク種の代表は答えます。

「現在、シルドフリーデン軍が南から進軍中。飛行機による爆撃と射撃によって、非常に不本意ですが我が国は押され気味です」

「確かこの世界じゃ銃器とかはＬｖに依存するんだっけ？　じゃあ飛行機を操縦しているのは高Ｌｖなんじゃないかな？」

「おそらくは……」

「元康くんから聞いた未来の情報だと、どうやって飛行機を封殺したのかよくわからないんだよ。メルロマルクのあの王が知略で押さえたらしいんだけどね」

「英知の賢王にとってはあの飛行機も封じることは容易いわけか……く、その英知の賢王が敵なのです」

「そう……だね。真似できることじゃないか。ところでツメの七星武器と鞭の七星武器の所在はわかった？」

　タクトを仕留めたあの時、ブリューナクの閃せん光こうに流されてタクトが所持していた七星武器が解き放たれたとの話なのですぞ。

　外から飛行船を見ていた者達の言葉によれば、俺のブリューナクの光の中から空へ光の玉が飛んでいったとの話ですな。

　光自体に見覚えはありますぞ。

　誰かに宿ったのか、それともどこかに落ちたのか思い出せませんな。

「所在は判明いたしました。我が国の聖域に鎮座していたとのことです」

「聖域？」

「我が城の近くにある深い森です。そこに七星武器は安置されていました」

「そう……ならどこか中立の国……とかに三つ七星武器があること、独占するつもりがないことを宣言しないとね」

「既に行っております。三つの七星武器が我が国の聖域に安置されていると」

　手回しがいいことですな。

　シルトヴェルトの話によると四聖の方が先に召喚されたのでしょうから、召喚されてそこまで日が経っていないうちに犠牲になったのですな。

「フォーブレイが現在、我が国に調査団を派遣する予定ではありますが……」

「その調査団が信用できるか怪しいんだね」

「はい……何分、フォーブレイはタクトの所属していた国。公平を謳うたっていてもタクトの息の掛かった残党の存在を無視できません」

「八方塞ふさがりになりかかってる……か。あちらに理解力のある人がいるのを期待するしかないね」

「はい。フォーブレイの方でもタクトの息の掛かった者が活動しているとの話で、あちらも混乱しています」

「どちらにしても今を乗り越えるのが先決だ。国の無実を証明するためにがんばろう！」

「は！　盾の勇者様の願いを叶かなえられそうもなく、まことに申し訳ありません」

「今は気にしなくていいよ……乗りかかった船だからね」

「盾の勇者様の慈悲に感謝を」

　複雑な心境で答えたお義父さんにヴァルヴァルは敬礼をしています。

　ここに来る時、お義父さんはポツリと呟いておられました。

「……俺がこの国に来た所せ為いで起こった争いかもしれない。タクト自身が悪いんだけど、もっと……上う手まく立ち回らないと、被害が増える一方だ」

　俺はこの言葉をしかと記憶しましたぞ。

　確かにタクト自身が悪なのではありますが、安易に殺すとこのような事態になるのですな。

　もしもループするとしたら、殺す状況を考えないといけませんぞ。

「とりあえずやらなきゃいけないのはシルドフリーデンの飛行機への対処か……」

　お義父さんが深く考えるように、作戦司令部で地図とにらめっこを始めましたぞ。

「飛竜や空を飛べる獣人で飛行機を相手にするのは国の人達がやってみたけど難しい……ならすることは一つだね」

　お義父さんが俺の方を見ましたぞ。

　戦場を前にしてお義父さんが作戦を言いました。

　ここまでの道のりはユキちゃん達を筆頭にフィロリアル様の部隊が運んでくださいましたぞ。

　ですが、俺はお義父さんの作戦を聞いて咄とっ嗟さに言い放ってしまいました。

「絶対嫌ですぞ！」

　お義父さんの作戦に俺は背筋が凍りつき、全身からジンマシンが出てきましたぞ。

「我慢して元康くん。これ以外の有効な作戦がないんだから！」

「それでも嫌なんですぞ！」

　俺はユキちゃんの背中の羽に触って、イヤな現実から逃避しましたぞ。

「ああ、元康様……もっと撫なでてほしいですわ」

「あははーコウも混ぜてー撫でてー」

「私、ユキがみんなを集めて儀式魔法で飛行機を叩たたき落としてみせますわ！」

　ユキちゃんが一歩前に出て進言しますぞ。

「それも考えたんだけどね。飛行機の高度が高くて速度もあるから儀式魔法を当てづらいんだってさ。だから確実な手段は元康くんにがんばってもらった方がいいんだ」

「ですが──」

「ゴメンね、ユキちゃんもわかってほしいんだ。被害を少しでも減らすなら……元康くんにやってもらうしかない」

　うう……お義父さんが駄々をこねるユキちゃんを必死に説得しております。

　お義父さんをとても尊敬し、命令には絶対に従おうと思う俺ですが、今回命じられたことは拒みたくなる案件なのですぞ。

　そのような真似をしたらこの元康、数日はジンマシンが引きませんぞ。

　ですがこれ以外手がないのも事実。やるしかないですぞ。

「わかり……ましたぞ。お義父さんの命令は絶対……なのですぞ」

「元康様！　無茶をなさってはいけません」

「これも延ひいてはお義父さんのため。この元康、何があろうとも作戦を成功させますぞ」

「うん……俺も心苦しいけどお願いするよ……本当なら俺がやらなきゃいけないのに、守ることしかできない俺を恨んでくれていい」

　お義父さんの苦渋の決断が伝わってきますぞ。

　わかっております。

　この元康を頼ってくれるお義父さんの心遣いを。

　たとえ苦痛に苛さいなまれようとも、この元康、困難な任務を達成してみせますぞ。

「じゃあ出撃」

「はいですぞ！」

　俺達は敬礼して、お義父さんと共に出撃準備に入ります。

　キーンという音とバラバラという音が上空から聞こえてきますな。

　空を見ると飛行機が旋回し、戦場や近くの町に爆撃をしております。

　まずはあの飛行機を叩き落とさねばなりませんぞ。








九話　残り香






「よろしくね」

　お義と父うさんが国の派遣した兵士に挨拶を行います。

　兵士は敬礼し、あの生き物の手綱を握っております。

「グルル」

　あの生き物が俺の気配やユキちゃん達の姿に苛いら立だっておりますぞ。

「ほら、元もと康やすくん」

「わかっておりますぞ……」

　寒気がするのを堪こらえ、震える足で一歩踏み出し、あの生き物に乗るお義父さんの手を摑つかんで乗り込みましたぞ。

「グルア！」

「コラ！　大人しくするんだ！」

　あの生き物……飛竜が不快そうに背中を揺らしますが、兵士が大人しくさせましたぞ。

「サクラちゃん達は相性が悪いらしいから乗れないね」

「えー……サクラ、ナオフミを守りたい」

「大丈夫だから、サクラちゃんは地上でみんなを守ってて」

「わかったー！　サクラ、みんなを守る！」

　お義父さんの言葉にサクラちゃんが力強く言いますぞ。

「私達は元康様の援護をするために儀式魔法に入りますわよ！　さあ、みんな準備ですわ」

　ユキちゃんの指示にフィロリアル様達が喉を鳴らしますぞ。

　その様子を見ながら、飛竜が羽ばたいてふわりと浮かびました。

　この元康、内うち股またから少しずつかゆみが出てきてますぞ。

　全身を寒気とジンマシンとかぶれが侵食する前に、飛竜から降りねばなりません。

　そうしないと痒かゆみでおかしくなってしまいそうですぞ。

　しかしドラゴンはやはり思った通り飛ぶ速度が遅いですな。

　飛べる程度のアドバンテージで良い気になっているのではないのですぞ！

　うー……どうやってこの長い飛行時間を堪えますかな？　フィーロたん助けてですぞ！

　と、よく考えてみれば愛すべきフィーロたんのお義父さんが目の前にいるではありませんか。

　お義父さんに抱きつくことで少しは気がまぎれるかもしれませんぞ。

「わ！　元康くん。どこに手をまわしてるの!?」

　お義父さんに後ろから抱きついて、俺は精神を集中しますぞ。

「首筋の匂いをかがないで！　気持ち悪い！」

「うー……フィーロたーん……」

　あ、お義父さんから微かすかにフィーロたんの残り香がする気がしますぞ。

　くんかくんか！

「え、あ……ちょっと元康くんやめて匂いを嗅がないで！　うわ！　今舐なめた？　お願いだから正気に戻って！」
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「うわぁあああああ！　誰か元康くんを正気に戻して！」

「グルァ！」

　飛竜の咆ほう哮こうで、俺はサッと敵意を感知しましたぞ。

「ハッ！」

「元康くん、正気に戻った？」

「お義父さんからフィーロたんの残り香がするような気がしますぞ」

「元康くん、お願いだからこんなところで錯乱するのはやめて！　それに俺に付いてる匂いってサクラちゃんでしょ！　さっきまで背中に乗ってたんだから」

　むう……そうでしたな。

　気が付けば大分空高く飛んでいるようですぞ。

　地面にいるユキちゃん達があんなに小さいですな。

「元康くん！」

　お義父さんに声を掛けられて俺は意識を集中しますぞ。

　前方に飛行機が七機……隊列を組みながら突撃してきますな。

　少しずつ飛竜に乗っていることが気にならなくなってきましたぞ。

　あそこにタクトの残党の豚が乗っている。

　そう思ったらやる気が出てきました。

　バババと音を立てて、飛行機から弾丸が放たれます。

「エアストフェザーシールドⅤ！」

　お義父さんが盾を展開して敵の攻撃からこちらを守りますぞ。

　その間に飛行機はこちらに突撃して、旋回しようとしています。

　相手はタクトの残党……Ｌｖも相当高い者でしょう。

　エイミングランサーでは殺しきれるかわかりませんし、グングニルでは一機しか落とせませんな……難しいですな。

　ですが、この元康、やりますぞ。

　ヒューッとタイミングよくこちらに突撃してくる奴がいますな。

　俺は槍を構えて狙いますぞ。

　よく考えてみれば、こういう時に役に立つ攻撃がありましたな。

　ブリューナクを習得してから使用頻度が下がったあのスキルが火を噴きますぞ。

「流星槍Ⅹ！」

　流星槍……それは流れ星のように煌きらめく星を撒き散らしながら飛んでいくスキルですぞ。

　錬れんの流星剣と同じく、その系譜に連なる流星槍も星を散らします。

　過去にお義父さんに放ったことがあるスキルですな。

　お義父さんには受け止められてしまいましたが、直接攻撃の後に、星が追加で当たるスキルなのですぞ。

　今回、俺は流星槍で飛行機を一機、すれ違い様に攻撃し、その射程範囲内にいた他の二機に星を当てましたぞ。

　エイミングランサーよりも火力の高い範囲攻撃、どうですかな？

　槍が命中した飛行機は赤い閃せん光こうを放ちながら爆散しましたぞ。

　確かな手ごたえ。そして流星槍の星が他の二機に高速で命中します。

　煙をあげながら、二機も徐々に高度を落としていき爆発しましたぞ。

　燃料に火がついたのですかな？

「あと二機だよ元康くん！　がんばって！」

「はいですぞ！」

　残り二機、ならばやることは一つですな。

　槍を構えてターゲットをロックしますぞ。

　命中特化の高威力スキル！

「グングニルⅩ！」

　槍が勢いよく飛んでいき、飛行機を一機、貫きましたぞ。

「よし！」

　お義父さんが手でガッツポーズをしてくださいました。

　最後の一機がこちらに向かって突撃してきますぞ。

　これは死ぬ気の特攻ですな。

　お義父さんは盾を前に向けて、スキルを唱えました。

「エアワンウェイシールド！」

　俺達の前に風の塊のような何かが生成され、飛竜が体勢を変えて滞空しましたぞ。

　その先に、特攻してきた飛行機が突撃し……竜巻のように横に回転しながら上へと巻きあげられました。

「方向転換させる風の盾を作り出すスキルだよ。元康くん！　トドメを！」

「わかりましたぞ」

　ブリューナクを放つには命中の点で不安がありますな。

　ここは魔法でいきますぞ。

　意識を集中し、槍を天に掲げながら魔法を唱えましたぞ。

「リベレイション・ファイアストームⅩ！」

　槍の先から炎の竜巻が生成されて飛んでいきますぞ。

　お義父さんの空気の盾が炎を吸いこみ、俺の唱えた炎の竜巻は巨大化して最後の一機を焼き尽くしますぞ。

　上空の雲があっという間に消え去って辺りはカラッカラの日差しが強すぎる天候になりましたな。

「うわぁ……元康くん。スキルで狙い撃つよりもその魔法を放った方が早かったんじゃない？」

「一網打尽にはできないと思いますぞ」

　旋回されたら狙うのが大変でしたな。

「それもそうか……よし、これで爆撃は止やんだはず。元康くんの精神が保てている間に……急いで降下するよ！」

　お義父さんの指示で、竜騎兵は急いで地上に向かって下降を始めましたぞ。

「あー……全身が痒かゆいですぞ！」

　俺は飛竜から降りて、ジンマシンが出ているところを搔かきむしりますぞ。

　地上に下りたお陰で少しはかゆみが発散されたような気がしますな。

「あとは……戦場の方にタクトの残党はいる？」

　作戦司令部でお義父さんが急いで尋ねます。

「現在、シルドフリーデン軍の先頭集団にそのような者はいないとの報告がきています」

「わかったよ。どうにか撤退してもらえそう？」

「厳しいところです」

　ヴァルヴァルが言いづらそうに答えますぞ。

　上空については俺とお義父さんで対処しましたが、こちらは難しい状況なようです。

「奴等は自身の信仰対象を殺されたと躍起になっているのもありますが、シルドフリーデンのアオタツ種の長おさが指示を出している手前、撤退は許されません故……」

「そう……」

「ですが、白兵戦では我が国の方が一歩先を行くので、勝てない戦にはさせません」

「わかったよ。何かあったら教えてほしい。タクトの関係者が攻めてきたらこっちも出る！」

　そこに兵士が駆けつけてきましたぞ。

「緊急事態発生！」

「なんだ！」

「姿を暗ましていたメルロマルク軍が参戦致しました！」

「く……こんな時に……いや、こんな時だからこそ攻めてきたのだな！」

「メルロマルク軍の陣形を確認！　後方に英知の賢王が控え、先頭には三勇教の教皇が謎の武器を揚げて進軍中！」

「謎の武器!?　それは一体何だ？」

「それが……過去に使われたといわれる四聖の武器の複製品かと思われます！」

　そういえば教皇がそのような武器を持っていましたな。

　確かに強力な武器と言えるのでしょうな、あの武器は。

　お義父さんが呪われた盾のスキルで仕留めなければ、過去の俺達は敗北していたと思われるほど、強力な武器でしたぞ。

　あの時点では。

「元康くん……これはどうしたらいい？　俺の読みではシルドフリーデン軍の方はシルトヴェルトに任せて、俺達はメルロマルク軍の方に行った方がいい気がするんだけど」

　ふむ……どうしたらよいですかな？

　お義父さんの言う通り、あのクズと教皇は無視できないですぞ。

　おそらく、シルドフリーデンと協力して攻め込む算段だったのでしょうな。

　ですが、シルドフリーデンの切り札である飛行機はおそらく全て撃墜しましたぞ。

　通達が来た時には既に攻め込んでいたと見ていいですな。

「そうですな。ではお義父さん、俺達はメルロマルク軍の方へ行きましょう」

「わかったよ……今はあの時とは違う。皆を守ってみせる」

「はい！　ではお義父さん、そうと決まれば早く行きましょう」

「そうだね。早い方がいいよね」

　などと話していると伝令兵が更に続けました。

「他、未確認の情報が一件」

「何？」

「メルロマルク軍の近くで飛行機が目撃されています」

　あちらにも回されていたのですかな？

　ならばなおのこと、俺達が行く必要がありますぞ。

　それにメルロマルクに飛行機があるということはシルドフリーデンと関わりがある動かぬ証拠。

　必ずタクトの残党を皆殺しにしてやりましょう。

　……とにかく、行くしかありませんな。

「よし！　じゃあ次の行動に移ろう！　行くよ、みんな！」

「「「おー！」」」

　お義父さんの号令に従い、この場にいた者達は喊かん声せいを上げて次の作戦に動き始めましたぞ。




「とうとう現れましたね。槍の勇者を騙かたる偽者に盾の魔王」

　俺とお義父さん、そしてユキちゃん達とシルトヴェルト軍の部隊が、戦場でメルロマルク軍を待ち構えていましたぞ。

　場所はシルトヴェルト国内、メルロマルク方面の見晴らしの良い荒野ですぞ。

　不意打ちが不可能なこの場所で戦いに挑むようにと、お義父さんが指示したのですぞ。

「お前等は……シルドフリーデンと協力してシルトヴェルトに攻めてきたのか？」

　お義父さんがポツリと相対する教皇に問いますぞ。

「協力？　亜人などという汚れた存在と手を組むなど、私達三勇教がするはずがないではありませんか……これは聖戦なのですよ」

「ブブー」

　赤豚が教皇の隣に立って、何やら鳴いておりますぞ。

　けがらわらしい。

　お義父さんの制止を振り切って殺しますかな？

「なんて言っているのですかな？」

「『所しょ詮せん、鞭むちの七星勇者では盾の悪魔に敵かなうはずもなかったようね。槍と盾を殺せばパパに婚約を認めてもらえるわと話を通していたのだけど、あの無能、期待はずれも甚はなはだしいわ』って身勝手なことを……お前の所せ為いで俺が……皆がどんな目にあったかわかってるのか！」

　お義父さんが不快そうに赤豚を怒鳴りつけますぞ。

「ブブーブブブブブ！」

「ふざけるな！　人が苦しむ姿を見るのがそんなに楽しいのか！」

　お義父さんが赤豚と話を続けていますぞ。

「これぞ聖戦。私達が正しいことを世に知らしめる時、シルトヴェルトがこの聖戦で敗北してこの世から消える日が来たのですよ。いずれは亜人全てを滅ぼし、世界は理想的な形に昇華されるのです！」

「勝手すぎる……皆がんばって生きていて、波から世界を守ろうと必死なのに……」

　お義父さんは、今度はとても冷めた目線で、赤豚と教皇を見つめます。

　その時後方からクズが大きな声で喚わめきましたぞ。

「何をぐずぐずしておるのじゃ！　盾と槍を早く殺せ！　シルトヴェルトの亜人共を皆殺しにするのじゃ！」

　クズめ……どこまで俺達の邪魔をすれば気が済むのでしょうな。

　だが、ここでなら殺しても問題はありますまい。

　既に賽さいは投げられたのですぞ。

　後のことを警戒する必要は全くありませんな。

「元康くん。話し合いをすれば少しは相手も理解してくれるかと思ったけど……無理だ。話が通じるような相手じゃない」

　お義父さんが盾を前に出し、戦闘の構えをとりますぞ。

　その通り、最初からこんな連中と話し合いなど無理なのですぞ。

「ああ、そうそう……盾の魔王を倒す勇者様をここで紹介しようではありませんか」

「……？」

　教皇がそう告げて、お義父さんが首を傾かしげましたぞ。

　するとメルロマルク軍の人垣が割れて……そこから樹いつきとその一行が現れました。

「樹……」

「樹ですな」

「気安く僕の名前を呼ばないでもらいたいですね」

　不快そうに樹は俺達を見つめますぞ。

　なんですかその態度は。

　お義父さんの奴隷のように働いていた樹の分際で。

　ああ、この世界ではまだでしたな。

　影が薄すぎて忘れておりました。

　それにしてもタクト、タクトの残党、教皇、クズ、樹と現れたわけですが、強い順ですな。

　なぜかその中で一番弱いはずの樹が謎のリーダー面。

　この戦い、俺達の勝利は揺るぎないものとなりましたな。

　まあ樹は安易に殺せないので対処に困りますが。

「どうして樹がここにいるんだ！」

「どうして？　決まっているではありませんか。勇者の力で悪事をする貴方あなた達を制裁するために、ワザワザ来たのですよ」

「え？　だって……樹はメルロマルクの方で波に備えているって……」

　お義父さんが俺の方を見た後、シルトヴェルト軍の方に顔を向けましたぞ。

「ええ、ですがシルドフリーデンの長の方々が飛行機で直々に僕に助けを求めてきたのですよ。『卑劣な罠わなに掛けられて殺されたタクト様の仇かたきを討ってほしい』と……彼等から貴方達の悪事をちゃんと聞いたのですよ」

「樹！　話を聞いてくれ、俺達はタクトに罠に掛けられて、それを返り討ちにしただけなんだ！　本当に悪いのはシルドフリーデンとタクトの残党……そしてそこにいるメルロマルクの連中だ！」

　しかし、樹は俺達の話など聞く耳は持たないとばかりに首を横に振ります。

「確かに三勇教という宗教の理念は理解に苦しむところはありますが……僕の目、耳……勘の全てが貴方達が悪いと告げています。この方々が悪？　そんな卑劣な話を聞き入れると思っていたのですか？　僕は貴方達が放った刺客で仲間を失っているんですよ？」

「本当のことなんだ！　聞き入れてくれ！　そもそも俺達は刺客なんて放っていない！」

「信じられませんね。僕は、僕の信じる正義のために、尚なお文ふみ、元康！　貴方達を倒す！　そしてシルドフリーデンで僕達が勝利することを待っている人に勝利を報告致しましょう！」

「……樹！　お前は亜人全てを滅ぼすことに賛同していると言うのか!?」

「みんな立場というものがあるんです。そんな非道なことを僕が信頼する彼等が実際にするはずはありません」

「何が立場だ。ふざけるな！」

「悪事を重ねる貴方達に僕達が非難される謂いわれはありません！」

　どうやら赤豚や三勇教の狂信者共が善意で動いていると本気で信じているようですな。

　まさしく道化。

　過去の俺を見ているかのようですぞ。

　ハハ、自分が駒として扱われていることをまるで理解していない。

　まあ俺はお義父さんの駒として動くことが至高の喜びですがな。

「悪は等しく倒してみせます！　マルド、ロジール、皆さん。懲らしめてやってください！」

「「ハッ！」」

　樹とその仲間達がそれぞれ武器を持って戦闘準備に入ります。

　面倒ですな……下手に大技を放てば樹を殺してしまいかねません。

　そんなことをすればループしてしまいますぞ。

「樹、お前はそんなに戦いがしたいのか！」

「貴方達の偽りの言葉など僕は信じない！　僕の仲間の仇をここで取る！」

「そうか……だけど俺は何度でもやっていないって言うよ。だって真実なんだから」

「ふん、卑ひ怯きょう者もののくせに被害者面づらですか？」

「被害者面？　違うよ。被害者だった、だ。過去形だよ。樹が、世界が俺の仲間を皆殺しにするって言うなら俺は皆を守るために戦う。もう……当事者なんだよ」

　お義父さんは決意した表情で告げます。

　その言葉、この元康の胸に響いていますぞ。

　お義父さんが皆を守ると言うのならば、俺は攻撃してくる敵を全て滅ぼしましょう。

「樹、君は俺達を殺したいみたいだけど、俺達は君を絶対に殺さない。世界を守るために、この世界を無駄にしないためにも君に死なれたら困るんだ」

「何をわけのわからないことをほざいているんですか！」

「わかってもらいたくて言っているわけじゃない。そうしなきゃいけないから言っているんだ！」

　そう、俺達は樹を殺せません。

　殺してしまえば今日までの全てが無駄になってしまいます。

　たとえ失敗だと判断してループする可能性を考えていたとしても、それはループしてしまった時に反省することでしかないのですぞ。何があろうと俺は諦めませんぞ。

　などと考えていると樹が自分の仲間達に告げました。

「さあ！　正義の名のもとに、悪を成敗致しましょう！」

「「「おおー！」」」

　そして遥はるか後方から……メルロマルク軍の旗を掲げた団体がこちらに向かって駆けてくるのですぞ。

「くっ……まだあんなにいるのか!?」

「おお！　メルロマルクの者達が一挙に集って、ワシ達に力を貸しに馳はせ参じたようじゃ！　皆の者！　何をしている。早く戦いを始めるのじゃ！」

　クズの宣言で、メルロマルク兵が掛け声を上げてこちらに駆けだしてきましたぞ。

　シルトヴェルト兵がそれに応じます。

　戦場で今、俺達勇者と教皇が向き合っています。

　戦いの火ひ蓋ぶたが……切られたのですぞ。













十話　心に刻む






「イーグルピアシングショット！」

　樹いつきがピンポイントでお義と父うさんに狙いを定めてきましたぞ。

　確か貫通能力を持つスキルだったかと思いますぞ。

　お義父さんの強きょう靭じんな防御力もこの手のスキルの前では無意味となる厄介な攻撃ですな。

　ですが、お義父さんは俺が教えた強化方法を実践し、できる限り見切っておられますぞ。

「エアワンウェイシールド！」

　お義父さんは樹の放った貫通スキルに対して方向を逸そらす盾を作り出すことで弾はじきましたぞ。

「樹！　お願いだから話を聞いてほしいんだ。俺達は戦争なんてしている暇はないんだ！」

「くどいですよ！」

　どうやら樹は死なない程度に痛めつけて黙らせないといけないようですな。

　どちらが上かを知るまでは、話を聞く気にならない様子。

　ここで挫折を経験すればお義父さんの話を聞いてくださるようになるかもしれません。

　圧倒的な実力差がここにあるのを……身をもって知った方がいいでしょう。

　ですが、あまり高火力のスキルを放っては殺してしまいますぞ。

「そうです。これは聖戦なのです」

　教皇が複製武器を地面に突き立てると、こちらに地割れが起こりましたな。

　みんな避けられないことはないですが、お義父さんに向かって足元からマグマが噴出しましたぞ。

「うわ！」

　お義父さんが盾で防御いたします。

　傷一つ付いておりませんな。

　ちなみに地割れを起こしたスキルは、アースイグニッションというスキルですな。

　ゲーム時代は自身の周辺にランダムで地割れを発生させてダメージを与えるスキルでしたぞ。

　方向を意識すれば片方だけに飛ばすこともできるようですな。

「さあ、今こそ悪である盾の魔王を駆逐する時……皆さん、裁きの詠唱に入るのです」

「メルロマルクの連中に負けるな！　こちらも儀式魔法の詠唱に入る！」

　シュサク種の代表とユキちゃん達が後方で援護の儀式魔法を唱え始めましたぞ。

「ナオフミ、大丈夫？」

　サクラちゃんがお義父さんに駆けよります。

「うん、問題ないよ。サクラちゃんも気を付けて」

「サクラもちょっと怒った」

　サクラちゃんがフィーロたんがよく使う構えを取りました。

　コウは、メルロマルク兵に向かって蹴りを入れて、ボウリングのように薙なぎ倒していますぞ。

「はいくいっく──すとらいく」

　おや？　サクラちゃんの攻撃はフィーロたんとは、似ているようで違う感じですな。

　教皇との間にいたメルロマルクの兵士達の間を高速で通り過ぎました。

　翼に付いたゴミを払うかのようにポンポンと倒しておりますな。

「モトヤスーこれで道は開けたよ」

「「「ガハ──!?」」」

　サクラちゃんが振り返ると同時に、メルロマルクの兵士達は血ち反へ吐どを吐いてその場に倒れました。

　まあ、高速で通り過ぎて、直線上にいた相手をボコボコにする攻撃でしたので当たり前ですがな。

「ありがとうですぞ」

　この中で一番厄介な相手は教皇ですからな。

　今のうちに仕留めますぞ。

　と、俺が一歩踏み出した時、メルロマルク軍の後方にいた増援が到着しました。

「おお、我がメルロマルクの援軍達よ。盾と槍の悪魔を滅するのだ！」

　しかし増援は……メルロマルク軍を攻撃しましたぞ。

「な、なぜじゃ！　なぜ我がメルロマルクの者達が同胞を攻撃する!?」

「ブヒ!?」

　クズと赤豚の、信じられないと言うかのような裏返った声が聞こえてきましたぞ。

「それはお前達がメルロマルク軍ではないからだ！」

　馬に乗った騎士が、ゲンム種の老人と共にメルロマルクの兵達を薙ぎ払ってお義父さん達の方へやってきましたぞ。

　おや、あれは……。

「エ、エクレールさん！」

「すまない。助けに来るのが遅れてしまった」

「どうしてここに？　フォーブレイの方へ行ったんだよね？」

「ああ、行く途中で運良くメルロマルクの女王に出会うことができてな。私の後に報告に来たシルトヴェルトの者と共に、国の状況、勇者召喚の経緯、そして王の蛮行を全て説明した」

　その様子を遠くから見ていたクズが、忌いま々いましそうな声を出しながらこちらに叫んでいますぞ。

「お前はエクレール！　裏切り者がどの面を下げてメルロマルク軍を引き連れているのだ！」

「先ほども申したと思います。お前達はメルロマルク軍ではない！　ただの邪教集団だ！　ここに女王の言葉を代弁して宣言する！」

　エクレアは羊皮紙を広げ、映像水晶を高らかに掲げましたぞ。

　すると映像水晶から女王の姿が浮かび上がりました。

「此こ度たびの争いでメルロマルク軍と称する集団は我が国のものではありません。我がメルロマルク軍はその賊を……シルトヴェルトと共に討伐することに労力を惜しまず、同時にシルドフリーデン軍と敵対することをここに宣言します！」

　女王の姿がその言葉を発すると共に消えましたぞ。

「な……馬鹿な……妻がワシを裏切るというのか！　ありえん！　ありえんぞ！」

「……貴方あなたは英知の賢王を騙かたる偽者であると……メルロマルクの女王は宣言しております。本物の英知の賢王はメルロマルクの城に現在もいて此度の戦いを嘆いているとの話だ！　偽者を捕まえて本国へ連行する命めいを私は授かっている。縛ばくに就け！　英知の賢王を語る偽者め！」

　クズは信じられないというかのような声を出し、絶叫するように言い放ちました。

「そやつこそ偽者だ！　メルロマルクの兵と三勇教の者達よ！　偽者のメルロマルク軍を殲せん滅めつせよ！」

「「「おー！」」」

　喊かん声せいが聞こえてきますな。

「……しょうがない」

　エクレアが俺の隣に立って耳元で囁ささやきましたぞ。

「キタムラ殿、お願いする。その神の如き強さで、世界が争っている暇がないことを証明してくれ」

　ですが、同時に樹の様子に変化があるようですぞ。

「だそうだ。樹、どっちが正しいかわかったか？」

　お義父さんが語りかけると樹は一歩下がって、うろたえるような素振りを見せます。

「う……いいえ！　オルトクレイ王の言うとおり、貴方達が悪！　ここで引導を渡してくれます！」

　どこまでも愚かですな。

　おっと、教皇の背後で魔法が完成しかかっておりますな。

　この元もと康やす、サクラちゃんが開いた道を急いで通りぬけますぞ。

「槍の偽者ですね。神の名を騙った罪は重い……神の名のもとに滅しなさい！」

　教皇が勝ち誇って、ブリューナクを放ってきましたぞ。

「ふん」

　ですが、所しょ詮せんは偽物の武器ですな。

　威力が雑魚すぎますぞ。

　俺は槍で弾いて、方向を逸らし、儀式魔法を詠唱中の三勇教徒にぶつけてやりましたぞ。

「「うわぁあああああああ！」」

「「ブヒィイイイイイイイイイイイ！」」

　豚共の心地良い悲鳴が聞こえますな。

　信じられないとばかりに目を見開いて、教皇が俺を見つめますぞ。

「これでわかりましたかな？　お前はお呼びでないのですぞ」

　俺は教皇の胸倉を摑つかんで上に投げつけ、チャージしていた槍のスキルを放ってやりますぞ。

「ブリューナクⅩ！」

「ぐ──か、神よ──」

　偽物の武器ごと、教皇を消し炭にしてやりましたぞ。

　その光景を見て、三勇教の連中は絶句していますな。

「教皇様があんなに簡単に……」

「い、いや、教皇様はやられた振りをなさっているのだ。すぐにまたこの地へ舞い降りる！　皆の者、祈るのだ！」

　と、何やら現実逃避の祈りを始めましたぞ。

「祈って奇跡が起こるのなら、いつまでもやっているといいですぞ」

　お？　考えてみれば、お義父さんと戦っている樹は背後ですな。

　本物のメルロマルク軍と偽者のメルロマルク軍＆三勇教がいる場所が、はっきりと分かれてますぞ。

　これなら容易く倒せますな。

「キタムラ殿、オルトクレイを詐称する主犯だけは生け捕りにせよとの命を受けている。奴を捕らえねばならない。不満に思うだろうが……頼む」

「わかりましたぞ！　エイミングランサーⅩ！」

　俺は槍に意識を込めてスキルを放ちました。

　マルチロック機能が発動して、敵軍の至るところが発光します。

　やがてロックが完了し、広範囲に放って偽者のメルロマルク軍と三勇教徒を討ち貫きますぞ。

「「「うぐはぁああああああああああああああ！」」」

　戦場に流星のように光り輝くエイミングランサーが降り注ぎ、偽者のメルロマルク軍を壊滅へと導きましたな。

「エアストジャベリン！」

　残った連中は刈り取るだけですぞ。

「儀式魔法『台風！』」

　その頃になってユキちゃん達が唱えた儀式魔法が形となり、残った偽者のメルロマルク軍を仕留めていきます。

　シルトヴェルト軍も、偽メルロマルク軍は本物のメルロマルク軍に任せて、シルドフリーデン軍相手に善戦しております。

　残ったのは本陣のクズだけですな。

　兵士共に守られて、クズが絶句している姿が見えますぞ。

「まだです！　僕達はまだ負けていません！」

　樹が懲りずにスキルの準備をしていますな。

「流星弓！」

　矢を放つと星が後に続く、範囲攻撃にもなるスキルを樹はお義父さんに向けて放ちます。

　ですが、お義父さんはガツンと樹のスキルを受け止め、平然としていますな。

　ここは樹も少し弱らせねばなりませんぞ。

「エイミングランサー！」

　クールタイムが終了した直後、強化せずに最低限の火力で樹達を貫きましたぞ。

「うわぁあああああああ！」

　樹とその仲間達が痛みで呻うめきながら倒れました。

　あとは……。

「パラライズランスですぞ」

　下手に暴れられては面倒ですからな。

　樹に麻ま痺ひの槍を突き刺してやりましたぞ。

　これでしばらく動くことはできないでしょう。

　それにしても、パラライズランスを刺される直前の樹の顔ですが、おかしな表情でしたな。

　まるでイベント戦闘だよね？　とでも言いたげな顔でした。

　残念ながら現実なので、勝敗こそあれどゲームのイベントではありませんな。

「うぐ……」

　エクレアが馬でクズのもとへ行きましたぞ。

　既に兵士達は薙ぎ払われてますぞ。

「さて、英知の賢王を騙る偽者よ……女王の命によって、我が国へ連行する」

「ぐぬ……ワシは、ワシは負けておらん！」

「確かに……英知の賢王がこんなにアッサリと捕まるなどありえない話……」

　ヴァルヴァルが、エクレアを見つめて呟つぶやいていますな。

　おや？　赤豚はおりませんな？

　と思っていると、不利を悟ったのかクズも樹も見捨てて逃げようとしてますな。

　どこへ逃げるつもりですかな？

「逃がしませんぞ！」

　その後ろ姿を走って追いかけ、後ろから貫いてやりましたぞ。

　エクレアはおっしゃったではありませんか。

　クズだけを捕まえると。

　つまり赤豚は保護の対象から外れているのですぞ。

「ブヒ──!?」

　俺の槍に貫かれて赤豚が騒いでおりますな。

「ここが年貢の納め時ですぞ」

　その姿をお義父さんとエクレアは静かに見つめております。

　やがてエクレアがポツリと言いました。

「メルロマルクの姫を騙る冒険者マイン。女王からの伝言を仰せつかっている。『貴方はやりすぎました』だそうだ」

「ブヒィ！　ブィ！」

　思いのほかタフですな。

　ですが、この豚の鳴き声は耳障りですぞ。

　素早く仕留めるべきですな。

「バーストランスⅩ！」

「ブヒイイイイイイィィィィィィィィィ───……」

　槍で突き刺したものを爆発させるスキルですぞ。

　俺が槍で貫いて吊つり上げていた赤豚が、爆発して跡形もなく消え去りました。

「……」

　エクレアが何やら考えながら俺を……ではありませんな。赤豚がいた辺りを見つめておりますぞ。

　その足元ではクズがこちらに手を伸ばしておりますな。

「マルティイイイイイイイイ！」

　クズが絶叫しましたぞ。

　また一つこの世のゴミが消えましたぞ。

　何やら気が晴れるような気がしますな。

「悪いがこれ以上騒がれては面倒だ。失礼する！」

　エクレアがゴスッとクズの後頭部を強打し、クズが意識を失ったのかぐったりしましたぞ。

「「「ウォオオオオオオオ！」」」

　勝利の声がシルトヴェルト軍とエクレアが連れてきたメルロマルク軍の両方から聞こえてきましたな。

「まだ戦いは終わっていないけど、これで一息つける……かな？」

「あとはシルドフリーデンが諦めてくれればいいけど」

「無理ですな。あの残党のアオタツ種を仕留めないと、きっと終わらないですぞ」

「そう……だね。だけど、不利を悟ったんだから少しは時間が稼げると思うよ」

「ああ、幸いにしてどの国も波と戦うための戦力を損なうほどには損耗していない」

「というか、どうしてメルロマルク軍が俺達の味方に？」

　お義父さんの質問ももっともですな。

　先ほどのエクレアの言葉通り、メルロマルクの女王が理由でしょうが。

「元々女王は戦争には否定的だ。更に言えばキタムラ殿の話す未来の話も私から伝えた。それだけではないが、様々な要素を考慮して、波と戦うための戦力が失われないように動くことを優先する方針になった」

「なるほど、シルトヴェルトとメルロマルク……どちらかが滅びても波と戦うのが厳しくなっちゃうんだ……」

「うむ。他に、鞭むちの勇者であるタクトの死亡と同時にフォーブレイで複数の七星武器所有者がいなくなったことが確認された。これを受けてフォーブレイはシルドフリーデンに協力するつもりはなく、原因の解明に努めるということになった」

「そっか。これで戦争をやめて、波と本気で戦えるようになるといいんだけど」

　そうですな。

　タクトの開発していた飛行機は全て叩たたき落としてやりましたし、切り札だった樹もこの通りですぞ。

　あとはやってくる波に備えればいいですな。

　ん？

「話が違うではないか！」

　戦闘から立ち直った樹の仲間、豪華な鎧よろいを着けた……確か最初の世界で国が選んだ錬れんの仲間だった奴でしたな……そいつが嚙み付いてきました。

　又聞きでしかありませんが……確かこの世界とは別の世界にも現れてお義父さんと戦って手を煩わせたそうですぞ。デストロイですな。

　とりあえず無駄に豪華な鎧から鎧……いえ、なぜか人間燻くん製せい……ファラリスの雄牛の刑にしてやりたい気がするので燻製と名付けておきましょう。

「う……あ……」

　樹は俺のパラライズランスを受けているため、麻痺して動けないのですな。

「何が正義の味方だ！　この正義を騙る偽者め！」

「そうだそうだ！」

　何やら不穏な気配がしてきましたぞ。

　即座に仕留めるには樹が近すぎますな。

　内輪揉もめと思って、お義父さん達も僅わずかに反応が遅れましたぞ。

「弱い偽者の弓の勇者め！　成敗してくれる！」

　と、燻製達が地面に落としていた武器を振りかざして、麻痺で動けない樹に振りおろしました。

　その動作の速さに、俺も出遅れてしまいました。

　何せ赤豚を仕留めるために少し離れていたのですからな。

　エイミングランサーも狙う間のタイムラグがあるので間に合いませんぞ。

　ブリューナク……グングニル……エアストジャベリンを放つにも樹が近すぎて、せいぜい一人か二人を黙らせることができるか。

「エアストジャベリン！　グングニル！」

「樹！　エアスト──」

　俺の反応に応じて、お義父さんが咄とっ嗟さに防御のスキルを放とうとしました。

「ぐあ！」

「て、てが──」

　俺もスキルで二人ほど、少々乱暴ですが、武器を持つ手を吹き飛ばしてやりました。

　ですが、リーダー格である燻製が、動けない樹に向けて斧おのを振り下ろしてしまいました。

「あ……が──!!」

「ハッハッハ！　偽者の弓の勇者を倒したぞ！　これで我等の勝利だ！　盾と槍の勇者様！　私達は騙だまされていたのです」

　樹だったものから鮮血が噴き出し、燻製は謎の味方面づらで俺達に言い放ちました。

　その顔からして、俺達に味方したつもりなのでしょう。

　この燻製、どう落とし前を付けてやりましょうか。

「そんな……やっと戦争を終わらせる目処が立ったのに……」

「貴様等！」

　エクレアが燻製に向かって剣で切りつけようと駆け寄りますぞ。

　ですが──。

「……元康くん。どうやら、巻き戻りの条件が達成されてしまったみたいだ」

　お義父さんは全てを悟った表情で告げました。

　そう、残された時間は樹の命が尽きるまでのごくごく短い時間。

「すいません。この元康の力が及ばないばかりに……」

「……本当はお礼を沢山言いたいんだけど、時間がないから言いたいことだけを言うよ」

「わかりました。なんでもおっしゃってください」

「まず、君だけに苦労を掛けてごめん。今の俺はここまでみたいだけど応援してるよ」

「お義父さんからそのような言葉を受けること、この元康、とても誉れですぞ」

「あはは……なんかいつのまにか、お義父さんって言われるのに慣れちゃったね。元康くんが好きな、そのフィーロって子にも会いたかったな……」

「……そうですな」

「で、真面目な話、元康くんはかなり過激なところがあるから自分の行動に注意して。間違っても国や宗教を滅ぼせば争いはなくなるとか、そういうことは考えないで。絶対に失敗する。どんな組織も頭を潰つぶしただけじゃタクトと同じように残党が暴れまわるだけだ。それどころか頭が替わるだけで終わっちゃう」

「わかりましたぞ。心に刻んでおきます」

　やがてお義父さんは苦笑のような、悟ったような複雑な笑みを浮かべました。

「この世界で元康くんに助けてもらえて、俺はすごく嬉うれしかった。ありがとう。短い間だったけど、本当に楽しかったよ。もしも巻き戻るのだとしたら、次はこんな失敗をしないように……お願いす──」

　と、お義父さんの声が途中で途切れました。

　視界に弓のアイコンが点灯しました。

　世界が灰色になり、全てが止まってしまいましたぞ。

　そして……槍が震え……時計が出現して巻き戻り始めましたぞ。

「わかりましたぞ、お義父さん。この元康、次こそはお義父さんの頼み通り……できる限り戦争が起こらないよう、未来の知識が役立つように立ち回りますぞ」

　どうやら、お義父さんを守るためにシルトヴェルトに行くと世界を巻きこんだ戦争になってしまう様子。

　シルドフリーデンでも同様の結果になるでしょうな。

　こんな風にならないように、もっと考えなければなりません。

　それがお義父さんの望みです。

　となると……戦争がない世界にするにはどうすればいいですかな？

　……そういえば最初の世界では内乱こそあれど、戦争はほとんど起こりませんでした。

　それがどういうことなのかを分析して行動すれば、自然とお義父さんの願いを叶かなえることに繫つながるでしょうな。

　暴力が力であると同時に知力もまた力。

　ループによって得た情報を元にお義父さんとの約束を守るのですぞ。

　こうして俺は──過去へと舞い戻るのでした。








十一話　安全確保






「おお……」

　視線を前に向けるとローブを着た男達がこちらを見て啞あ然ぜんとしていた。

「なんだ？」

「あれ？」

　この台詞も何度目ですかな？

　お義と父うさんをはじめ、錬れんと樹いつきは今までと同じ会話をしております。

　その間に状況を整理しましょう。

　それが前回、お義父さんに頼まれたことです。




　まず、四聖勇者として召喚された俺達……メルロマルクは、この中にお義父さんがいることが気に入らず、仲間はずれにして勇者同士がまだ関係を構築できていない状態で冤えん罪ざいに陥れ、お義父さんを無一文で路頭に迷わせようとしています。

　最初のループの時、俺は未来の知識を頼りに冤罪からお義父さんを助けました。




　その後、シルトヴェルトから勧誘されたお義父さんを送り出したのですが、お義父さんは国境の砦とりでで待ち構えていたメルロマルクの軍に儀式魔法を放たれて亡くなりました……。




　次のループでは、こうして召喚された後、玉座の間でお義父さんが罠わなに嵌はめられると俺が騒いだ所せ為いで、自らの計画が暴露されたクズは、お義父さんと俺を早急に抹殺しようと企てました。

　その企ては俺とエクレアのお陰で未然に阻止することができましたが、お尋ね者として追っ手から逃げるようにシルトヴェルトへ向かいました。

　その後、無事にシルトヴェルトへ逃げ切った俺達のところに、タクトが赤豚の刺客としてやってきます。それを返り討ちにしたことでタクトの豚共が復讐を企んで戦争が勃ぼっ発ぱつ。

　最終的に樹が燻くん製せいに殺されてしまったことで三度ループしました。




　ここまでが俺の記憶している主な出来事ですな。




　となると、まず俺がしなければならないことはなんですかな？

　お義父さんはなんて言っていたでしょう？

　未来の知識が役に立つように行動してほしいとのことでした。

　お義父さんの言葉通りに、よく考えてみましょう。












「おい」

　お義父さんが肘で俺を小突きましたぞ。

「なんですかな？」

「自己紹介」

　黙って考え込んでいる間に玉座の間で自己紹介が始まっていたようですぞ。

「俺の名前は北きた村むら元もと康やすですぞ──」

　ここで騒いでもいいのですが、さっき言ったように余計な印象を与えると俺自身も警戒されかねません。ですから、ここは静かにしていましょう。

「ふむ……レンにモトヤスにイツキか」

「王様、俺を忘れてる」

「おおすまんな。ナオフミ殿」

　そうすることで、お義父さん達と同部屋で話ができる時が来ます。

　お義父さんはステータス魔法……錬の説明を聞いて驚いておりますな。

　俺は黙々とお義父さんを助けるタイミング、信じてもらえる方法を模索しますぞ。

　未来のことを詰め込むように言い募っても、お義父さんは信じてくださいません。

　それは今までのループが証明しています。

　信じてくれるのはいつですかな？

　……旅立った初日は妨害が多く、俺はお義父さんがどこにいたのかを知りません。

　それどころか、お義父さんがどの宿に泊まっているのかも知りません。

　情報が少なすぎますな。

　前回のお義父さんの言葉を参考にしても、今回もまた、何かの所為でループしてしまう可能性は高いでしょう。

　ならば様々な情報を集めるため、お義父さんの泊まっている宿はもちろん、できれば初日だけでも錬や樹の行動を把握しておいた方が今後の役に立つでしょうな。

　特に最初の行動は後々与える影響が大きいはず。

　さて、思考を戻しますぞ。

　お義父さんが信じてくれるのが具体的にいつか？　という問題です。

　答えは、お義父さんが冤えん罪ざいに陥れられて何もかも信じられないと思った時ですぞ。

　このやり方は俺自身は吐き気を催しますが、お義父さんの信頼を得るためには……その時に助けるしか未来の知識を使えるタイミングがありません。

　問題は……お義父さんが俺の話を信じてくれるのはまだ先だということですな。

　そこは置いておくとしても、お義父さんが育ったとして、どうするのが得策ですかな？

　余計な戦争を起こさないようにこの元康、努力しますぞ。

　考えられる方法は複数あります。

　まずは錬が逃げた先である傭よう兵へいの国ゼルトブルですな。

　あそこは闇が深く、隠れるにはうってつけの国ですぞ。

　コロシアムに出て金を稼ぐにもちょうどいいですしな。

　ですが、事が解決するまでゼルトブルに潜伏などできますかな？

　メルロマルクはもちろん、三勇教が黙って見ているか些いささか怪しいところですな。

　ゼルトブルでポータルは取っておりませんので、お義父さんを連れて出国するとなると、メルロマルクは間違いなく妨害してくるでしょう。

　その場合はシルトヴェルトへの道中で取ったポータルから移動することになりますかな。

　ですが……上う手まくゼルトブルに潜伏できたとしてメルロマルクがゼルトブルに戦争を仕掛ける可能性を否定しきれません。

　まあ、逃げたお義父さんの所在を把握するのにしばらく時間は掛かるはずでしょうがな。

　または、ゼルトブルが戦争を回避するためならお義父さんを生いけ贄にえに差し出すかもしれませんな。

　……傭兵と商人の国に戦争を仕掛けるか？　という考えもありますが。

　お義父さんからは戦争をさせるなとの指示ですぞ。

　それに、黙っているとタクトが動きだしそうな気がしますぞ。

　いや……今までのループの経験から、タクトがこちらに来る可能性は少ないでしょう。

　ですが、早めに消した方がいいのも事実。

　とは言いつつも、タクトを消すタイミングは重要ですぞ。

　戦争の原因であると同時に残党処理に追われますからな。

　この案の難点はお義父さんの言葉にあった未来の知識があまり役に立たないことでしょう。

　お義父さんの言葉は絶対ですぞ。間違ったことは言っていないのですからな。

　となれば、ゼルトブル行きは現時点ではありませんな。

　次に考えられるのはフォーブレイ……ですな。

　タクトと遭遇する危険性はありますが、大国と言われているフォーブレイ相手に、さすがのメルロマルクも戦争を仕掛けるなどという蛮行はできないでしょう。

　何せ、俺がまだ豚の尻を追っていた頃に、お義父さんの無実を証明する事件で活躍したのがメルロマルクの女王とフォーブレイからの四聖教だったはずですぞ。

　問題はこちらも最初の世界の知識があまり役に立たないことです。

　せいぜいタクトを早めに仕留められるくらいですぞ。

　……もっとよく考えるのですぞ。

　戦争が起こらなかった……？

　考えてみれば、メルロマルクの女王がこの国に帰還すれば赤豚とクズの暴走は抑えられる。

　とすればお義父さんの身の安全は保証されますな。

　その前に三勇教が暴れることこそあれど、順調に進んでいくはず。

　最初の世界の情報を頼るに、鳳ほう凰おう戦の後にタクトを消せば結果的に戦争は起こらないかもしれません。

　なるほど、ですぞ。

　他国へ逃げるのではなく、少し危険ではありますがメルロマルクで待ちの戦略を取るのは一つの手ですぞ。

　お義父さんは最初、金を集めて波に備えていたではありませんか。

　その後に起こった事件で追われる羽目になっただけで、それまでは比較的安全でした。

　現時点ではこれが一番の手ですな。

　お義父さん自身の身の安全を確保しておけばいいかもしれません。行商をしていただき、各地を転々とすることで三勇教に居場所を摑つかみづらくさせるのですぞ。

　ですが……大きな問題として、この元康の目標が残っていますな。

　前回も結局、俺はフィーロたんを見つけることはできませんでした。

　魔物商のテントのフィロリアル様を買い占めたにもかかわらず、です。

　これはどういうことですかな？

　考えられるのは、お義父さんは魔物商から買ったわけではないか、俺が購入するよりも先に誰かが買ってしまったということですぞ。

　ですが、買い占めるほどの大金を強引な手段を取らずに集めるのは骨が折れますな。

「ワシが仲間を用意しておくとしよう。なにぶん、今日は日も傾いておる。勇者殿、今日はゆっくりと休み、明日旅立つのがいいであろう。明日までに仲間になりそうな逸材を集めておく」

「ありがとうございます」

　お義父さん達が一礼して、俺達は来客用の一部屋で休むことになりました。

　やはりそうですな。玉座の間で騒ぎすぎると別室に案内されて罠に掛けられますぞ。

　そういえばエクレアはどうしましょうか？

　城の牢ろう獄ごくに捕らえられているエクレアを助け出す必要がありますかな？

　……助けることで余計な注目を浴びることになるでしょうな。

　しかもエクレアのことだから、安全のためと言ってお義父さんを他国へ逃げるように誘導するでしょう。

　それでは戦争が起こってしまいます。

　であれば、エクレアを助けるのはやめておきましょう。

　最初の世界で、なんだかんだでお姉さんの周りにいたのですから、きっと問題ないはずです。

「なあ、これってゲームみたいだな」

「確かにゲームっぽいですが、違いま──」

「この世界はコンシューマーゲームの世界ですよ」

「違うだろ。ＶＲＭＭＯだ」

「え？　ＶＲＭＭＯってヴァーチャルリアリティＭＭＯ？　そんなの未来の話じゃないのか？」

「はぁ!?　何言ってんだお前」

「待った待ったですぞ！」

　俺はお義父さん達を遮りますぞ。

「なんだよ元康、自己紹介以外だんまりを決め込んでたくせに、喋しゃべったと思ったら仕切るのか？」

　お義父さんが親しげに俺の名前を呼び捨てで呼んでくださっておられます。

　前回のループと前々回のループも途中から若干距離のある元康くんでしたのに、今は元康と呼び捨てですぞ。

　お義父さんの疑いの目付きにこの元康、懐かしさがこみ上げてきますな。

　未来の経験を参照するに、ここでお義父さん達に真実を話しても誤差の範囲で済みますぞ。

　つまり、現時点ではお義父さんからも信じてもらえていないということでしょう。

「錬と樹、そしてお義父さん。よく聞いてほしいですぞ」

「な、なんだ？」

「今、当たり前のように俺のことをお義父さんと呼んだよな。なんだそれ？　ネタか？」

　お義父さんが少し楽しげに答えますぞ。

　前回とも前々回とも違う反応ですな。

　おそらくこのお義父さんが素の姿なのでしょう。

　見たところノリの良いことを好む感じでしょうか。

「お義父さんはお義父さんですぞ。冗談でも何でもなく、この元康のお義父さんになる方ですぞ」

「は？」

　ポカンとするお義父さんを一度置いて、説明をしますぞ。

「ここにいる者達は、みんなバラバラの世界から来たのですぞ。同じ日本でも、全然違う。それを覚えていてくれればいいですぞ」

「そ、そうなのか？」

「まず錬はＶＲＭＭＯがある日本から来ているのですぞ。樹は異能力のある日本から召喚されたんですぞ」

「は？」

　お義父さんが半眼で俺を見つめていますぞ。

　信じていないご様子。

　それもしょうがないのかもしれません。

　ＶＲＭＭＯも異能力も現実的に考えて、ある方がおかしいですからな。

　ですが、今までの経験から錬と樹が勝手に証明してくれます。

「突然何を言うかと思えば……ＶＲＭＭＯなんてＳＦの日本から、ワザワザ異世界になんて来るはずないだろ？　寝言は──」

「何当たり前のことを言ってるんだ？　普通あるだろ？」

「はい!?」

「はぁ!?」

　錬の言葉にお義父さんと樹が声を裏返しましたぞ。

　そして俺と錬を交互に見ます。

「ねえよ、そんなもん！」

「ええ、ありませんね」

「じゃ、じゃあ異能力ってのはなんだよ、樹？」

「異能力ですか？　それくらい持っている人はいますよ」

「ねえよ！」

「ない！」

　と、以前にも見たような会話を繰り返し、自分達が異なる日本から来たことについて話し合っておりました。

　やがて少しだけ落ち着いたのか、お義父さん達は俺の方に意識を向けました。

「元康、なんでそんなことを知っているんだ？」

「実は、俺はこの世界をループしているのですぞ」

「ループ？　それって同じ時間を繰り返すやつだよな？　じゃあ元々はこの世界出身なのか？」

「違いますぞ。最初は異世界の日本で豚に刺されて死んでこの世界に召喚されたのですぞ」

「豚？　豚が当たり前のようにいる日本から召喚されたのか……お前って凄すごいな」

　お義父さんが何か誤解してますぞ。

「お義父さんは俺のことをギャルゲーの世界から来たんじゃないかと聞いてましたぞ？」

「へー……そんな経歴してるんだ？」

「残念ながら自分の世界なので、よくわかりませんな」

　お義父さんが何やら楽しそうな表情をしておられると、この元康も楽しくなってきました。

「で、錬も樹もそれぞれ自分のよく知ったゲームの世界に来たと勘違いしているのですぞ」

「そうなのですか？　確かに僕はやり込んだゲームによく似た世界だとは思いましたが……というか錬さんがステータス魔法に関する解説をした時にも思ったんですけどね」

「ああ、この世界はブレイブスターオンラインの世界だ」

「それは大きな間違いですぞ。二人が知る強化方法ではいずれ限界に達するのですぞ」

「というと？」

「錬と樹が知っている、それぞれの強化方法が重複するのですぞ」

「ふん」

「ああ、そうですね」

　この様子では、未来の情報について信じていないのは明白ですな。

　どうしたらこの二人に信じてもらうことができるかが、当分の課題になりそうですな。

　年齢やそれぞれの世界の特徴等を話し合っていたのですが、錬も樹も途中から上の空になってきていました。

　真面目に聞いてくださっているのはお義父さんだけですぞ。

「錬と樹がゲーム知識で盾職は負け組だと言いますが、お義父さんは信じないようにお願いしますぞ」

　錬と樹は涼しい顔をしていますな。完全に聞き流しておりますぞ。

「盾職って負け組なのか？」

「そうではありませんぞ」

「うーん……強化にも色々とあるんだな？　それで？　なんで元康は俺のことをお義父さんとか呼んでるわけ？」

「お義父さんは、お義父さんなんですぞ」

「は？　意味がわからないんだけど？」

　眉を寄せたお義父さんが俺を不快そうに見つめております。

　何か失礼なことを言いましたかな？

　錬と樹が肩を軽く上げて、お互いを見てから視線を逸そらします。

　これは危険な兆候ですな。

　まあ……錬も樹もこの段階で説得に成功した前例がないので、しょうがありませんな。

「お義父さんは、未来で俺の大好きな女の子のお父さんになるのですぞ。ですから俺はお義父さんと親しみを込めて呼んでいるのです」

「え……？　仮にそれが本当のことだとして、娘ができるまでこの世界で戦い続けることに？　一〇年単位でループしてんだ？」

　おや？　どうやらお義父さんが勘違いしているようです。

　どうも俺の伝え方が悪いみたいですな。

「違いますぞ。お義父さんの娘であるフィーロたんは……おそらくひと月とちょっと辺りで産まれるのですぞ」

「どんだけー！」

　お義父さんが何やら笑い始めました。

　どうしたのでしょうか？

「いや……待てよ。ここは異世界だ。色々と常識が通じないのかも……」

　さすがお義父さん、察する能力は人一倍ですぞ。

「じゃあさ。俺の未来の嫁ってどんな人？」

「お義父さんは色々とつらい経験をなさって女嫌いになり、男と寝ようとするのですぞ」

「え!?　男と寝て子供ができるのか……？」

　どんだけ発想が跳躍するのか、この元康、お義父さんの想像力に脱帽ですぞ。

「悪いけど……途端に信しん憑ぴょう性せいがなくなった。北村くん、ごめん」

　と、お義父さんに距離を取られてしまいましたぞ。

　親しげに元康と呼んでくださった態度から名字呼びのくん付けまでランクダウンしてしまいました。

　これでは話すかどうか迷っていた冤罪に関することを言えませんぞ。

「違いますぞ！　お義父さんはフィロリアルの卵を──」

「勇者様、お食事の用意ができました」

　タイミングが悪い……とは思いますが、来ることを忘れていた俺のミスですな。

　しょうがありません。

　次の機会に話すとしましょう。

「では食事が終わったらお義父さんに強化方法のレクチャーをビッシリとしてあげますぞ」

「いや、いいよ。サラッと聞いたから……」

　やんわりとお義父さんに断られてしまいました。

　おかしいですな。何かミスをしましたかな？

　などと話をしているうちに、食堂に通されましたぞ。

　異世界に来て初めての食事だと心を躍らせていたことを思い出しますな。

　今では慣れ親しんだ味ではありますが、現代日本とは少し味付けが異なるのも事実ですぞ。

　なんて思いながら食事を終えた俺達は早めに就寝することになりましたぞ。

　ただ、俺は恒例の……城のフィロリアル様に会いに行こうかと考えております。

　お義父さん達が寝静まったのを確認して、俺はベッドから出て城内を歩きますぞ。

　支度金をもらったらその足で魔物商を訪れて、フィロリアル様を購入しますかな？

　んー……魔物商から購入するよりもフィロリアル農家で購入した方が安く譲ってもらえますな……。

　お義父さんを育てるためにも支度金は有意義に使わねばなりませんぞ。

　一か八かでフィーロたんを手に入れるか……悩ましい限りですな。

　そう思いながら、城の庭に出ようとしているところで、何やら声が聞こえてきましたぞ。

「明日のいつ頃、勇者様に会えるのでしょうか？」

　声の方に歩いていくと城の客室が見えてきました。

　見ると、まだ寝ていない……記憶を繙ひもとくと、錬の仲間になる連中が廊下で兵士と少し話し合いをしているようでした。

　クズが仲間の準備をしている最中ということでしょう。

　そこまで気にすることではないですな。

　と、思いながら城の庭の方へ行こうとした時。

　俺は発見したのですぞ。

「おい、ベッドが硬いではないか。もっと良いベッドはないのか！」

　それは……前回のループの原因となった、樹を殺した主犯。

　燻製が偉そうに使用人達に命令して、何かを注文しているところでしたぞ。








十二話　暗殺






「こんな質の悪いベッドで寝られるか！」

　燻くん製せいがベッドが不満だと、使用人達に文句を言っております。

　樹いつきに会う前から態度が偉そうですな。

　この燻製……碌ろくなことをしない筆頭ですな。

　どうしますかな？

　ここで仕留めたら未来に大きな影響が出ますかな？

　……後顧の憂いを断っても問題はなさそうな気がしますな。

　タクト同様、むしろ得になるような気がしますぞ。

　ですが目撃者が出たら厄介ですなぁ。

　と、思っていると兵士達にベッドの注文をして本人はどこかへ歩いていきますぞ。

　どこへ行こうというのですかな？

『力の根源たる愛の狩人が命ずる。真理を今一度読み解き、姿を陽炎かげろうで隠せ』

「ドライファ・ファイアミラージュⅩ」

　それとクローキングランスⅩを重複使用して隠いん蔽ぺい状態で燻製の後ろを追いかけますぞ。

　シルトヴェルトでもやりましたな。

　目撃者は……今のところはいないようですな。

「ちっ！　酒が足りん」

　燻製はぶつぶつと呟つぶやきながら、どうやら城のワイン貯蔵庫の方へ向かっているご様子。

　聞いた話によると燻製はメルロマルクの貴族の家の出だそうですぞ。

　家柄を盾にして城内を自由に歩き、酒を盗み飲みでもしようとしているのですな。

　城の倉庫へ向かう途中の中庭に差しかかったところで、俺は大きく先回りするのですぞ。

　天井があると射程の関係で厄介ですからな。

　かといって水平にぶちかませば建物に傷を付けかねませんぞ。

　燻製はガチャガチャと音を立て、自信に満ちた足取りで歩いております。

　辺りには誰もいません。

　今ですぞ！

　俺は……燻製の襟元を力強く摑つかみました。

「ぬ!?　な、なにも──」

　思い切り手繰り寄せて上に放りあげ、槍を燻製に向けて突き出しますぞ。

「ぐああああ！」

　ズシュッと槍が突き刺さったのを確認するとスキルを放ちました。

　ブリューナクでは光が空に伸びて気付かれかねませんな。

　かといって流星槍も同様……うーむ、殺すスキルで悩む時がくるとは思いませんでしたぞ。

　ここはアレですな。

「バーストランスⅩ！」

　前回、赤豚を仕留めたスキルで燻製を爆殺してやりました。

「ああ──」

　爆音が辺りに響きました。

「な、なんだ!?」

　物音に兵士達が駆けつけてきますが、俺は即座に姿を隠して移動しました。

　それに、死体も残さず消し飛ばしたので音以外で何が起こったか察するのは難しいでしょうな。

　現に兵士達も音はしたけれど何があったのかまで察しきれておりませんな。

　見当違いの方向へと歩いていきましたぞ。

「ハハハ、これで一つ……この世のゴミが消えましたな」

　跡形もなく消えるだけ、ゴミよりマシかもしれません。

　まさかこんなに早くコイツを消せるとは思いませんでしたぞ。

　俺もなかなか運が良いですな。

　あとは赤豚ですな……ですが、赤豚にはまだやってもらう仕事があります。

　このまま赤豚を殺しては未来に大きな違いが出てしまいますぞ。

　奴も殺すタイミングを考えた方がいいですな。

　ああ、フィロリアル様ー！

　ゴミを消すのに躍起になって時間が掛かってしまいましたが、今すぐ行きますぞ。

「グアグア」

　フィロリアル舎に顔を出すとフィロリアル様は相変わらず寝息を立てているご様子。

　最初にループした時と同じく俺はフィロリアル様達に食料を捧ささげて仲良くなりましたぞ。




　翌朝、フィロリアル舎で目を覚ました俺はその足でお義と父うさん達と合流しましたぞ。

「北きた村むらくん夜中にどこ行ってたの？　なんか臭くない？」

「フィロリアル様に会いに行っていましたぞ。お義父さんの娘であるフィーロたんもフィロリアルなのですぞ」

　しかし一つ訂正してほしいです。

　フィロリアル様は高貴な匂いなのですが。

「フィロリアル？」

「馬車を引く鳥型の魔物でございますよ」

　案内の大臣が補足しますぞ。

「あー……あれねって、鳥の魔物と俺は結婚するのか!?」

　おお！　俺の話をちゃんと信じてくださっていたのですな。

　案内の大臣が蔑さげすむように笑みを浮かべていますぞ。なんですかな？

　返答次第では殺しますぞ！　あの燻製のように！

「北村くんも冗談が過ぎる……男が嫁とか、挙句、馬車を引く鳥と結婚とか、一度病院に行った方がいい」

　何やらお義父さんが前にも増して距離感のある台詞を言っておられますぞ。

　う～ん、考えた上で発言しているのですが、何がダメなのでしょうか。

「この人、何か壊れてるみたいだから相手をしない方がいいですよ」

「そうだな」

「まあ……勇者仲間なんだから話くらいしてあげようよ。じゃないとかわいそうでしょ？」

　お義父さんが俺を擁護してくださいました。

　この元もと康やす、涙が溢あふれて止まりませんぞ。

「滝のように涙を流し始めたぞ。何があったんだ？」

「だから少しおかしいんですってこの人」

「黙ってたらイケメンなのに、残念な奴だね、北村くん」

「勇者様のご来場」

　俺達が玉座の間に着くと、豚と男達が待っていたのですぞ。

　全部で十一人。

　はは、俺のやった行動の結果が実りましたな。

　燻製がいません。補充は間に合わず結果が変わったのですな！

　これは小さな変化ではありますが、俺からすると大きな変化ですぞ！

「前日の件で勇者の同行者として共に進もうという者を募った。どうやら皆の者も、同行したい勇者がいるようじゃ」

　お義父さんが手で口を隠しながら、俺や錬れん達に囁ささやきますぞ。

「十一人って……三人ずつ分けるにしても一人少なくね？」

　そこは錬も樹も同意なのか頷うなずきましたな。

　ですが、俺は知っていますぞ。












　十二人いてもお義父さんに仲間が集まらないことを。

　なのでその心配は無意味ですな。

　そもそもここで仲間になる連中で……最後までいた奴がいましたかな？

　生あい憎にくと記憶にありませんな。

　そういえばなぜ、こちらが選ぶ立場ではないのですかな？

　勇者という、世界を救うために召喚された者なのですぞ。

　召喚した国は誠意を示す必要があるのではないですかな？

　そう思ったらクズへの殺意が湧いてきましたぞ。

「さあ、未来の英雄達よ。仕えたい勇者と共に旅立つのだ」

　白々しい出来試合を見せられているような気がしますな。

　お義父さん達もやはり呆あっ気けに取られたような目をしておいでです。

　十一人の仲間候補がぞろぞろと俺達の方へ集まってきますぞ。

　錬、四人。

　樹、三人。

　俺、四人。

　お義父さん、〇人。

「ちょっと王様！」

　最初の時に数が近いですからな。

　お義父さんが不服に思うのも道理！

　俺もここで激怒してもいいのですが、未来のお義父さんの言葉があるのでぐっと堪こらえるのですぞ。

　クズの奴、最初から決まっていたにもかかわらず大げさな演技をして顔に浮いた汗を拭ぬぐっておりますぞ。

　そんなに熱いなら、一瞬で冷や汗を流させてやりますかな？

「う、うぬ。さすがにワシもこのような事態が起こるとは思いもせんかった」

「人望がありませんな。さすがは……フィロリアルと……フフ」

　ポツリと呟いた大臣らしい奴の言葉に、俺は殺意を覚えて槍を向けますぞ。

　フィロリアル様の何がおかしいのですかな？　いずれ殺すリストに入れてやりますぞ。

「茶番はやめた方がいいですぞ？　ここまで露骨な差別……俺は不愉快ですな」

　これくらいは言っても問題ないでしょうな。

「い、いえ……失礼しました」

　大臣が謝ったその場で、クズの隣にいる魔法使いみたいな奴が囁きましたぞ。

「ふむ、そんな噂うわさが広まっておるのか……」

　白々しい……最初の時のこの場面で、俺は何があったのかを敬語で聞いたのですが、今度は俺が不快感を表して黙っていると、樹が一歩前に出て尋ねましたぞ。

「何かあったのですか？」

　お義父さんがコクコクと状況を受け入れずに頷いております。

「ふむ、実はの……勇者殿の中で盾の勇者は一番弱いという噂が広まっているそうじゃ」

「はぁ!?」

「伝承では皆強いそうじゃが、弱い勇者と共に行きたいと思う者も少なかろう」

　おや？　以前の周回では知識がないことを理由に仲間外れにしたはず。

　今回は違う理由になっていますな。

　しかし、どちらにしてもこんな茶番を聞いていると、呆あきれも限界を迎えてきますな。

　弱いお義父さんが教皇や霊亀を倒せるはずもありません。

　本当はすごく強いのです。

　考えれば考えるほど矛盾だらけですぞ。

「いや……そんな話……って昨日の夜のアレを聞かれた？」

「確かに僕達の知識では盾職は弱職と言われていますが……」

「でも北村くんの話だとそれは違うんじゃなかったっけ？」

　お義父さんが懇願するように俺に目を向けます。

　いいでしょう。この元康、お義父さんのために一肌脱ぎますぞ。

「盾の勇者は弱くありませんぞ！」

「そ、そうだよね」

「それに経験値の良い狩り場を含め、俺が武器の強化方法をお義父さんにレクチャーして最強の勇者に育て上げますぞ。なに、何も勇者同士の武器が反発するからといっても、教え合えば──」

　一歩踏み出して言い放つと、クズが手を叩たたきましたぞ。

「勇者同士の情報交換は素晴らしい。ですが、今回は仲間を募る話！　弱い盾の勇者には仲間が集まらないのも当然なのでしょうなっ！」

　このクズ、人の話を聞いていたのでしょうか。

　お義父さんは弱くありませんぞ。

　そのお義父さんはクズの言葉を聞いて、悔しげに拳を握りしめてますぞ。

　俺も悔しい気持ちでいっぱいです。

　今すぐにでもこのクズを血祭りに上げたい気持ちが溢れてきます。

　仕留めたいですが、それでは前回のお義父さんとの約束が守れませんぞ。

「錬と……元康、お前の仲間は四人もいるんだから一人ずつ分けてくれよ」

　錬の仲間になりたい地味な連中は錬を盾にして隠れますぞ。

　この国で盾の勇者の味方をしたらどんな罰があるか脅おびえている顔ですな。

「俺はつるむのが嫌いなんだ。ついてこれない奴は置いていくぞ」

　錬の言葉でも動く気配がありませんな。

「樹！　どう思うよ！　これって酷ひどくないか」

　おや、最初の時にはお義父さんは俺に声を掛けてくださったと思いましたのに、樹の方を向きましたぞ。

「偏るとは……なんとも」

　樹の方も断れないという態度ですな。

　俺は自分の仲間になりたいと集まってきた連中を見ますぞ。

　一人は殺害確定！　赤豚ですな。

　他三人は、記憶にありませんな。割とすぐに抜けたんでしょう。

「無理やり人員を割いても士気に関わりますし……」

「だからって、俺は一人で旅立てってか!?」

　この程度なら問題ないですかな？

「お義父さんのお言葉とあらば仲間を全員フォーユーですぞ」

「え？　いいの？　っていうかフォーユーって……」

「ブヒ!?」

　豚共が騒ぎ始めました。

　ですが知りませんな。

　どうせ赤豚には、俺がお義父さんに信用してもらうための生いけ贄にえになってもらうのです。赤豚も勇者を利用しようとしているので渡りに船ではないですかな？

　不服ですが俺と赤豚の利害が一致しますぞ。

「ほら！　行け豚共！」

　蹴り飛ばしてお義父さんに差し出しますぞ。

「北村くん！　女性になんてことをするんだ！」

　お義父さんが豚共を心配して俺を睨にらみつけました。

　豚共はお義父さんに抱き起こされるのですが……何ごともなかったかのようにお義父さんの手をパシッと払って俺にすがりついてきますぞ。

「え……？」

　啞あ然ぜんとした表情でそう呟いたお義父さんが、何やら悔しげに俺を見つめております。

　この表情は愛に目覚める前、現実世界にいた頃にも向けられたことがあります。

　多くは男からだったかと。

　リア充爆発しろ、とか言われたこともありますな。

　違うのですぞ、お義父さん。

　俺はお義父さんのために、僅わずかな時でも仲間はずれにされたと思う不快感から守ろうとしたのですぞ。

「勇者殿、勝手に仲間の譲渡はやめていただきたい」

　クズが悠々とした表情で言い放つ。

　このクズ……いい加減どうやって殺すか考えておきましょう。

「ブヒ！」

　赤豚が手を挙げて何やら鳴きわめきましたぞ。

「え？　いいの？」

　お義父さんが赤豚に視線を向けますぞ。

　そいつは地雷ですぞ。

　お義父さん気を付けてと言いたくなる気持ちをぐっと堪えます。

　これも前回のお義父さんの言い付けのため、この元康、歯ぎしりをしながら堪えて見届けますぞ。

「他に盾の勇者のもとに行ってもいい者はおらんのか？」

　辺りが静かになっております。

　最初から決まっていた八百長の仲間選定なのですからな。

　予定通りにならねば困るのでしょう。

　クズが白々しく溜ため息いきをついてお義父さんを見ますぞ。

「しょうがあるまい。盾の勇者はこれから自身で気に入った仲間をスカウトして人員を補充せよ。勇者達には月々の援助金を支給するが、盾の勇者には他の勇者よりも今回の援助金を増やすとしよう」

「は、はい！」

　と近くにいた兵士が頷いて金袋を持ってきましたぞ。

「それでは支度金である。勇者達よしっかりと受け取るのだ」

　この支度金で何を買うかを考えておいた方がいいですな。

　いや、お義父さんが無一文になることを前提にするのでしたら無駄遣いはできませんな。

　まあ……ギルドの仕事とか色々なところで金を集めることはできますけどな。

　ですが、あまり大っぴらに動くとお義父さんの身が危険になりますぞ。

　当面はお義父さんの強化を重点的にするべきですな。

　前回の反省点を参考にしますぞ。

　ところでクズがお義父さんの名前を呼ばずに盾の勇者呼びをしていますな。

　俺の態度が気に食わないといったところでしょう。

「盾の勇者には銀貨八〇〇枚、他の勇者殿には六〇〇枚用意した。これで装備を整え、旅立つがよい」

「「「「は！」」」」

　ブヒブヒうるさいですぞ！

　ああ、やっぱり豚の鳴き声は不快ですな。

　謁えっ見けんを終えた俺はお義父さんに近寄るか考えますぞ。

　前々回の最初のループの時、お義父さんと話をしようとしたらついてきた豚共が邪魔をしたのでしたな。

　コイツ等、速攻で解雇しても一日中俺に付きまとって面倒でしたな。

　お義父さん達の行動を遠目に監視するに留とどめますかな？

「ブヒー！　ブヒー！」

　俺に向かって何やら鳴きわめいております。

　人の言葉でＯＫですぞ？

　ちゃんと人間になって人の言葉を話すのですぞ、下劣で劣悪な自己中心的な下等生物。

　話す価値はありませんな。

　錬ではありませんがクールを気取って無視しましょう。

　無言で、ゴミを見るような目で見つめた後は黙って城を後にしましたぞ。

　おお……やはりお義父さんに露骨に仲良い態度を示さないと邪魔はないようですな。

　黙って豚共がついてきますぞ。

　ですが、これは危険でもありますな。

　つまりコイツ等は監視の役割も持っているのでしょう。

　赤豚の命めいですかな？

　どちらでもいいですな。

　速効で解雇せずとも、無視している分には問題はなさそうですな。

　……どうしますかな？

　お義父さんを守るのにタイミングは重要ですぞ。

　その場合、明日の呼び出し……はおそらくありませんな。

　夜の酒場で赤豚は追い返す予定なのですぞ。

　とすれば、魔物商のところへ行くのも手ですかな。

　ああ、いい手がありましたぞ。

「グア！」

「おや？　槍の勇者様ですよね？　城のフィロリアル達に何の用で？」

　俺は昨夜一晩を共にしたフィロリアル様達のところへ行きましたぞ。

「俺はフィロリアル様が大好きなのですぞ。だから少し面倒を見させてほしいのですぞ」

　フィロリアル様の管理をなさっている高尚な兵士相手に対して、俺はフィロリアル様達を撫なでながら答えますぞ。

　昨夜のこともあって、ここのフィロリアル様達とは仲良くなれましたぞ。

「は、はぁ……」

「グア！」

　フィロリアル様達を存分に撫でまわしてからお世話をさせていただきますぞ。

　そうなのです。

　お義父さんは明日、ほぼ無一文で追い出されてしまいます。

　それなら俺がすることは無駄な浪費を極力抑えておくことですぞ。

　でなければ、今後の活動に若干の支障が生じてしまいますからな。

「ブヒブヒ！」

　今は監視の目があるので厄介なのですぞ。

　豚共がずっと俺に付きまとってますな。

　豚臭い手でフィロリアル様を撫でて動物好きアピールをしていてウンザリしますな。

　撒まくこと事態は簡単ですぞ。曲がり角とかで足早に動いてポータルで逃げれば一瞬ですな。

　ただ、問題は撒いたことで起こる騒ぎですなぁ……。

　んー……この辺りは監視の目をくぐり抜けたとでも言って誤魔化せますかな？

　とにかく、この豚共はお義父さんに真実を告げる障害と見ていいですぞ。

　消し去るのも手ではありますがな。

　どちらにしても明日が勝負で、俺の所持金でお義父さんの装備を確保するのが最重要ですなぁ。

　どうしますかな……鎧よろいなどは魔物のドロップをお義父さんに着せる案もありますが、前回はお義父さんが着れるようになるのに少し時間が掛かりましたぞ。

　それに……なんとなくですがクズ達の動向、というか目的を考える必要がありますぞ。

　前々回のループで、お義父さんを助けた時の後を考えてみますぞ。

　確かに安全ではありましたが、俺に刺客が襲いかかってきましたな。

　とすればお義父さんにも刺客が来た可能性も十分にあり得ますぞ。

　ですが……最初の世界でお義父さんがなぜ、刺客に襲われることがなかったのか再度考えますぞ。

　言ってはなんですがあの時のお義父さんの装備は、みすぼらしい低級装備だと俺は思っておりました。

　活動範囲も狭そうでしたし……せいぜいメルロマルクの城下町近隣の弱い魔物としか戦っておられなかったのではないかと思います。

　推定Ｌｖも成長が速い勇者とその仲間なら20前後だったのでしょうが、一般人レベルだと15以下と思われていた可能性もあります。

　そんな、他の勇者に比べたら取るに足らない強さのお義父さんに刺客を送る必要は……あったのでしょうか？

　そもそもお姉さんを救うためにと俺を嗾けしかけた赤豚達ですぞ。

　もしかしたらあの時、俺にお義父さんを殺させる算段だったのではないでしょうか？

　ありえない話ではありませんぞ。

　今にして思うとゾッとしますな。

　俺の推理はおそらく正解だと思いますぞ。

　となると結論は一つですな。

　さて、あまり派手に動きすぎるとお義父さんの命が狙われるでしょうな。

　冒険者ギルドで危険な依頼を受けて金儲もうけなどしようものなら、強力な仲間を持っていると疑われてお義父さんに刺客が送られてくるでしょう。

　ですが、お義父さんの信用を得るためにはあの場で助けねばならないでしょう。

　最初の世界ではお義父さんは誰も味方がいないと荒すさんでしまわれた。

　あのようなつらい経験は絶対にさせることはできないのですぞ。

　となれば、お義父さんが刺客に襲われても生き残れるほどの強さを、いかに早く手に入れるかが重要ですな。

　……色々と思案していくと案がいくつか浮かんできますぞ。

　これは、実際に試してみるに越したことはないですな。

　俺はフィロリアル様とじゃれながら徐おもむろにポータルスピアを使い、飛べる場所一覧を確認しました。

　武器の強化でこのポータルで行くことのできる場所が増えているのですぞ。

　俺の視界に行ける範囲一覧が出現しております。

　そして、この行ける範囲はループをしても……なくならない。

　前回の周回も決して無駄にはならないのですぞ。

　シルトヴェルト……この国はお義父さんを信仰する国で、危険な発想を持っているメルロマルクと性質は近いものがありますぞ。

　だけど、お義父さんの話は大抵聞き入れてくれるのですから利用しない手はありません。

　ですが、公にお義父さんを連れていくことは避けねばならないのも事実。

　戦争を起こさないためには、メルロマルクに滞在しておかねばなりませんが、何も無意味に制約を掛ける必要もないのですぞ。

　必要な時、そう……利用させてもらうとしましょう。

　なに、近々ですな。シルトヴェルトに内通するというのは名案だと思いますぞ。

　未来を想像しやすくなりますな。

　最初のお義父さんが辿たどった道を推理しつつ、簡略化してお義父さん達を強くさせるのですぞ。

　あとはフィーロたんの入手ですな。

　どうしたらフィーロたんのごしゅじんさまに俺がなれるのでしょう？

　お義父さんがどこで購入したのかは雲を摑むような状況でわかりません。

　史実通りにすれば……もしかしたらどこで手に入るかわかるのかもしれませんが、それは俺の信念が許せませんな。

　お義父さんにつらく当たることなどできようはずもないのです。

　しかも赤豚とひと月も生活などしようものなら、おかしくなってしまうかもしれませんぞ。

　砂漠に落とした宝石を探すように、探してみるしかありません。

　そもそも……フィーロたんは、たとえ誰かのものとなっても、この元康なら確実に見つけられる確証がありますぞ。

　まずフィーロたんの色合いは実はかなり珍しいのですぞ。

　フィロリアル様は高確率で単色なのです。

　クイーンやキングになるとその辺りは如実です。

　ユキちゃんやコウ、サクラちゃんはもとより、クーやマリン、みどりだって基本の色が体の大半を占めます。

　他の色合いが交じることはありますがな。

　つまり……近いのはサクラちゃんの色合いですな。

　フィーロたんと真逆の桜色を基調にして白が混ざっております。

　ですがフィーロたんは白を基調に桜色になるのです。

　大きなフィロリアル様だって、この色合いなのですぞ。

　他に大きな違いというと、目の色ですな。

　体色と同じ色であることが多いですが、フィーロたんの目の色は青なのですぞ。

　つまり、フィーロたんがフィロリアル・クイーンになれずに誰かのものになってしまったとしても、この二つの点を意識すれば見つけることはできなくはないのですぞ。

　この元康、フィーロたんを見つけることを諦めない所存ですぞ。

　たとえ何年の歳月を掛けたとしても、フィーロたんを必ず見つけてみせましょう。

　方針は決まりましたぞ。

「グア！」

　フィロリアル様のお世話を終わり、俺は世話係をしている兵士に軽く挨拶をした後、城内にある建物の陰に足早に向かいましたぞ。

「「「ブブー！」」」

　ついてきていますな。

　ですが、お前等の追跡はここまでですぞ。

　建物の陰に入った直後、ポータルスピアを使って飛びますぞ。




　一瞬で視界が切り替わり、俺は広大なあのフィロリアル牧場の前に来たのですぞー！

「ごめんくださいですぞー」

　さっそくあのフィロリアル牧場の農夫に声を掛けましたぞ。

　今回は管理小屋にいましたぞ。

「誰だ？」

「客ですぞ」

「……で？　その客が何の用だ？」

「フィロリアル様が孵ふ化かする卵を譲ってほしいですぞ」

「お前……ここが何の牧場か知ってて言っているのか？」

　この辺りの問答は前回と同じですな。

　管理小屋に座っている生産者が片肘を突いて面倒そうに言います。

「しかし……」

　生産者が俺をじろじろと見つめておりますな。

　ああ、そういえば召喚された当初の服のままでしたな。

「お前変わった格好をしてるな？」

「服装は問題ないですぞ」

「それを決めるのはお前じゃねえだろ！」

　おや？　何やら突っ込まれてしまいましたぞ。

　ですが、俺は知ってますぞ。

　このフィロリアル生産者には、ちゃんとフィロリアル様への愛があるということを。

「とにかく、フィロリアル様の卵を売ってほしいのですぞ」

「だから言ってんだろうが、ここのフィロリアルを分けてやることはできねえって。どうしても欲しいなら他のところで産まれた卵を売ってやる」

「こだわりはないのですぞ。売ってくれるなら早く売ってほしいですぞ？」

「なんでそこまでしてフィロリアルが欲しいんだ？」

　どうやらこれはこの生産者なりの試験みたいなもののようですな。

　ですが俺の返答も変わりませんぞ。

　特に理由などありません。

　フィロリアル様が存在しているから、育てるのですぞ。

　そこに無駄な考察や理屈などは必要ありません。

　それが世界のルールなのですぞ。

　強いて言うのなら、フィロリアル様は愛で作られた高尚な神に等しき存在なのですぞ。

　だから俺はフィロリアル様を育て、愛めでるのです。

　フィロリアル様達は等しく息子であり、娘なのです。

　唯一の例外はフィーロたんと大きなフィロリアル様だけなのですぞ。

「フィロリアル様がいない世界など存在する価値のないものですぞ。そう……フィロリアル様こそ世界の至宝であり、俺にとって息をするために存在する空気のようなものなのですぞ」

「訳のわからんことを……そこまで欲するくせにこだわりがないのか？」

「フィロリアル様は等しく愛する存在ですぞ。そう……我が子のように、速い子も遅い子も、強い子も弱い子も、賢い子もおバカな子も等しく……それが、俺の存在する意味……」

「……本当にフィロリアルが好きなのか？」

「当たり前ですぞ」

　生産者が俺に真剣な眼を向けてきますぞ。

「じゃあ……問題を出そうじゃないか。それに答えられたら売ってやる」

　生産者は立ち上がって管理小屋から出ると、フィロリアル様の品種当てクイズをなさいました。

　この元康からしたら赤子の手を捻ひねるよりも容易い問題ばかりでしたぞ。

「すげえな……ここまでフィロリアルに造詣が深い奴は初めて見たぜ」

「ここのフィロリアル様は毎度思うのですが、故障しそうで危険な体調管理の部分がありますぞ、少々の体重増加程度なら気にしないのがいいですぞ」

「理想論を聞くつもりはねえよ。ならお前が、俺の渡した卵で証明してみせろ」

「わかりましたぞ！」

　前回は色々と忙しくてユキちゃん達の成長を見せることができませんでしたからな。

　この元康、約束はできる限り守る所存ですぞ。

「で？　予算はどれくらいで、何匹所望なんだ？」

　今回は支度金をもらっておりますから、前回よりもお金があります。

　ですが、お義父さんへの投資のためにそこまで割くわけにはいかないですな。

　俺は三本指を立てますぞ。

「三匹か……いいぜ、一匹は良いので残り二匹は安物でいいな？」

「問題ないですぞ」

　そう……フィロリアル様達に差別はしませんぞ。

　ですが、再会できるのならしたいと思うのが親心……。

　近隣のフィロリアルの卵を集めて保管している倉庫に案内されましたぞ。

　生産者は前回と同じくとっておきとばかりの一個を奥から、おまけの二個を手前の方から持ってきましたぞ。

「ダメですぞ」

「は？」

　そう、俺の記憶が正しいのなら生産者が選んだ卵は前回とは違う卵だったのですぞ。

「奥の方は右に一つ、手前のはこちらとこちらがいいですぞ」

　ユキちゃんとコウとサクラちゃんだと思おぼしき卵を俺は指定しましたぞ。

「それでいいのか？　こっちの方が組み合わせはいいぞ？」

　奥の方の卵を持ちながら生産者は答えました。

「問題ないのですぞ。どんな子でも愛しはしますが、今回、俺に囁きかけるのはこの子達ですぞ」

「ふむ……まあ、価値はこっちの方が低いからいいが、お前はホント変わった奴だな」

　生産者に渡された卵に触って、記憶にある感触を再確認しますぞ。

　……間違いなくユキちゃんとコウとサクラちゃんの卵ですぞ！

「ありがとうなのですぞ！」

「暇があったら見せに来い」

「了解ですぞ！　伝説のフィロリアル様に育ったこの子達を見せに来ますぞ！」

　今度こそ絶対に見せに来るのですぞ。

　いえ、ある程度環境が整ったらまた買いに来るのですぞ。

「ふん。伝説のフィロリアルとは大きく出やがって……楽しみにしてるぜ」

「では、さようならですぞ」

　こうして俺はユキちゃん達の卵を再度手に入れてメルロマルクに帰還したのですぞ。








十三話　証拠改竄






　メルロマルクの城にポータルで戻っった俺は、ユキちゃん達の卵を孵ふ化か器にセットして……魔物紋の登録を行いますぞ。

「コウの卵にも……」

　で、コウの登録を終えた後にサクラちゃんの卵を見ますぞ。

　……うーん。

　サクラちゃんはお義と父うさんに一番懐なついていたフィロリアル様ですぞ。

　元々、お義父さんの護衛を任せていたのもありますしな。

　お義父さんととても仲睦むつまじくしている姿が脳裏に焼き付いております。

　この元もと康やすは知っています。

　お義父さんはみんなにＬｖ上げをしてもらった所せ為いで、少し遠慮がちになってしまわれていたのです。

　ここで共に成長し、お義父さんを守ってくださるサクラちゃんがいたら、もう少し遠慮せずにいてくださるかもしれませんな。

　うん。少しユキちゃん達より遅れてしまいますが、サクラちゃんはお義父さん専用のフィロリアル様として契約せずに残しておきましょう。

　ということでサクラちゃんはお義父さんに登録してもらいましょう。

「「ブブー！」」

　ん？　何やら不快な鳴き声に振りかえると、豚がこちらを指差して近づいてきましたぞ。

　さっきまでの幸せな気持ちが台無しですな。

　近寄るな汚らわしい。

　そう思いながら辺りを見渡すと、大分日が傾いているのに気が付きましたぞ。

　そろそろ宿をとって休んだ方がよさそうですな。

　豚共を完全に無視して、俺は卵を隠し持ち、初日に泊まった宿に向かったのですぞ。

　あとは恒例の夜の酒場で待っていると赤豚がやってきたので、適当に相手をした後に罵ば倒とうしてやりましたぞ。

「ブブー！　ブブブブブブヒ！」

　ブーブーうるさいですな。

　今ここで消してやろうか？

　そうは思うのですが、ここで赤豚を消したら俺の知らない未来になることは容易く想像できますな。

　クズのことです、赤豚が行方知れずになってそれを捜しているお義父さんを見て、仲間に逃げられるなどなんと愚かな勇者だとか馬鹿にすることは請け合いですな。

　下手をすれば娘をどこへやったとか因縁をつけて、あらぬ罪を被かぶせる可能性は大いにあります。

　俺は前回のお義父さんの言ったことを守りますぞ。

　ここで赤豚を消すのは特別に我慢してあげましょう。

「ブヒブヒ！」

「しつこいですぞ。いつまで鳴き喚わめいていても、俺はお前に騙だまされたりしませんぞ。この泥棒豚！」

　お前が生きることができるのはお義父さんの慈悲だということを知れ！　ですぞ。

　俺の罵倒にブヒブヒと喚き、激怒しながら赤豚は逃げるように去っていきましたぞ。

　その足で樹いつきのもとへ行くのですな。

　まったく……どうにかしてこの赤豚を未来に干渉せずに消す方法はありませんかな？

　歯がゆいものですな。

　お義父さんの言葉があるので、赤豚は消すことが難しい奴なのですぞ。

　どうにかして史実に近づけつつ、消しても問題ない時期はありませんかな？

　俺も最初の世界の戦いを思い出すと、今でも苦い思いがします。

　霊亀に勝てると思って突撃し、豚共に逃げられて敗北、しばらく意識不明で治療院にいた後、逃亡の果てにいつまでも追いかけていたのですからな。

　自分のことしか考えられない豚を追いかけても時間の無駄ですぞ。

　心をすり減らした俺は……フィーロたんに励ましてもらったのですぞ。

　あの後、俺は幸福な気持ち……真の愛に目覚めたのですな。

　そういう意味で赤豚は大いに役に立ったので、慈悲を掛けて苦しまないように処刑してやりましょう。

　赤豚を早期に消しても問題のないポイントを見つける方法を模索しなくてはなりません。

　未来の知識を役に立てるよう……お義父さんの言葉を実践するために俺は、これまで知らずにいたことを学習せねばならないのですぞ。

　もしも次のループに至った場合、俺がすべきことは召喚されてからの数日間でお義父さんや錬れん、樹がどこにいるかを知ることです。

　どうやら俺達に紹介された仲間達は、それとなくお義父さんと他の勇者達が仲良くできないように、冤えん罪ざいをでっち上げるまで距離を取らせる役目を持っていたようですからな。

　ループしてから最初の周回でお義父さんに近づこうとしたら尽ことごとく妨害されましたが、クールを気取ってお義父さんに近づかずにいたら何事もなくついてくるだけでしたぞ。

　宿の方は勝手に部屋を用意して泊まったようですがな。

　勇者同士の連携を取らせないように妨害しているのは事実。

　お義父さんが得意の、相手が嫌がることをするのが争いに勝つ手段ですぞ。

　勇者同士が仲良くする未来を得るために、今回は知識を蓄えます。

　もちろん、この周回を無駄にするつもりはありませんぞ。

　フィーロたんを見つけて、ごしゅじんさまになる夢はまだ諦めたわけではないですからな。

　派手に動かずに金銭を手に入れる方法などいくらでもありますぞ。

　まあ、これを実行に移すのはもう少し後の話ですな。

　幸いにしてこの元康、魔物商が持っているフィロリアル様の卵は全部購入したので、匂いと感触で誰が産まれるかなんとなくわかるのですぞ。

　まあ、前回の周回で品種こそ違えどクー達の卵がなかったので時期によるのでしょうがな。

　となれば足あし繁しげく通って見知らぬフィロリアル様の卵を見つけていくしかありませんな。

　そもそも前回の周回では既にクロちゃんの卵もありませんでしたし、タイミングが重要なのは事実ですな。

「さて……では寝ますかな」

　宿に戻った俺はユキちゃん達の卵を抱きしめながら就寝しましたぞ。




　翌朝。

　やはり赤豚を罵倒したので呼び出しがありませんでしたな。

　なので、前々回の時よりも早く城に行きましたぞ。

　城の方へ行くと兵士共が焦った表情で出迎えましたぞ。

「こんな早朝に何のご用でしょうか？」

「用がなくては城に来てはいけないのですかな？」

「少々立て込んでおりますので、日が昇り切ってからのお越しをお願い致します」

　というところで後ろから馬車で錬達が不快そうにやってきましたぞ。

「お？　元康じゃないか。お前も呼ばれたのか？」

「……そうですぞ」

　ここは錬の会話に乗った方が強引な手段を使わずに入れますな。

　俺が道を遮る兵士の方を見ると、俺を無視したまま錬だけを城に入れることができそうにないのを悟ったのか青い顔をしておりますぞ。

「どうしたんだ？」

「……どうぞお通りください、剣の勇者様」

「元康は？　俺と同じように呼ばれたんだろ？」

「そうですな。俺は入れてくれないのですかな？」

「……」

　困惑した様子で兵士が顔を見合わせておりますな。

　そんな態度では錬に不信がられますぞ？

「どうしたんだ？　それとも元康は呼ばず俺だけを呼ぶのに何か理由があるのか？」

「いえ……わかりました。お通りください、槍の勇者様」

「では通りますぞ」

　これは収穫ですな。

　錬達が来る時間に合わせて行けば強行突破せずに済みますぞ。

「元康、お前の仲間は？」

「宿で寝てますぞ。よく寝ていたので起こしては悪いと思って、俺一人で来たのですぞ」

「そうか……」

「錬はどこに泊まっていたのですかな？」

「俺か？　俺は城下町から二つ先の村で休んでいたら呼び出された」

「ほう……具体的にどこの村ですかな？」

　メルロマルクの地図を頭に思い浮かべますぞ。

　城下町から二つ先の村というとある程度絞られますな。

　この中で一日で行ける範囲となると二つか三つに絞れます。

「それは──」

　どうやら錬は城下町から南東方面に移動していたようですな。

　そういえば前……最初の世界で話し合って狩り場が競合しないようにしたのを思い出しましたぞ。

　なるほど、これは覚えておいた方がいいですな。

　今は赤豚に取りこまれてしまっているので、聞き出すのはもう少し先になりそうですな。

　城内を進み、玉座の間へ行くと赤豚と樹、そしてクズが待っていましたぞ。

「旅立てと言った翌日の早朝に呼び出しなんて……いきなりなんなんだ？」

　錬の隣に俺が立っているのを見るなり、クズと樹が不快そうな顔をしますな。

　ですが、事情を説明することを優先したようですぞ。

　赤豚が目から汚物を流しながらブヒブヒ鳴いて錬に話をしております。

　苦い思い出ですな。何度思い出しても嫌な気持ちにしかなりません。

　俺が泊まっている宿に赤豚がやってきて、お義父さんに強ごう姦かんされそうになったと泣きついてきたのですな。

　その後、赤豚が城に通報しようと提案してきて、城へ行くとクズが事態を深刻に捉える演技で樹と錬を呼び出すのでしたか。

　あとは赤豚が『盾の勇者に強姦されそうになりました。私、怖くって……』とか『どうかあの強姦魔から私を助けてください』とか喚くのですぞ。

　その演技がすごく上う手まくて、錬も樹も許せないと憤慨したのでしたな。




　赤豚は錬に過剰なほど接近して汚物を流しながら何やらブヒブヒ騒いでおります。

　そして赤豚は俺を指差して鳴きますぞ。

「元康、この子を豚と罵ののしったっていうのは本当か？」

「豚は豚ですな。他者を陥れ、悪事を隠す。これを豚と言わず何を豚と言うのですかな？」

「悪事を隠す？」

「ブヒ、ブヒ」

　錬が眉を寄せると赤豚は俺と錬の間に入って、俺を突き飛ばそうとしましたぞ。

　ですが、俺はビクともしませんな。俺の強さを理解していないのですな。

　おい、ちゃんと人間の言葉を話すのですぞ。

　どうせ何か噓うそを言っているのでしょう。

　聞いていたら耳が腐りそうですな。

　それとなく錬の隣に立ち続けます。

　樹がずっと俺を睨にらんでいますな。

「何か言いたいことがあるのですかな？」

「昨日から思っていたのですが、女性を豚と罵るとは何なんですか！　彼女は人間なんですよ」

「ははは、ご冗談を」

「何がおかしいんですか！」

　相変わらず樹は道化ですなぁ。

　盗品のくさりかたびらを着用して正義面づらとは、滑稽にもほどがありますぞ。

「そう思うのなら、そのくさりかたびらがどこで販売されたか調べた方がいいですな」

「これはマインさんからいただいたものです」

「だからそれが盗品だと言っているのですぞ」

「適当なことを言わないでください。証拠はあるんですか！」

「この国の武器や防具には銘と管理番号があるのですぞ」

　そう、これは俺も後で知る事実ですぞ。

　職人が作ったものなのですから銘があるのは当然のことであり、メルロマルクでは武具には管理番号を振るルールがあるのですぞ。

　盗品で被害届が出た品だった場合は御用になる仕組みですな。

　もちろん、番号を振らずに売買している品もあるでしょうが、そういう品は盗まれても文句は言えません。

　そして、あのくさりかたびらには管理番号が振られているのですぞ。

「そのくさりかたびらをどこで誰が買ったか──」

「ブー！　ブヒブヒ！」

　俺が証拠を提示しようとした途端、赤豚が間に入って大きな声で遮りました。

「邪魔をするな赤豚！」

　ドンと突き飛ばして俺は樹に言います。

「わかるようになっているのですぞ」

「……本当なのですか？」

　樹がクズと赤豚にそう尋ねる。

　するとクズは顎あごを一度だけ撫なでると。

「ではカワスミ殿、そのくさりかたびらを見せてもらえませぬか？　照合してみましょう」

　兵士がお盆を持って樹の前に持っていきますぞ。

　樹は渋々くさりかたびらを脱いでお盆に載せます。

　その後……兵士が一度クズのもとへ行き、照合を始めましたぞ。

「どうやら資料によればこのくさりかたびらは我が城の倉庫にあったものであるようじゃ！」

　このクズ！　資料の捏ねつ造ぞうをしたようですな！

　そういうことを考える知恵だけは回るようですぞ。

「城から盗んだのは変わりませんな」

「ブヒー！　ブヒブヒ！」

　そこで赤豚がスタッと立ち上がって優雅を気取った愚かな歩調で歩きながら何やら騒ぎましたぞ。

「ブヒ！　ブヒブヒブヒブヒ……」

「なるほど……マインさんは王女だったのですか。それなら城のものは確かにマインさんのものになりますね」

　くっ……証拠の捏造と、自身の身分を開示して泥棒ではないと主張したのでしょう。

　樹は完全に赤豚とクズの妄言を信じてしまったようですな。

　ですが……錬はこのやり取りに関して疑惑の目を向けているご様子。

「……俺には関係ないな」

　とはいえ、錬はここでお義父さんの味方はしないでしょうな。

「ですから元康さん！　彼女は豚ではありませんし、悪でもありません。城のものを善意で元康さんにあげようとしただけではないですか。それに対してこの行い、許されるものではありませんよ」

「なんと言おうと豚は豚ですぞ。そもそも豚の親が照合したのでは信用するに足りませんな」

「なんですって！」

「王女だというのがなおのこと性た質ちが悪いですぞ。王女ならば証拠の改かい竄ざんなど容易いですからな」

　よくあるではありませんか。

　金持ちの子供が犯罪を犯した時に、親が権力を使って揉もみ消すという話が。

　まさにそれですな。

　それに現代の法律では家族の証言は証拠能力が低いと聞きますぞ。

　まあ、この世界で適用するかは知りませんが。

「……元康の言い分にも一理あるな」

「錬さんはどっちの味方なんですか！」

「ふん、俺はどっちの味方でもない。だが、元康の言い分にも筋がある。一介の冒険者だったのなら王様の言葉も信用できるが、娘となれば話は別だ。それに本当に国や王女が尚なお文ふみを陥れているとしたら、さっきの証拠は改竄される」

　と、錬が答えるとクズが口を挟みました。

「ふむ、槍の勇者殿、此こ度たびの謁えっ見けんは終わりじゃ。どうかお引き取り願おう」

「お断りしますぞ」

　錬の言葉を聞いたクズは焦りを感じたのか、俺を追い出す方向に持っていこうとしているようですぞ。

　もちろん出ていくつもりなどありません。

　この後、何があるのか知っていますからな。

「お引き取り願います！」

　兵士共が俺に群がってきて追い出そうとしてますな。

「触るな。下衆共」

　槍で軽く薙なぎ払って散らしますぞ。

「元康さん！　いい加減にしないと──」

　などとやり取りをしているとインナー姿のお義父さんが兵士に連行されてきましたぞ。

　やはり黙っているとこうなってしまうのですな。

　早くこんな気分の悪い茶番から救い出さねば！

「マイン！」

　クズや樹がお義父さんを睨む。

　錬は沈黙を貫いておりますな。

「な、なんだよ。その態度」

　今すぐにでもお義父さんを助けたいと思います。

　ですが、タイミングを計らねばなりません。

「……元康さんとの話が終わっていませんが、しょうがありません。本当に身に覚えがないのですか？」

「身に覚えってなんだよ……って、あー！」

　お義父さんが、樹が持っているくさりかたびらを指差しましたぞ。

　察する能力はやはり高いですな。

　この光景、何度見ても心が張り裂けそうになりますぞ。

　兵士共が必ず邪魔をしますな。

　いい加減にしないと殺しますぞ？

　あの燻くん製せいのように！

「お前が枕荒らしだったのか！」

「誰が枕荒らしですか！　尚文さん。まさかこんな外道だったとは思いもしませんでした！」

「外道？　何のことだ？」












「邪魔ですな」

　兵士を薙ぎ払うと一瞬だけ錬と樹がこちらを向きますぞ。

　ですが、お義父さんは頭が真っ白になっているのか見えていないご様子。

「して、盾の勇者の罪状は？」

　俺がお義父さんの味方をしようとしているのを理解したのか、兵士が薙ぎ払われても即座に立ちあがって邪魔をしますな。

　加減しているのを理解しているのですかな？

「罪状？　何のことだ？」

「ブブブ……ブブ……ブブブブブブブ」

「は？」

「ブブブブブブブブブブ！」

　まあ、どんなにお前等がお義父さんを地獄に落とす計画を立てようとも、この元康が阻止してみせます。

　俺は知っております。

　本当のお義父さんがどれだけ優しい方か。

　俺は知っております。

　たとえつらい経験をなさっても、その優しさが損なわれることはないことを。

　俺は知っております。

　知らずにお義父さんを冤罪に陥れ、弾劾して追い詰めた俺を、口では拒んでも受け入れてくれたその海のように大きな度量を。

　俺は知っております。

　心の底から助けを求める者のために尽力することを。

　俺は知っております。

　お義父さんのそんな優しさにみんな力を貸したいと……世界のためではなくお義父さんのためにがんばっていたのだと。

　そんなお義父さんに俺は恩を返さねばなりません。

　何度ループしようとも、お義父さんから受けたご恩を返すのが俺の使命。

「ブブブブブブブブブブ！」

「え？」

「何言ってんだ？　昨日、飯を食い終わった後は部屋で寝てただけだぞ」

「噓です！　じゃあなんでマインさんはこんなに泣いているのですか！」

　そんなの決まっているではありませんか。

　自分のことしか考えていないからですぞ。

「豚ですからな。噓泣きでしょう」

「貴方あなたは黙っていてください！」

　む、怒られてしまいました。

　もっとも、樹の言葉などまるで耳に入ってきませんがな。

　お義父さんの怒りに比べれば樹の憤慨などゴミも同然。

「なぜお前がマインを庇かばってるんだ？　というかそのくさりかたびらはどこで手に入れた」

「ああ、昨日みんなで酒を飲んでいると、マインさんが酒場に顔を出したんです。しばらく飲み交わしていると、僕にプレゼントだと言ってこのくさりかたびらをくれました。それに……このくさりかたびらは城にあったものです」

「そんな……」

　お義父さんが言葉に迷っているようですな。

　確かに同じ品が城にあったと言われたら、ありえるかもしれないと思うのも事実。

「そうだ！　王様！　俺、枕荒らしに遭って、寝込みに全財産と盾以外の装備品を全部盗まれてしまいました！　どうか犯人を捕まえてください」

「黙れ外道！　嫌がる我が国民に性行為を強要するとは許されざる蛮行。勇者でなければ即刻処刑ものだ！」

「……」

　錬が何かを理解したように目をつむりましたぞ。

「だから誤解だって言ってるじゃないですか！　俺はやってない！」

　そして……お義父さんの表情が怒りに染まりました。

「お前！　支度金と装備が目当てであらぬ罪を擦なすりつけたんだな！」

「はっ！　性犯罪者が何を言っているんですか」

「ふざけんじゃねえ！　どうせ最初から俺の金が目当てだったんだろ。仲間に装備を行き渡らせるために示し合わせたんだ！」

　さて、そろそろでしょう。

　まるでお義父さんが陥れられるのを、俺が待っていたかのような不快な気分になりますが、今助けますぞ。

　俺は両手に持っている槍に力を込めました。

「……茶番にしか見えないな」

　錬がそう呟つぶやくと同時に俺が邪魔をする兵士達を薙ぎ払いますぞ。

「邪魔ですぞ！　ブリューナク！」

　ここで消し炭にするのは印象の面で悪いからしょうがありませんな。手加減してやりますぞ。

「「ぐはあああああああああああああ！」」

　俺はお義父さんを捕らえる兵士を槍の柄で突き飛ばしますぞ。

「……え？」

「俺はお義父さんを信じています。お義父さんはやっていません。これは陰謀です」

　槍をくるくると旋回させて、俺はクズと樹達に向けます。

「鬼のいぬ間にやりたい放題なのでしょうが、今のこの国を見て、女王がなんと言いますかな？」

「く……貴様！」

　陰謀を邪魔されて怒りのクズは俺を睨みます。

　直後、俺の耳に疑問形の言葉を発する人物の声が響きました。

「……女王？」

　振り返ると錬でした。

　ふむ、今回の錬はなぜだか知りませんが、俺の話を拾ってくれている様子。

　もしかしたら説得できるかもしれませんな。

　ですが、今はお義父さんを助けるのが先決。

「ここでお義父さんを庇うのは、二度目ですな。なので、同じ言葉を使いましょう……」

　お義父さんが呆あっ気けに取られるように顔を上げます。




「未来からあなたに恩を返しに来ました、お義父さん」








十四話　戦争回避






　俺とお義と父うさんを睨にらみつけてくるクズと赤豚、そして樹いつきと国の兵士共。

　さて……どうしますかな？

　お義父さんを罠わなに掛ける不届き者達ではありますが、下手に手を出しては戦争になりかねませんぞ。

　それでは元の木もく阿あ弥みですな。

「お義父さん、どうか嘆かないでほしいのですぞ。あなたは一人ではありません。たとえ世界が敵に回ったとしてもこの元もと康やす、お義父さんの味方ですぞ」

「き、北きた村むらくん……？」

　俺はお義父さんを立たせてからクズ達を睨みつけます。

「くだらないな」

　そこで淡々と……興味なさげに、錬れんが玉座の間から立ち去ろうとしています。

「錬さん！　どういう意味ですか？」

「元康の意見にも筋があると思っただけだ……王女とはいえ女一人の証言で尚なお文ふみを罰するのは限度がある。昨日からのやり取りを見ていると、城の連中が最初から決まっていたことをなぞっているようにも思えるしな」

　お義父さんがポカーンと俺と錬を見つめます。

「勘違いするなよ。俺は別に尚文が正しいとは言ってない。それでも盾の勇者が弱いことにしたがったり、元康が尚文に優しくしようとする度に遮ったりしていたら城の連中を疑いたくもなる」

「ぐぬ……」

「ブブー！　ブブブブブ！」

　赤豚が何か喚わめきながらお義父さんを指差します。

　そして樹と錬に向かって何やら懇願しているようでした。

　樹はお義父さんの方を見て怒りを露あらわにし、錬は淡々と見つめているだけです。

「俺はしていない！」

「……どちらにしても尚文を罰するには証拠が足りない。騒ぎたいなら勝手にやっていればいい。時間の無駄だ。くだらないことで呼ぶんじゃない」

　不愉快そうに、錬は立ち去っていきました。

　錬の後を仲間達が追います。

　半信半疑だった錬が、問答によってどちらに非があるのかなんとなく察したようですな。

　良い傾向ですが、少々危険にも感じますぞ。

　慎重に動かねば錬が暗殺されかねないのは変わりませんな。

　まあ、錬のことですし……まだ問題はないと思うことにしましょう。

「ブブブブブブ！」

　赤豚が喚いていますな。

　思い通りにならずにキレているのですかな？

　正体を現した、ということでしょう。

　醜い、実に醜い姿ですな。

　こんな下品な物体をお義父さんに長く見せてはいられません。

「待て！　まだ盾の勇者の嫌疑は晴れておらんぞ！」

　クズがまだ騒いでおりますな。いい加減殺しますかな？

「俺はともかく、錬の言うことを少しは聞いたらどうですかな？　お義父さんを罰するには証拠不十分なのですぞ。いい加減にしないと……メルロマルクの悪評を他国に俺が流布しますぞ」

「ぐぬ……」

　ここまで言えばさすがにクズも黙るしかできませんぞ。

「さ、お義父さん、ここから出ましょう。ここでは何を言っても無意味ですぞ」

　お義父さんの手を取って、俺達は玉座の間から出ます。

「あ……うん」

　城を出るまでの間に兵士共が不快そうに俺達を睨んでいましたが、俺が睨み返すとサッと視線を逸そらしますぞ。

「えっと……助けてくれてありがとう北村……いや、元康くん」

「どうってことはありませんぞ。俺はお義父さんを信じているだけですぞ」

「うん……俺はやってない。昨日は酒なんて飲んでないし宿で休んでいただけだ」

　インナー姿のお義父さんと城下町の広場で話をします。

　これも前にありましたな。

　俺はお義父さんを救ってあげることができたのでしょうか？

　肩を持つことで却かえって命の危険を増やす羽目になっているのではないかと心配になってしまいます。

「元康くん？」

「少し、人のいない場所で話を聞いてほしいのですぞ」

「え？　うん……いいけど。どうせ俺だけじゃ戦えないし」

「そうですな。ついでに服……がいいですな。お義父さんが一人ではないのを俺は知っていますぞ」

　できる限り弱そうに見せるために、お義父さんには安く見える服を着ていただいた方がいいかもしれません。

「どこへ行くの？」

「インナー姿ではいけませんぞ。今すぐ装備を買いに行くのですぞ。なに、金は俺がもつので安心していいですぞ」

「お金ならあるから大丈夫！」

　おや？　前々回とは違ってお義父さんはお金を持っているのですかな？

　盾の内側の方に手を入れたお義父さんが銀貨を見せてくださいます。

　これは……確か最初の世界で俺に銀貨を投げたことがありました。

　そのお金ですぞ。

　念には念をと準備しているお義父さんの思慮深さに脱帽です。

「元康くん。な、なんで泣いてるの？」

「色々とあるのですぞ。ささ、行きましょう！　お義父さんの防具を買うのですぞ」

「う、うん」

　こうして俺は朝早くから開店していた、お義父さんが贔ひい屓きにしていたらしい武器屋に顔を出したのですぞ。

　店に入った後のやり取りは前々回と大きな変化はありませんな。

　店の親父さんがお義父さんに詰め寄り、お義父さんの人柄からお義父さんを信じてくださいます。

「そんで？　アンちゃんは何を着るんだ？」

「それよりもまず、店の奥でもいいのでお義父さんと話がしたいのですぞ」

「ん？　まあ、いいが……」

　親父さんが店の奥へと案内してくださいました。

　そして奥の部屋に椅子を準備してくださいましたぞ。

「話が終わったら店の方に来てくれよ」

　店の親父さんが気を利かせて出ていかれました。

「どうしたの元康くん？」

「まずはお義父さんに色々と事情、武器の強化方法、今後の方針を話そうと思いますぞ」

「あ？　あ……うん」

　きょとんとした表情でお義父さんは頷うなずきます。

「まずはお義父さんに大事な話をするのですぞ」

「何？　未来からループしたって話は……俄にわかには信じがたいけど」

「本当のことなのですぞ」

「じゃあ！　なんで俺の冤えん罪ざいのことを教えてくれなかったの!?」

　お義父さんが叫ぶように俺に詰め寄ってきました。

　俺は……そのお義父さんの怒りをそのまま受け止めます。

「それは……すいません。前回のループでは召喚された直後に言いました。この国はお義父さんを罠に嵌はめて無一文で追い出すと……そして国の事情……盾の勇者はこの国メルロマルクの敵国で信仰されている勇者であると言ったのですぞ」

「え？」

　お義父さんは呆あっ気けに取られたようにポカーンとしておられます。

　そういえばそうですな。

　この時点のお義父さんは、メルロマルクが人間の国で亜人達を差別していることを知りません。

　そして亜人達が盾の勇者を崇拝していることも知っているはずがないのですぞ。

「なんで教えてくれなかったんだ！」

「この話には続きがあるのですぞ……そう騒いだ夜……俺は城で罠に掛けられ、お義父さんは騙だまされて馬車で連れ去られたのですぞ」

「……」

「やっとのことで追いついた時には、お義父さんはメルロマルクの兵に殺される寸前でした。それが召喚された初日に起こった出来事ですぞ」

「初日……うん、考えてみれば元康くんは最初からずっと俺を気に掛けてくれていたよね。仲間ができなかった時も、俺に自分の仲間を押しつけようとしていたり……武器の強化方法を教えてくれようとしたり、強くなる方法を教えようともしてくれたね。女性が親しげに話しかけてきているのにすごく不快そうだったのは意味があったんだね」

　さすがお義父さん。

　俺の言葉から何もかも察してくださりました。

　それにしても女性ですか。

「アレは豚ですぞ」

「豚って……」

「豚は豚なのですぞ。自分最優先で、人を利用することしか考えず、用が済んだらポイ捨てする下劣な生命体共ですぞ」

「あー……うん。元康くんが女性を豚と言う意味がなんとなくわかったよ。それで？」

「翌日からひっきりなしにお義父さんを狙う刺客がやってきて、俺達はお義父さんを信仰する亜人の国シルトヴェルトの使者の勧誘を受け入れて、シルトヴェルトに向けて進んでいったのですぞ」

　俺はお義父さんに前回の出来事を細かく説明していきました。

　国境の砦とりでを越えたこと、刺客を倒したこと、立ち寄った町が襲われたこと。

　短い旅でしたが色々なことがありました。

「で……？　シルトヴェルトって国に着いた俺はどうしたの？　この国に復ふく讐しゅうしようとかしたわけ？」

「お義父さんはそのような真似はしなかったのですぞ。信じてくれる人がいるからと、水に流したのですぞ」

「……凄すごいね。まあ、今の俺も諦めに近い気持ちだから……どちらかといえば、少しでもアイツ等に関わりたくないって思うよ」

「最初にループした時も、俺はお義父さんをこうして守ったのですぞ。その時、俺はお義父さんが幸せになるようにシルトヴェルトの使者にお義父さんを預けて……」

　おそらく、メルロマルクの国境で殺されたのだろうという経緯を説明しました。

　先にシルトヴェルトに行った時の出来事で補足していたので、お義父さんもすんなりのみ込めたようです。

「そりゃあそうだよね。都合がとても悪いから……そこを突破してシルトヴェルトって国に行ったのが前回なんだね」

「そうですぞ」

「じゃあなんで今回は俺にほとんど何も……というか変な話ばかりしたの？」

「変な話とはなんですかな？」

「未来の奥さんが男とか鳥とか二転三転して、挙句、鳥の子供がいるとか」

「それは……俺がループする前の出来事なのですぞ」

「どういうこと？」

　俺は深々と頭を下げますぞ。

　そう、いくら謝罪しても俺が犯した罪は消えることはないのですぞ。

「元康くん？」

「お義父さんが冤罪に陥れられた時、お義父さんを赤豚と共に責めた樹がいたあの場所には俺がいたのですぞ」

「え……？」

「その後、お義父さんは無一文で、誰も味方がおらずに追い出され、コツコツと努力して自らの無実を証明する偉業を成し遂げ、あのクズとこの国の宗教を潰つぶすことに成功するのですぞ」

「話が飛んでる！　俺が質問したところが全然出てこない！」

「その後、お義父さんは傷心から男と寝ようとして逃げられました」

「じゃあ娘ってのは？」

「お義父さんが魔物商から購入し、育てたフィロリアル様、フィーロたんですぞ」

　俺の言葉を聞いて、お義父さんががっくりと力を弱め、すぐに口を開きました。

「実の子じゃないの!?　しかも魔物ってことはそれってペットだよね！　そんな風に言われたら勘違いするよ！」

　お義父さんが呆あきれた様子で言いました。

　ペット？　フィーロたんがペット……？

　俺の脳内に、トゲ付きの首輪を嵌めたフィーロたんが上目遣いで俺を見る姿が浮かびます。

　何やらゾクゾクとしますな！

「うん。話はわかったから……それで……というか元康くん、ループしているなら覚えておいて」

「なにをですかな？」

「召喚された当時の俺はノーマルなんだから、そういう変な話をしない。信じたくても疑うよ。というか、たとえ真実だと思っても否定する心理が働いちゃう」

「なるほど、わかりましたぞ」

　つまりお義父さんは男と寝ているとかその辺りが気になって信じてくれないのですな。

　俺はフィロリアル様なら性別など関係ありませんけどな。

「せめて養子と言って、君の好きな子を引き取った、とか説明した方がいい。それなら、多分納得できると思う」

　と、お義父さんは注意点を教えてくださいました。

　なるほど、養子ならば娘でも問題ありませんな。

　フィーロたんはペットじゃありませんぞ。

　この元康、お義父さんの言葉を脳髄に焼き付けました。

「で？　なんで俺が罠に掛けられるのを見過ごしたの？」

「それは未来のお義父さんに言われたのですぞ。未来の知識が役に立つように立ち回ってほしいと」

「ふむ……なんでそんなことを言ったわけ？」

「お義父さんがシルトヴェルトに行くと、色んな国と戦争になって、波と戦うどころではなくなってしまったからなのですぞ」

「え？　でも俺は復讐をしないようにしていたんだよね？」

「はい。ですが──」

　俺はお義父さんに前回のループで起こった問題……タクトやツメの勇者に化けていた狐きつねの魔物、そしてシルドフリーデンとメルロマルクとの戦争を説明したのですぞ。

　挙句、最後は樹が殺されてループしたと説明しました。

「それだけ大規模な戦争に……俺がシルトヴェルトに行くことによって、なってしまう……」

　事の大きさにお義父さんが言葉を失っております。

「行きますかな？　お義父さんが望むのなら今度こそは上う手まくやってみせますぞ」

　次こそはタクトを含めて逃がさず全滅させてみせますぞ。

　そうすれば戦争など起こりえませんからな。

　これもまたループした知識をしっかりと利用したことになるでしょう。

「確かに後々の流れを知っている元康くんがいるなら、前よりは良い展開にできるかもしれないけど……」

　俺の言葉にお義父さんは顔を曇らせますぞ。

「いや……元康くんの考えは正しいと思うよ。それだけの問題が起こるのを避けるのに三ヶ月我慢するだけでいいのなら、こっちの方がやり甲が斐いがあるよ。余計な波風が立たないならね……俺は戦争をやるために異世界に召喚されたわけじゃないもんね」

「わかりました」

「戦争が起こらないように立ちまわる。まさしく未来から来たって感じだね」

「そうですぞ。この元康、お義父さんのためなら何でも致しますぞ」

「で？　元康くんは、俺と一緒にこのメルロマルクに留まってループしないようにしたいんだね」

「はい、ですぞ」

　お義父さんは椅子に座って足をのばしますぞ。

「三ヶ月後にあの王とマインが痛い目に遭うのか……楽しみに待つしかないね」

「はい。強引に力で解決しないでほしいと言われました」

「わかったよ。それまでの間、少しずつ強くなっていけばいいんだね」

「できる限り目立たぬように強くなればいいのですぞ。なに、強化方法は俺が教えますぞ」

「うん、ありがとう。よろしく頼むね」

　というところで懐からパキパキと音がし始めましたぞ。

　俺は懐から卵を出しました。

　今まさにユキちゃんとコウが孵かえろうとしているようですぞ。

「もしかして元康くん、支度金でフィロリアルの卵を買ったの？」

「そうですぞ」

　やがてピキピキと音を立ててユキちゃんとコウが卵から顔を覗のぞかせますぞ。

「ピイ！」

「うわぁ……可愛かわいいね」

　ユキちゃん達が元気よく卵から姿を現して俺の手に乗り、お義父さんが覗きこみますぞ。

「これが、町で馬車を引いている魔物に育つんだ……」

　お義父さんは不思議そうに見ております。

　この時点でフィロリアル様をよく知らないのですから仕方ありませんな。

　フィロリアル様は不可思議な存在なのですぞ。

　だからこそ、この元康が求めてやまないのですがな。

「名前はもう決まってるの？」

「そうですぞ。この子達の名前は未来のお義父さんが名付けてくださったのですぞ」

「そうなんだ？　どんな名前？」

「当ててみるといいかもしれませんな？　ちなみにこの二人はシロちゃんやきいろ、ヒヨという名前ではないですぞ。白い子はメスで、黄色い子はオスですぞ」

「んー……」

　お義父さんは元気に跳ねるユキちゃんとコウを見ながら考えますな。

「こっちの子は白くて雪みたいだからユキちゃんで、そっちの子は黄色からとってコウかな？」

「さすがお義父さん。当たりですぞ」

「そう？　結構悩んだけど当たってよかったよ。こういう部分でもループって関係あるのかな……」

「「ピイ！」」

　ユキちゃんとコウが元気よく跳ねましたぞ。

「さて……ではお義父さんの護衛をしていた子の登録をお義父さんにしてもらいますかな」

　俺は孵ふ化かしていないサクラちゃんの卵をお義父さんに見せますぞ。

「この子はサクラちゃん。まだ魔物紋の登録をせずにいる子ですぞ」

「これを俺にくれるの？」

「サクラちゃんはお義父さんにとても懐なついておりました。今回はお義父さんを主人にさせてあげた方がいいかと思って残しておいたのですぞ。一緒に力を付けてほしいですぞ」

「あ、ありがとう……」

　お義父さんはサクラちゃんの卵を受け取りましたぞ。

「登録のやり方はわかりますかな？」

「この卵に塗られた紋様に血を塗るんだっけ？」

「そうですぞ。あとは孵化器に入れて一日すればサクラちゃんが孵るのですぞ」

「へー……まあ、仲間が得られない状況なら頼もしい仲間になってくれるかな？」

　お義父さんは武器屋の親父さんに刃物を借り、指を軽く切って登録を完了しましたぞ。

「で？　これからどうする？」

「そうですな……最初の世界のお義父さんはこの後……」

　そこで俺は考えますぞ。

　おかしいですな。

　お義父さんが何をしていたのかトンと出てきませんぞ。

　いや、お姉さんを購入してチビチビとＬｖを上げていたのは察することはできたのですが、それ以外は何をしていましたかな？

「元康くん？」

　奴隷を連れてよく行商していたのは覚えております。

　商品も……確か薬の類たぐいを販売していたのではなかったかと思いますな。

「ループ前のお義父さんは行商をしてお金を稼いでおりましたな」

「行商？　それっていろんなところを巡って物を売り歩いていたの？」

「そうですぞ。フィーロたんを連れて各地を転々と売り歩いていたのを覚えています。豚を追いかけていた頃の俺をよく撥はねていきました」

　今でも思い出せますな。

　フィーロたんは俺の顔を見ると獰どう猛もうな声を上げて蹴り上げていきました。

　あの痛みは俺とフィーロたんを結ぶ絆なのですぞ。

「うっとりとした表情で言ってるけど、凄いことしてない？　というか、撥ねていく……？」

「アレこそフィーロたんの叱しっ咤たであり、愛……」

「おーい元康くん？　戻ってきてー」

「「ピイ！」」

「ダメだ……思い出に浸って戻ってこない」

　フィーロたん。

　あなたはどこへ行ってしまわれたのですかな？

　絶対に運命を手繰り寄せて見つけてみせますぞ。

「行商ねー……何を売り歩いていたのかよくわからないけど、無一文で一人で戦っていたんじゃ碌ろくに資本金もなかっただろうに……どうやったんだろう？」

　お義父さんが考えているようですぞ。

「確か薬を調合しておりましたぞ！」

「うわ！　いきなり素に戻らないでよ！　びっくりするじゃないか」

　お義父さんが驚いた表情でユキちゃん達を肩に乗せております。

「薬の調合？　俺は薬の調合を覚えたの？」

「これは間違いないですぞ。最初の世界のお父さんは薬を作って売ってお金にしていました」

「ゲームとかだと薬の調合とかあったけど……そんなに上手くできるの？」

「武器の技能で作成することが可能ですぞ。ですが、お義父さんは自らの手でも行っておりましたな」

　考えてみればお義父さんは多芸な方でしたな。

　料理の才もあって、みんなに好かれておりましたし、薬の処方も覚えておられた。

「んー……わかった。盾の技能で作れるならやってみるけど、薬草がどんなものか分からないから薬屋を覗いてみるよ。盾も調合技能のある盾が何かもわからないし」

　そういえばお義父さんは俺とは異なっていて、盾は初期化してしまうのでしたな。

　となるとお義父さんに調合の技能を覚えていただくように、魔物を倒してくる必要もありますな。

　俺はウェポンブックで調合のレシピがある槍を探しますぞ。

　……ありましたな。

　生息地も覚えております。

「装備を固めてから……技能の習得をして行商……うん。当面の目処が立ったかな」

「あとは行商時に売り子を得ることですな」

「あ、そうか。宗教上の敵である盾の勇者が作った薬じゃ足元を見られかねないし買ってくれないこともあるよね。かといって元康くんは……」

「なんですかな？」

　お義父さんが怪け訝げんな目で俺を見ていますぞ。

　何かおかしなことを俺はしましたかな？

「いきなり問題点が浮上したよ。売り子をどうしよう？　また裏切られたりしたらたまったもんじゃないし……シルトヴェルトの人達を雇うと危なそうだし……かといって見知らぬ冒険者に任せたら着服されそう」

　うんうん唸うなっていますな。

「そういう時は奴隷を使うといいのですぞ！」








十五話　世界を呪わない






　毎度、お義と父うさんは奴隷を使役することに関して驚きの顔を致しますな。

「奴隷は奴隷紋という、逆らうと痛みを覚えて主人を裏切ることのできない紋様を刻まれているのですぞ」

　これは魔物紋も同じですな。

　まあ、フィロリアル様達は大抵、逆らうことはしない従順な方々ですがな。

　豚を使役するよりはいいかもしれませんぞ？

「だ、だけどそんな酷ひどいことはできないよ」

「前もこの会話はしましたな。ですが、最初の未来のお義父さんは信頼できる仲間ができずに奴隷を使役しておられました」

　お姉さんがお義父さんの奴隷一号でしたな。

　俺は赤豚に唆そそのかされて、お義父さんとお姉さんが絆を育んでいるのを理解せずに引き離そうとしてしまいましたぞ。

「そして奴隷達を使役して金銭を稼いでいましたな。盾で魔物から守る代わりに退治の方は全て任せていましたぞ」

「攻撃ができずにこうして助けてくれた元もと康やすくんもいない状況で……できることといったら確かにそれしかないんだろうけど……」

　お義父さんはサクラちゃんの卵を握りしめておりますな。

「ねえ、この子に売り子とか任せられないの？」

「それはフィロリアル様の個性がありますからな……サクラちゃんはお義父さんを守ることは得意ではありましたが、商売となるとどうかわかりませんな」

　俺のところでも、お義父さんの商売に関して理解があるのは一部のフィロリアル様だけでしたからな。

　フィロリアル様は総じて楽しいことはお好きですが、人間相手の商売は少々苦手だと俺は思いますぞ。

「うーん……難しいなぁ」

「なに、心配せずともいいですぞ？」

「どうして？」

「お義父さんは奴隷達に笑顔で魔物を倒すように教えておりましたので、お義父さんの手腕さえあれば奴隷使役など容易いことでしょう。一つの村よりも多くの奴隷を使役しておりましたぞ」

「もっと不安になったよ！」

　お義父さんが立ち上がって声を張り叫びますぞ。

「何？　未来の俺ってどれだけ外道になってたわけ？　奴隷達を無理やり戦わせて、しかも洗脳してるような感じで楽しげに魔物を殺させるって……」

　おや？　お義父さんは少々勘違いをしているようですな。

　ここは真実をお伝えしなければいけません。

「違いますぞ、お義父さん」

「違うって何が？」

「みんな……波に挑むというお義父さんの使命を知って、協力したいと願い出ていた者でもあったのです。お義父さんは人を惹ひきつける美う味まい料理で……胃袋を摑つかんで使命に目覚めさせたのですぞ」

「それって言い方を変えただけで内容は全く変わってないように感じるんだけど」

　お義父さんが怪け訝げんな目で俺を見ております。

　俺は変なことを言ったのですかな？

　でもお義父さんの料理を奴隷の皆さまをはじめ、フィロリアル様達も所望しておられました。

　何よりフィーロたんはお義父さんの料理をとても楽しみにしておられた。

　食は活力ですぞ。

　お義父さんが築いたのは、みんながやりたいことができる場所だったのだと、俺は記憶しています。

「まあ……俺の仲間になってくれる人はいないらしいし、下手に亜人の国の人を仲間にしても危険が増すだけ……なら、しょうがないか」

　お義父さんは嫌そうに頷うなずいて顔を上げますぞ。

「Ｌｖや装備だけならいいのかもしれないけど、行商でこの国での評判とか上げるのも目的なんじゃない？」

「そうですな。お義父さんが指名手配された時、お義父さんが各地で行った偉業のお陰で追跡が難しかったですぞ」

　赤豚に騙だまされて追跡していた時を思い出しますな。

　あの時、お義父さんがどこへ逃げたのか、捜査は困難を極めましたぞ。

　各地の町で盾の勇者を見たと国民が撹かく乱らんしてくるのも然さることながら、盾の勇者が神鳥の聖人と知ってからは、その偉業は国民によりいっそう讃えられていたようでしたぞ。

　赤豚が苛いら立だちながら俺に愚痴っていたのを覚えています。

　洗脳の力で国民を操った！

　と、赤豚と教皇、そしてクズが言っておりましたが、真相はお義父さんのたゆまぬ努力のお陰なのは未来を知る俺が断言しましょう。

「なるほどね……行商して民衆の信頼を得たからこそ、あの女の陰謀を挫くじくことができたのかもしれない」

「そうですぞ」

「わかったよ。奴隷を買うのも行商をするのも嫌だけど、我慢してみるよ。俺が誰かの面倒を見られるか不安がないわけじゃないけど」

「それでこそお義父さんですぞ」

　あとはお義父さんと何を話せばいいですかな？

　考えているうちにお義父さんが口を開きました。

「それで俺は、まず何をしたらいいのかな？　強くなる方法とかコツがあるなら教えてほしいのだけど」

「そうでしたな！　強化方法を教えねばなりません」

「え？　ヘルプにあるのを熟読すればいいんじゃないの？」

「ヘルプにある強化方法はごく一部なのですぞ。勇者の武器にはそれぞれ強化方法が内包されていて、お互いに信頼してその方法を共有することによって複合して強くなるのですぞ」

「そ、そうなんだ？　結構複雑なシステムなんだね」

　俺はお義父さんに強化方法を教えていきましたぞ。

　もちろん、全てを教えるには時間が掛かりますから、軽くどのようなものがあるかを教えるに留とどまっております。

　試してみるにも色々と足りないでしょうからな。

「うん……がんばるしかなさそうだね」

「ただ、よく覚えておいてほしいのですぞ」

「何を？」

「できる限り最初の世界に近いように行動はしましたが、俺がお義父さんの味方をすることによって違いが出てきているのですぞ。最初の世界でお義父さんは敵の刺客に襲われることはあまりなかったようですが……」

「うん……それくらいなら、誰も味方がいないって世界を呪うよりは何倍もいい……耐えてみせるよ」

　お義父さんは静かに目を瞑つむってから俺を見つめて答えましたぞ。

　当面行うことは、お義父さんのＬｖを秘密裏に上げることですな。

　そのためにはフィロリアル様の育成は必要不可欠であり……行商をするために必要なのは、お義父さんの代わりに売り子をする奴隷を確保することですな。

　お義父さん自身が売り子をしてもいいのでしょうが、盾の勇者だということで足元を見られたりして、いらぬ風評被害がありそうですから仕方ありませんな。

　……最初の世界でお義父さんが行商をしていたのを覚えているのですが……何かほかに問題があったような覚えもありますな。

　これは……どこかで尋ねるしかないですぞ。

「ではお義父さんの服……もしくは鎧よろいを確保して行動開始ですぞ」

「そうだね」

「「ピイ！」」

　ユキちゃんとコウが元気よく鳴きましたぞ。

　さあ、ここからががんばりどころですな。

「お？　話は終わったのかアンちゃん達」

「はい。部屋を貸してもらってすいません」

「気にすんな。ところでその格好じゃ締まらねえだろ？　身ぐるみはがされたってことは、くさりかたびらも盗とられちまったってことか。タダで譲ってやろうか？」

　武器屋の親父さんはお義父さんが贔ひい屓きにしていたとても気の良い人物だと俺は知っております。

　俺が初めてループした時も同じようにお義父さんに気を配っておりました。

「……いや、いいよ、くさりかたびらは」

　この問答もありましたな。

「とはいってもインナー姿じゃもっとやばいだろ」

「前々回のお義父さんはここで革の鎧を買いましたな。ですからこのお金でどうかお義父さんに売ってほしいですぞ」

　俺は金袋を武器屋の親父さんに見せました。

　このために残しておいたお金ですからな。

　必要なものを必要なだけ買う。

　それもまた戦いには必要なことなのですぞ。

「そんな！　お金がないなら安い服とかでもいいのに……」

「気にしてはいけませんぞ。格好は重要ですからな」

「そう……か。わかったよ」

「話は決まったかい、アンちゃん？　良い仲間がいるじゃねえか、ところで槍のアンちゃんは……着ないのかい？」

「俺は問題ないですぞ」

「え？　元康くんは鎧を買わないの？」

「お義父さんを優先するだけですぞ。金銭に余裕ができたら俺も装備しますぞ」

「何から何まで、迷惑ばかりかけちゃって……ごめん」

「遠慮は俺達の間には必要ありませんぞ」

　お義父さんは半ベソを搔かきながら涙を拭ぬぐって頷きましたぞ。

「うん、元康くんや親父さんの信頼に応えるためにがんばるよ」

「ハハハ、ちょっと頼りねえががんばれよ！」

　そう言って親父さんは、お義父さんに革の鎧を見繕ってくださいました。

　少し安めのようですな。

「さて、お義父さん。武器屋の親父さんにもう一つ頼むのですぞ」

「ん？　まだあるのか？」

「実は……勇者の武器にはウェポンコピーというものがありまして──」

　お義父さんが申し訳なさそうにウェポンコピーに関して親父さんに説明しました。

　まあ泥棒をすると公言するようなものですからな。

　店を経営している者に話せる内容ではありません。

「はぁ……なるほどな。剣と弓の勇者が最初に顔を出して武器に触れて何か考えているから何かと思ったが、そんなことをしてやがったのか」

　若干不愉快そうに頷いておりますな。

　俺も最初はやりましたぞ。

　豚共と一緒に高笑いしながら店に入ったのを覚えております。

　ゲーム知識でゼルトブルの品しな揃ぞろえを知っていた俺は、この店を下に見て豚共と一緒に迷惑を掛けましたな。

　もちろんコピーはちゃっかりとしていましたがな。

　それでかなり余裕ができたのですぞ。

　ですがよく考えると泥棒ですな。

「いいぜ。アンちゃんも大変だっただろうから、気にせず盾に触れていきな。現物が減らないなら俺のところも損はねえからな」

「ありがとうございます……」

「あ、ちょっと待っていてくれよ」

　親父さんが部屋の奥の方へ行ってしまいましたぞ。

　どうやら武器屋の二階の方で何かを漁あさっているようです。

　その間にお義父さんは店の盾に触っていきますぞ。

　しかし……改めて思いますが盾の品揃えは少ないですな。

　考えてみれば盾の勇者を敵視する国なのですから盾を販売する店が少ないのは当然でしょう。

　ここ以外の国内の武器屋では盾を取り扱っていないところが大半ですぞ。

「あったあった。待たせたな。この国じゃあ珍しい盾だぜ」

　と、親父さんは部屋の奥から、見た感じだとゼルトブルで売っている隕いん鉄てつの盾を持ってきましたぞ。

　こんなところに隕鉄の盾があるのですかな!?

　これは驚きですぞ。

「槍のアンちゃんはどうだい？」

「俺は問題ないですぞ。その種類の武器は既に持っております」

「そうかい？」

　灯台下暗しですな……正直に言えば豚を追いかけていた頃の俺はこの店を、普通の店だと思っていました。

　お義父さんが贔屓にしているのも、つらい時に力を貸してもらったからだと思っておりましたが、腕も確かなのでしたな。

　……お義父さんが親父さんの作った盾を村の倉庫に大事そうに飾っていたのを覚えていますぞ。

　定期的に磨いて、宝物のようにしていました。

　あの時の盾もコピーして使っておりましたが、相当優秀な盾だったようですぞ。

　錬れんが使っていた剣もこの武器屋のものだとの話……だったかと思いますが……何でしょう。お義父さんが俺の二号と呼んでいる者がいたような記憶がありますぞ。

　アレは誰でしたかな？　まあ、ここにいないなら気にしてもしょうがないですぞ。

　俺は何を使っていましたかな？

　お姉さんのお姉さんが持っていた槍をコピーして使っていたのでしたな。

　それを一時的に借りた結果、ブリューナクを覚えたのですぞ。

「これもコピーしていけ。空から降ってきた珍しい鉱石で作られた盾だ。ゼルトブルの展示商品、隕鉄シリーズの試作品だ」

「隕鉄……元康くん、これって珍しいの？」

「ゼルトブルまで行かないとコピーできないでしょうな。そして習得できるスキルはかなり優秀なはずですぞ」

「そっか……何から何までありがとうございます」

「気にすんな。もしよかったら俺の店を贔屓にしてくれよな」

「うん。それは絶対に……また来るよ」

「あんま遠慮すんなよアンちゃん。もっと調子に乗った感じなのがアンちゃんだろ？」

　親父さんに言われ、お義父さんはゆっくりと隕鉄の盾を握ってから返します。

「そうだね……また来るから楽しみにして待ってろよ！　俺が稼いだ金で親父には良い装備を作ってもらうからな！」

　大人しくしていたお義父さんが目を一度瞑ってから元気よく答えましたぞ。

　そうですな。

　お義父さんは本来、調子の良さそうな方でした。

　前回のループの時、お義父さんは遠慮がちで柔らかい物腰でしたぞ。

　そのお義父さんから本来の態度を引き出した武器屋の対人能力は称賛に値します。

　俺もお義父さんに遠慮なく呼び捨てで呼ばれるようになりたいですな。

「その調子だぜアンちゃん。じゃあ行ってこい！」

「ああ！　またな！」

「ではさようならですぞ」

　こうして俺達は武器屋を後にしたのですぞ。

　ちなみにユキちゃん達がピイピイと鳴いて、お義父さんの鎧の隙すき間まに入ろうとしたりしていましたな。

「じゃあ次は奴隷を買いに行く？　それとも元康くんがユキちゃん達のＬｖ上げに行く？」

「そうですな……」

　隠れてできるＬｖ上げの方法はないわけではありませんな。

　ですが、手間を考えるとまず奴隷を見繕うのも悪くありませんぞ。

「では奴隷を買いに行きますぞ」

「う、うん……」

　お義父さんがゴクリと唾を飲むようにして頷いて、俺についてきますぞ。

　何でしょうかな？

　強いて言うなら、夜の店に勇気を振り絞って友達と入るかのような雰囲気ですぞ。

　しかし、何度も思いますがお義父さんと共にメルロマルクの城下町を歩くと怪訝な視線が集中していますな。

　全てを倒してやろうか？

　とは思うのですが、それはしてはいけませんな。

　俺達は裏路地を抜けて魔物商のテントに向かいましたぞ。

　テントの前でお義父さんは俺の肩を叩たたいて尋ねます。

「こ、ここに奴隷が売っているの？」

「そうですな。あとは魔物の販売もしていますぞ」

「へ、へー……強くなるだけなら魔物を使役するのもいいよね」

「あまりお勧めはできませんな」

　今回の目的は売り子をする奴隷の購入ですぞ。

　魔物を使ってパワーレベリングを行うなら、フィロリアル様達とやることに違いがありません。

　これはお義父さん自身が奴隷を購入することに躊躇ためらいがあるのでしょうな。

「では行きますぞ」

「うん」

　テントの中に入ると、相変わらず魔物商がいましたぞ。

　それにしてもコイツは変な格好をしていますな。

　サーカスでも経営していそうです。

　ハッ!?　フィロリアルサーカス！

　素敵な響きですな。夢が広がりますぞ。

　フィロリアル牧場が完成した暁には皆でやってみましょう。

「これはこれは、新たなお客様ですか？　ハイ」

「フィーロたん」

「ハイ？」

「元康くん、突然何を言ってるの？　フィーロたんって俺の未来の養子だよね？」

　おや？　咄とっ嗟さにフィーロたんと言ってしまいましたぞ。

　今回はフィーロたんの捜索は後回しにすると決めたではありませんかな？

「間違えましたぞ」

「その風貌……持っている武器から察するに槍と盾の勇者様方で間違いないですかな？」

「……」

　お義父さんが険しい顔で魔物商を睨にらんでいますぞ。

　ここで認めようものなら何か不利なことになるのではないかという顔をしておられます。

「ご安心を、私共は相手を見極めてから値段の上下をしますのです。ハイ」

「……そう」

　若干警戒が解けつつあるお義父さんは一歩前に踏み出しました。

「おや？　盾の勇者様ですね。ハイ。その醸し出す雰囲気から察するに、私共の店に縁がないように見えるのですが？」

「……悪いけど、俺も舐なめられたままじゃいられない」

　そう小さく呟つぶやいたお義父さんは深呼吸をしてから声を出しますぞ。

　お義父さんは商売事が得意ですからな。

　俺は安心して見ていることができますぞ。

「人を見る？　そういうことを言えるのは完全に舐めているからだ」

「いえいえ、人にはそれ相応の器があるのです。ハイ。盾の勇者様は……おや？　これは失礼、見間違いをするとは。それで勇者様方が何のご用で？」

「こんなところに来るなら決まっているだろ？」

「うふふ……いいでしょう。では奴隷の方でよろしいようですね。ハイ」

「……商品を見せろ。交渉は後だ。もちろん、相場を誤魔化せると思わないことだ」

　お義父さんの言葉に魔物商はニヤリと笑いましたぞ。

「ではこちらです。ハイ」

　お義父さんはテントの奥で奴隷達に目を走らせましたな。

「ここは亜人が多いんだな」

「メルロマルクは人間至上主義な国故、人間を取引することは難しいです。ハイ」

「そうだな。もう少し深いところに行かないといないもんな」

　強く手首を握りしめて、震えるのを押さえているように見えますぞ。

　この国に人間の奴隷がいるのですか、初耳ですな。

　さすがお義父さん、博識でいらっしゃる。

　ん？　そもそもお義父さんがなぜそんなことをご存じで？

「で？　この奴隷の値段はいくらだ？」

　徐おもむろに檻おりに入っている奴隷を指差して、お義父さんが尋ねましたぞ。

「こちらの奴隷は──」

　魔物商と話を続けていますぞ。

「大体わかった」

　それから、お義父さんは深く考え込むようにしてから呟く。

「相場よりもずいぶん高めなんだな」

　おや？　お義父さんは他の奴隷を売っているところを見たことはないはずですぞ？

　これはどういうことですかな？













十六話　ブラフ






「そうでしたか？　私共は適正な価格で提供することをモットーにしていますです。ハイ」

「どうだか……」

　これは、お義と父うさんの手腕ですな。

　他の店で安いところを知っている。

　それに比べてこの店は高いなとブラフをかけているのですな。

　ここは亜人が多いんだな、という言葉も人間を売っているところを見てきた、と暗に伝える結果になっております。

　さすがお義父さんですな。

「しかし、勇者様が奴隷に興味を持っているとは驚きです。ハイ」

「盾の勇者である俺がこの国で仲間なんて得られるわけないだろ？　利用できるものは何でも利用するつもりだ」

　唾を飲み込んでからお義父さんは気丈に答えましたぞ。

「使い潰つぶすつもりで利用せねば強くなどなれない」

　そう答えた時、魔物商の顔がキラキラと輝き始めましたぞ。

　これはエフェクトとかではなく、興奮しているという感じですかな？

「場合によっては、俺の仲間である槍の勇者に協力してもらうんだが……誰か消してほしい奴がいるなら言え。安く消してやる。その代わり売る奴隷を安くしろ」

「わかりましたぞ。この元もと康やす、お義父さんの命めいあらば商売敵がたきの暗殺をやり遂げてみせますぞ」

「フフフフ……最初見た時は、あまり良い客に見えませんでしたが、人は見掛けによらないようです。ハイ。考えを改めますです。ハイ」

　ご機嫌になった魔物商……俺にはこんな態度を見せたことはありませんぞ。

　いつも困惑した様子だった覚えがあるのですが、どうでしたかな。

　さすがはお義父さん、交渉事となると頭角を現しますな。

「して？　どのような奴隷をお求めで？　予算額があれば相談に乗りますです。ハイ」

　そっと、俺の耳元にお義父さんが囁ささやきます。

「どうする？　よくわからないけど相手のお勧めで奴隷を購入した方がいい？　それとも指名でもする？」

　ふむ……そうですな。

　売り子をするという意味では、愛あい嬌きょうがある奴隷がいいですな。

　変に愛想の悪い奴隷を買っても意味などありませんぞ。

　これは未来の知識を使った方がいいでしょう。

　お義父さんの村で行商を担当していた奴隷を購入すると変な賭けに出なくてよさそうですな。

　となると誰ですかな？

　フィロリアル様達が話していた、行商で成績が良かった奴隷を思い出しましょう。

　基本的にはお義父さんの指導のもと、皆一定の業績をあげてはいたはずですが、その中でも特に有能だった者は……確か……キールとかいう豚に変身する子犬が業績の良い奴隷だったと思いますぞ。

「では──」

　俺はお義父さんに小声で答えますぞ。

　確かキールはお姉さんと同じく、お義父さんが開拓することになる領地の村で暮らしていた亜人だったはず。

　波の影響で奴隷に身を落としたとかなんとか。

　この辺りはフィロリアル様や他の奴隷達からの話で聞いていますぞ。

「ここにキールという奴隷がいないか？　波で滅んだ村出身のはずだが」

　お義父さんの言葉に魔物商がリストを取り出して閲覧し始めましたな。

　それからしばらくして……。

「生あい憎にくとおりませんです。ハイ」

　おや？　お義父さんはこの魔物商の斡あっ旋せんで奴隷を仕入れたと聞いていましたが、違うのですかな？

　これはフィーロたんと同じく時期が合わないということですかな？

「何なら同業者内で探して取り寄せをしましょうか？　ハイ」

　お義父さんは腕を組んで考えますぞ。

「どうせ料金を割り増しして偽者を提供するつもりだな？　そうはいかない」

「なんと！　私共は信用を売りにしているのです。ハイ。メルロマルクに波が到来してから新たに奴隷になった者で探せば見つけ出せると思いますです。ハイ。もちろん、買い取り額に応じて値段は上がりますが、どうしますかな？」

「じゃあ銀貨……」

　金袋の中を確認してからお義父さんは答えます。

「五〇枚までだ。これ以上はびた一文出すつもりはない。別にソイツじゃなくてもいいからな……まあ、会計時に上乗せしようとしたら……わかってるな？」

「どこまでも値切ろうとする勇者様の手腕にゾクゾクしてきましたです。ハイ」

　パチパチと金の計算をする魔物商を、お義父さんは鋭い眼光で見つめております。

　金のことが関わるとやはりお義父さんは素晴らしい才能を持っているのですな。

　もしもまたループすることになったら、この才能を遺憾なく発揮させる方向に持っていきましょう。

「では明日になったら再度、私共のところへ来訪ください。取り寄せにどれくらいの時間が掛かるかわかると思いますです。ハイ」

「わかった。じゃあな」

　俺の肩をポンと叩たたいてお義父さんはテントを後にしましたぞ。

　それからしばらくして裏路地の隅の方で口に手を当てておりました。

「空腹なのに吐き気が止まらない……亜人とはいえ人間を売買する場所か……創作物で見たことあるけど、本物はあんなにも陰惨な雰囲気なんだね」

「大丈夫ですかな？」

「うん。大丈夫だけど……う……しばらく食欲がなくなりそう」

　ユキちゃん達も魔物商のテントの中の雰囲気に脅おびえていましたからなぁ。

　あんまり良い場所ではないのは事実ですな。

「上う手まくいけば明日には、そのキールって子に会えるかもね」

「ですな」

「次は……どうしようか？」

「あまり体調が良くないのでしたら休みますかな？」

「大丈夫。この程度でうろたえてちゃ、この先、生きてなんていけないと思うんだ」

　なんと素晴らしい心構え。

　お義父さんの心の強さが垣間見えた気がしますぞ。

「さて、これからできる限り強くなっていくにしても、それを隠さないといけないよね。となると、Ｌｖ上げとかできるのかな？　かなり難しいと思うんだけど」

「そこは問題ないですぞ」

　俺はお義父さんと小声で話し続けますぞ。

　どこで盗み聞きされているかわかりませんからな。

「お義父さんのＬｖを上げるには、まずはユキちゃん達に頼むのが一番だと思いますぞ」

「そうなんだろうけど……」

「大丈夫ですぞ。追っ手や監視を撒まくことはポータル、転移スキルを使えば造作もありませんぞ」

「そうだね。逃げること自体は簡単だと思う。俺は知らないけど、前回シルトヴェルトに行った時は追っ手から逃げきったみたいだしね。だけど今回の場合、問題は突然姿を消したあと、強力な仲間を引き連れて戻ってくることじゃないかな？　ある程度監視を泳がすのも重要だよ。間違った判断をさせるんだ」

　お義父さんも考えているご様子。

　そこまでは頭が回りませんでしたな。

　お義父さんが暗殺されないように強さを得ることばかり考えていましたぞ。

　確かに、急激に強くなればそれだけお義父さんへの迫害と強引な妨害行為が増えるでしょうな。

　なるほど最初の世界に比べて、前回刺客が多かったのは俺達が強かったからですか。

「こういうのはどうかな？　元康くんは俺を助けたってだけで何食わぬ顔で──」

　お義父さんが案を提示してくださいました。

　なるほど、その方法ならば確かに監視の目を誤魔化せますな。

「で、俺は城下町で金になりそうな……薬屋で調合に使う薬草とかを盗み見てから草原の方へ行ってみるよ。あそこの魔物は弱いから俺でも大丈夫だと思う」

「わかりましたぞ。では行動開始ですな」

「うん……ユキちゃん達もがんばってね」

「「ピイ！」」

　ユキちゃんとコウが俺の肩で元気に鳴きました。

「今までありがとう元康くん！　これからは俺一人でも大丈夫だから先に行って国を救ってね！」

　ワザとらしくお義父さんは大きな声で喋しゃべり、背中を押しますぞ。

　俺も合わせてお義父さんに手を振ります。

「ではさようならですぞー！　また縁があったら会うのですぞ！」

　そう、俺とお義父さんが一緒にいるから疑われるのです。

　ですから合流の時まで俺とお義父さんは別行動をした方が、最終的に被害を抑えられるとの話になったのですぞ。

　もちろん相応の危険はありますが、もしもループしたらそれを伝えてとお義父さんは言ってくださいました。

　さあ、吉と出るか凶と出るか、不安ではありますがお義父さんを一人残して俺達は別行動をしたのですぞ。




　お義父さんと別れてから俺はそれとなく城下町を抜けて、近隣の町の方へ歩いていきましたぞ。

　ユキちゃん達は元気よく鳴いておりますな。

　ここからしばらくはご飯の調達が重要になりますな。

　普段なら最初は柔らかめの食事を与え、急激にＬｖを上げさせてからがっつりご飯をあげるのですぞ。

　胃に穴が開くくらい食べようとする本能……空腹を訴えるフィロリアル様達はそれで満足致します。

　ですが、今は無理をさせるわけにはいきませんな。

　近隣の村で柔らかな食事を調達し、少しずつ与えて飢えを我慢していただきますぞ。

「「ピイ！」」

　俺は微笑ほほえみながらその日は徒歩でとぼとぼと歩いて村の方へ行きましたぞ。

　城下町を出たのが昼過ぎで、ゆっくりと歩いて二つ目の町に到着した頃には日が沈みかけていましたな。

　強引にギルドへ行ったりしなかったので刺客はまだ来ていないようですな。

　これでお義父さんの方に行かれていると困るのですが、お義父さんの言いつけですから何もできませんぞ。

　俺は二つ目の町で宿を取り、まだ大きくなっていないユキちゃん達と共に食事を終えてから部屋で休みますぞ。

　重要なのはこの後ですからな。

　そして、数時間ほど仮眠を致します。

「さて」

　夜、ムクリと起きた俺はベッドに俺が寝ているかのような細工を施しますぞ。

　そしてクローキングランスで姿を消し、ユキちゃん達を起こさないように手で優しく抱き上げます。

　部屋の窓を音を立てないように開けて外に出て、戸締まりをしてからスキルを唱えました。

「ポータルスピア」

　フッと視界が……シルトヴェルトの眠らない城下町へと移りました。

　ここまでくれば、警戒もクソもありませんぞ。

　俺は颯さっ爽そうと走り出しました。

　目指すはシルトヴェルトの山奥にいる危険で強力な魔物ですぞ。

　道行く人が、人間の冒険者がシルトヴェルトにいるなんて珍しいという目で見ていますが、知りませんな。

　俺はＬｖに物を言わせ、暗い夜道を火の魔法で照らしながら疾走しますぞ。

　やっとそれらしい強力な魔物と遭遇しましたぞ。

　メルロマルクとは種類の違う魔物ばかりですぞ。

　まあこの辺りは、フィーロたんを求めて魔物商から買い占めたフィロリアル様達を育てるために荒らしたので、既に庭みたいな感覚ですがな。

「流星槍！　ブリューナク！　グングニル！　エイミングランサー！　ハハハ弱い！　弱すぎるぞおおおおお！」

「グオオオオオ！」

　おお、巨大なドラゴンが縄張りを荒らされて激怒の咆ほう哮こうを上げながら突撃してきますぞ。

「ドラゴンといえど俺とフィロリアル様の歩みを止めることはできませんぞ！　弱肉強食！　俺達の礎になるのですなぁあああああ！」

　俺は槍を振りかざしながら巨大なドラゴンに向かって走りますぞ。

　ドラゴンは俺を脅威だと判断したのか、最初から全力で魔法と炎の息を同時に放ってきました。

　俺はそれを槍を回転させて弾はじき、懐に飛び込みますぞ。

「流星槍Ⅹ！　からの……！」












　手始めに流星槍を放ち、槍を胸に突き刺してからバーストランスでぶち抜いてやりました。

「グオオオ──」

　さすがに耐えきれないとばかりにドラゴンは絶命しましたが……その表情に悔いはなさそうですぞ。

　戦いには覚悟が必要ですからな。

　俺はお義父さんとフィーロたん、フィロリアル様達のために止まるわけにはいかないのですぞ！

　そうして、今までの鬱うっ憤ぷんを晴らすように俺は夜の間に魔物達を仕留めて回りましたぞ。

　お？　今度は倒したドラゴンから鎧よろいがドロップしましたな。

　これを着て動きまわったら完全に怪しまれますぞ。

　しかも俺の趣味ではありませんな。

　槍から出すのはお義父さんの言いつけ通り、武器屋の親父さんに部屋を貸してもらってからにしますかな。

　素材はどうしますかな？

　とりあえず細かくしてお義父さんに後で渡すとしましょう。

　これもお義父さんに渡すタイミングが重要ですな。

　一応、この山奥に隠しておきますかな？

　盗まれても問題はないですぞ。

「「ピイ！」」

「おや？　起きてしまいましたかな？」

「「ピイ！」」

　寝ていたはずのユキちゃん達が起きだして元気よく鳴き、解体中の魔物の肉をついばみ始めました。

　微笑ましい光景ですぞ。

　しかし、お義父さんの身の安全を確保しつつ戦争にならないように動くというのは非常に面倒臭いですな。

　何も考えずに赤豚や教皇やクズを抹殺できる方法はないですかな？

　などと思いながら俺は夜が明ける直前まで狩りを続けたのですぞ。




「ふう……時差を計算に入れるのを危うく忘れるところでしたな」

　メルロマルクの宿にポータルで戻った俺は隠れるように部屋に戻りましたぞ。

　寝ている俺が偽者だとバレると色々面倒ですからな。

「「ピヨ！」」

　この頃にはユキちゃん達は第二形態にまで成長していました。

　Ｌｖは28ですな。

　さすがに夜の間だけで上げきるのは難しかったですな。

　あまり長く戦いすぎると警戒されますから、こうして隠れるようにやっていくしかないのですぞ。

「「ピヨ！」」

　ユキちゃん達が空腹を訴え始めました。

「わかりましたぞ」

　まあ、ユキちゃん達のご飯となる魔物を狩る程度は問題ないですな。

　お義父さんと合流するように、俺は城下町へと来た道を戻っていきましたぞ。

　その合間に、魔物を探し、ユキちゃん達のご飯を調達しましたぞ。

　他に若干の素材をお義父さんへの手土産に持っていきますな。




「こんにちは元康くん。奇遇だね」

　打ち合わせ通りに、お義父さんとメルロマルクの城下町の薬屋の前で合流しましたぞ。

「「ピヨ！」」

「わぁ……これが昨日のフィロリアル達？　結構大きくなったね」

「まだ成長途中ですぞ」

「そうらしいね。馬車を引くほどまでに大きくなるのはもう少し掛かりそうかな？」

　そう言いながらお義父さんは俺の耳元に顔を近づけます。

「どう？　上手くいった？」

「問題ないですぞ。ユキちゃん達のＬｖが29になりましたぞ」

「はや！」

「ついでにお義父さんに良さそうな鎧が手に入ったのですが、これは少し後ですな」

「そうだね。あ、そうだ。元康くんに言われて薬屋をずっと見てたら薬草がどれか少しわかってきたから、昨日はあの後、草原で探してみたよ」

　と、お義父さんは薬草を俺に見せてくださいますぞ。

「「ピイ！」」

「ユキちゃん達も欲しい？」

　お義父さんがユキちゃん達に薬草を分けて食べさせてくださいますぞ。

　ただ、口に合わないのかユキちゃんはペッと吐き出してしまいましたがな。

「あちゃー……」

　薬草が不ま味ずくてユキちゃんが不機嫌になってしまいました。

　良薬は口に苦し、というのですが、生まれたばかりのフィロリアル様にはわからないでしょうな。

「申し訳ないのですぞ」

「いいのいいの、盾に入れたら採取技能ってのが出て品質が向上したみたいだから、面白くって採りすぎてたしね。近くの川でのんびり釣りとかしてるよ。今日は調合に挑戦してみようかな」

「刺客は来ましたかな？」

「今のところは来てないけど……ってところかな。食べ物には十分注意してる」

　そうですな。俺がお義父さんを庇かばってしまったことで、どう変化するかわかったものではありませんから、注意は必要ですぞ。

「ピイ！」

「ああ、そうだったね。サクラちゃん」

　お義父さんが懐で小さく丸まっていたフィロリアル様を見せてくださいましたぞ。

「元康くんと合流する少し前に、卵から孵かえったんだ。見てくれない？」

「はいですぞ」

「ピイ！」

　サクラちゃんはお義父さんに紹介されて元気よく俺の方を向きますぞ。

　おや？

「目の色が青いですな」

「え？　目の色が？　大丈夫なの？」

　俺の記憶違いですかな？

　確かサクラちゃんの瞳の色は体色と同じくピンク……それからサクラ色になるのですぞ。

　ですが、お義父さんが俺に見せてくださったサクラちゃんの目の色は青……別のフィロリアル様でしたかな？

　俺はサクラちゃんの匂いを嗅ぎますぞ。

　どことなくフィーロたんを彷ほう彿ふつとさせる、サクラちゃんの香り。

　まあ、フィーロたんは白に桜色なので、完全に逆ですがな。

　これは……もしかしたら、フィロリアル様の後天的な影響ですかな？

　どうやら俺が孵ふ化かさせるのとお義父さんが孵化させるのとではサクラちゃんの目の色に違いが出てしまうようですな。

　どのような理由でこんな変化があるのかはわかりませんが……。

　そういえば……フィロリアル様の中には体色と目の色合いが周回によって違う子がいましたな。

　この辺りは育ての親によっても差異が生じてしまうのかもしれませんぞ。












　一つ勉強になりましたな。

　まあ、どちらにしてもサクラちゃんの体色はフィーロたんの逆なので焦る必要はありませんぞ。

　フィーロたんはいつか魔物商のところに入荷し、俺やお義父さんが買わないでいると誰かが買っていってしまうのです。

　かなり短い期間しか売りだされていないのでしょうな。

　定期的に通って集めていけばよいのですぞ。

「問題ないですぞ。では……」

「サクラちゃんは俺が預かってＬｖ上げを致しますぞ。その間にコウの面倒を見てほしいですぞ」

「だね。じゃあサクラちゃん、少しの間だけ元康くんのところで強くなってきてね」

「ピイ！」

「ピヨ！」

　了解した！　と敬礼するようにコウとサクラちゃんが鳴きましたぞ。

「さて……じゃあ奴隷商のところへ行こうか」

　表情を引き締めて、お義父さんが言いだしました。

　そうでしたな。今日は奴隷商から奴隷の調達がどれだけ掛かるか聞くことになっていましたぞ。

「そうですな。ですが魔物商のテントはユキちゃん達が嫌がると思うので、ユキちゃん達にはテント前で待ってもらいますぞ」

「うん。それくらいなら目を離しても大丈夫でしょ。じゃあ行こうか」

　お義父さんと共に路地裏を通って魔物商のテントへと向かいましたぞ。








十七話　取り寄せ






　勇気を振り絞るように胸の前で拳を握ったお義と父うさんと共に魔物商のテントの中に入ると、魔物商が出迎えてくれましたぞ。

「これはこれは勇者様方。よくぞ私共の店に再び来てくださいましたです。ハイ」

「ああ、それで？　頼んだ奴隷は取り寄せられそうか？」

「はいはい。幸いにして同業者が買い取った直後でしたので、すぐに用意できましたです。ハイ」

　と、魔物商は見覚えのあるような子豚を配下の者に命じて連れてきたのですぞ。

「ブブブブ！」

　キールだと思われる子豚が嫌がるように抵抗しておりますな。

　何分、俺は子犬になったキールしか見分けがつかないのでよくわかりませんな。

　子犬になれば会話することも可能なのですが……。

「こちらの者でよろしいですか？　ハイ」

「あ、ああ……じゃあいくらだ？」

「盾の勇者様の人柄を考慮して奴隷登録の儀式込みで銀貨四五枚で手を打つとしましょうです。ハイ」

　お義父さんが微妙に目を泳がせて息を飲んでおりますな。

　そうでしたぞ。

　俺はお義父さんに耳打ちします。

「お義父さん。奴隷登録に使うインクもついでに少しだけ譲ってもらうといいですぞ。その素材で奴隷の能力と成長補正を引き上げる武器が出るのですぞ」

　俺は奴隷を使役したことはありませんが、インクを素材にして槍は出しておりますぞ。

　まあ、お義父さんよりは揃そろえられていないとは思いますが。

「う、うん」

　お義父さんは一歩前に出て魔物商の方へ歩いていきますな。

　そして高圧的な態度を見せてから口を開きました。

「ふむ……コイツがキールか」

「ブブブブブブー！」

　この時、キールは、

『なんだよ！　また俺を虐待する気だな！　ぜってぇ負けねえぞ！』

　と、気の強いことを言っていたとお義父さんが教えてくれましたぞ。

「少々気性に問題があるようですが、本当によろしいのですね？　ハイ」

　念のためにと魔物商が聞いてきますが、お義父さんは俺だからこそわかる、小さな狼ろう狽ばいを見せていましたな。

　もちろん魔物商に悟られるようなミスは犯さずに、お義父さんは告げますぞ。

「これくらいの方が調教した時、面白くなるんだ。奴隷とは、そういうものだろ？」

　お義父さんの返答に魔物商は興奮気味に頷うなずきますぞ。

「さすがは偉大なる盾の勇者様！　それでは奴隷登録をしますです。ハイ！」

「ああ、ついでに奴隷登録に使うインクを少し寄越せ。勇者の武器の素材に使う」

「わかりましたです。ハイ！」

　気前が良いですな。俺の時とは雲泥の差ですな。

　どうしてこの魔物商がお義父さんには色々とサービスしてくれるのか、目の前で見ていた俺でも理解できないですぞ。

　高圧的に話すことが重要なのですかな？

　お義父さんはこの魔物商と交渉事で波長が合うのでしょう。

　魔物商が奴隷登録のインクを小皿に移して、お義父さんに登録のために血を入れる必要があると説明しましたぞ。

　昨日、サクラちゃんを登録する時に作った傷跡のかさぶたを剝いで、お義父さんは血をインクに流し込みました。

　そして魔物商の配下がキールと思おぼしき豚を押さえつけて奴隷紋の登録をしますぞ。

「ブヒィイイイ！」

　登録時の痛みにキールと思しき豚が悲鳴を上げますな。

　さながら虐待をしているように見えなくもないですが、キールは途中から痛みを堪こらえて鳴くのを我慢していましたな。

　さすがはお姉さんと同郷ですな。

「ブィ……ブ……」

　息を荒らげてキールの登録は終わりましたぞ。

　お義父さんは魔物紋の登録と同じように目で何かを追って色々とチェックをしているようでしたぞ。

「さて……じゃあここでの用は済んだな」

　お義父さんはチャラチャラと魔物商に銀貨を渡し、キールを見下ろします。

「さ、これから存分にお前を使ってやる。せいぜい生き残れるようにがんばるんだな」

「ブ！」

　キッとキールがお義父さんに敵意を向けていますが、お義父さんの人柄でどこまで懐なつくか見ものですな。

「じゃあな。また用ができたら来る」

「またのご利用、楽しみにしていますです。ハイ」

　お義父さんが振り返り、キールの手を強引に引いていきますぞ。

「さ、行こうか」

「はいですぞ！」

　俺はお義父さんの後ろ姿を追ってテントを出たのですぞ。

「「ピヨ！」」

　ユキちゃん達がテントの外で出迎えてくれましたぞ。

「ただいま」

「「ピヨ！」」

「良い子に留守番していて俺は嬉うれしいですぞ」

　俺はユキちゃん達を撫なでてから抱擁しますぞ。

　ユキちゃん達は成長期に差しかかっていてグーッとお腹を鳴らしております。

　その様子を見てキールが目をぱちくりさせているようですな。

　ですが、すぐにそっぽを向きましたぞ。

「これからどうするかな……？　元もと康やすくんにこの子を連れてＬｖ上げに行ってもらう？」

「そうですな」

　どうせサクラちゃんのＬｖを上げるために、今日も夜まで何食わぬ顔で待つ必要がありますぞ。

　あまり一緒に行動しているところを目撃されるのも問題があります。

　ただ、キールが何を言っているのか俺にはわかりませんからな。せめてユキちゃん達が言葉を話せるようにならないと色々と面倒なのも事実ですぞ。

「お義父さん。俺は豚の言葉は理解できないので、現状キールの面倒をみるのは無理ですぞ」

「そういえばよく女性を豚って罵ののしってるけど……元康くんって何かあるの？」

「豚は豚ですぞ。ブヒブヒと鳴き喚わめく最低外道自分勝手な下衆な生き物なのですぞ」

「はぁ……つまり元康くんは何が原因かはわからないけど女性が豚に見えるのね。ループの影響？　って、この子女の子なの!?」

「ブヒ!?」

　何かユキちゃん達にちょっかいをかけていたキールが、ビクッとお義父さんに顔を向けますぞ。

「美少年とかで営業が上手になるのかと思ったけど、この子女の子なんだ……へー……」

「ブヒ！　ブヒブブブブブ！」

　何やらキールが握り拳を作って抗議していますな。

　知りませんぞ。

　お義父さんのために馬車馬のように働くのですぞ！

　それが俺達、お義父さんの家来の仕事ですからな。

「まあ……本人がそう思うなら、いいんじゃないの？　これからよろしくね」

「ブ、ブヒ……？」

　お義父さんの言葉に首を傾かしげたキールが呆ほうけておりますぞ。

　豚の反応ですが、なんとなくわかりました。

　それくらい、態度に出ております。

「さて、じゃあ当面は俺がキールちゃんの──」

「ブヒ！」

「──くんの面倒をみるから元康くんはサクラちゃんをよろしくね。俺はコウとキールくんと一緒に少しＬｖ上げに挑戦してみるから」

「わかりましたぞ」

「そのためには装備が必要だね」

　ああ、そうでしたな。まずは武器屋に行ってキールに必要な装備を買う必要がありますぞ。

　この点、フィロリアル様はそこまで装備が重要ではないのが最高に良いところですな。

　やはり豚に装備を買うのは理解に苦しみますが、お義父さんの考えなので文句は言わないのですぞ。




　武器屋に行くと、お義父さんとキールを見た親父さんが眉間のしわに指を当てて考え込んでますぞ。

「アンちゃん……」

「いや、俺が悪いわけじゃないよ！　そんな目で見ないでほしい！」

　うろたえるようにお義父さんが親父さんを説得していますぞ。

　親父さんはどうやら豚……ではなく、奴隷を買ってきたことを嘆いているようですな。

「国が悪いのか、それともアンちゃんが汚れちまったのか……」

「国が悪いのは認めるけど俺は別に汚れてなんかないって！　これも色々と理由があるの！」

「はぁ……まあ、そういうことにしておいてやるぜ。今日は何の用で来たんだ？」

　お義父さんはキールにチラッと視線を移しましたぞ。

「この子に良さそうな装備を見繕ってほしいんだ。これから一緒に戦うことになるから」

「ブヒ!?」

　お義父さんは地面に膝を突き、キールに視線を合わせてから言いました。

「まだ自己紹介をしていなかったね。俺の名前は岩いわ谷たに尚なお文ふみ、盾の勇者としてこの世界に召喚されたんだ」

「ブー……？」

「そう。で、盾の勇者の問題として一人じゃ魔物と戦えない。だから君を購入して代わりに攻撃してもらおうと思ってる。身勝手な理由だし信用できないかもしれないけど、これから少しずつ、理解してほしいんだ」

　目を泳がせてキールが数歩下がりますぞ。

　俺の目には子豚にしか見えませんが、亜人ですからな。

　盾の勇者として高名であらせられるお義父さんの威光に平ひれ伏ふすことでしょう。

「まだ信じてくれなくてもいいよ。信頼なんて押し付けられるものじゃないしね。だけど、この先を生き残るために武具は装備した方がいい」

　お義父さんは残った金を親父さんに見せましたぞ。

　もちろん、行商に使う仕入れの金は俺に預けているので、残り少ない金額ですがな。

「この子に装備を買い与えたいんだ」

「わかったぜアンちゃん。そういう理由なら俺も力になるぜ。ほら、こっちに来な。良さそうな装備を見繕ってやるぜ」

　親父さんがキールに手を見せるように言うと、キールが手を見せますぞ。

「コイツは短剣辺りがお勧めだな。まあ、入門用にもいいだろうが、しっくりくるのはこの辺りだと思うぜ」

「わかったよ。当面、使えそうな武器と……動きやすそうな鎧よろいを見繕ってほしい」

「あいよ」




　そして親父さんはキールに短剣と鎧を与えましたぞ。

　ただ、Ｌｖの関係か少々安物ですな。

「ま、こんなもんだろ。身に合わないものを持たせたって怪我のもとだ。威力が低いと感じて、必要になったらその都度、武器屋に行って買い替えてくれ」

「わかった」

「ブヒ……」

　なるほど、武器の性能が高ければいいというわけではないのですな。

　俺は武器がずっとこの槍なのでわかりませんでした。

　……考えてみれば伝説の武器もＬｖに合わせて弱いものから順に使っていくわけですから、親父さんの言葉は正しいのでしょうな。

　さて、お義父さんとの話はこれで終わりですかな？

「次は俺ですな」

「ん？　槍のアンちゃんも何か用があるのか？」

「少し店の奥の部屋を貸してほしいのですぞ」

「またか？　今度は何をするんだ？」

「ついてきてほしいですぞ」

「まあ……いいが」

　俺はお義父さん達を置いて、親父さんと一緒に武器屋の奥へ行きましたぞ。

「一体どうしたってんだ？」

「いいから見ていてほしいのですぞ」

　俺は槍から昨夜倒した魔物のドロップで役に立ちそうな装備をボロボロと出したのですぞ。

「な、なんだ!?」

　親父さんが槍から出てくる装備を見て声を上げました。

「武器の技能であるドロップですぞ。それで話なのですが、今度、お義父さんの装備を新調する時などに、親父さんが作ったことにしてこれを渡してほしいのですぞ。その際、弱い装備に見せることも大事ですぞ」

「まあ……一時預かりとしてアンちゃん達のために保管してやることはできるが……なんでだ？」

「知ると命を狙われますぞ」

　お義父さん達が実は強いという事実が早期に露見すると刺客が現れますからな。

　お義父さんが警戒していることもありますし、親父さんに加工してもらうことで弱く見せかけることができないかと思ったのですぞ。

「ぶっそうな話だなぁ、おい」

「報酬はこの中にある装備品を譲りますぞ」

「待ってろ……」

　親父さんが俺が出したドロップの装備品を確認しますぞ。

「なかなか優秀な装備が混じってんな……売れば相当なものにはなる。しょうがねえな……分解してもよさそうだし、アンちゃん達の力になるなら悪い話じゃねえか」

「頼みましたぞ」

「あいよ」

　これで下準備もある程度できましたな。

　店の奥から戻り、お義父さんと目くばせをしますぞ。

「ではそろそろ行きますかな」

　あとは再度合流までユキちゃんとサクラちゃんを育てるだけにしますかな。

「じゃあね。俺はキールくんと一緒にＬｖ上げに行くよ。まあ……そこまで強いところには行けないだろうけど」

「ははは、がんばってほしいですぞ」

「がんばれよ、アンちゃん達」

　親父さんの見送りを受けた俺達はそれぞれ別々に行動を開始したのですぞ。

　俺は勝手気ままに城下町からまた別の村の方へ歩いていき、途中で魔物を適当に倒してユキちゃん達のご飯にしながらの旅ですな。

　今回はサクラちゃん達をガッツリ育てるのが目的ですが……問題はお義父さんの方にシルトヴェルトの使者が勧誘に来ることですな。

　まあ、事前にお義父さんに事情を説明しているので、断ってくださるでしょう。

　俺はそのまま、吞のん気きに街道を歩いていったのですぞ。




　翌々日。

「クエ！」

　ユキちゃんがメキメキと成長して、もうすぐフィロリアル・クイーン形態になるのですぞ。

「グア！」

　サクラちゃんは一日遅れでフィロリアル様の姿まで成長いたしました。

　今日はお義父さんとさり気なく再会する予定の日。

　ユキちゃんに乗ってメルロマルクの城下町に戻ってきましたぞ。

「あ、元康くん。二日振りだね」

「そうですな。奇遇ですぞ」

「元康くんに貸してもらったコウのお陰で色々と助かったよ」

　ワザとらしく、あくまで偶然に再会したように装って俺達は合流しましたぞ。

　コウもユキちゃんと同じく形態が変化してフィロリアル・キングになっていますな。

「どう？　息抜きに話でもしない？」

「いいですな。それでお義父さん達はどれくらい上がりましたかな？」

　お義父さんとキールとコウを見ます。

　一昨日とあまり違いはないように見えますが、キールが若干小こ綺ぎ麗れいになりましたな。

「ブヒ！　ブブブ！」

　何を言っているかわかりませんぞ。

　早く犬に変身して人の言葉を話すのですぞ。

　……ん？　犬に変身して人の言葉を喋しゃべるとはおかしな話ですな？

「俺は今Ｌｖ７かな。キールくんはＬｖ８だよ。コウは……10ってところかな」

　監視の目を警戒してお義父さんはコウのＬｖを偽りましたぞ。

「こちらも似たようなものですな」

「フィロリアルって勇者が育てると変わった成長をするんだね。驚いちゃった。それに背中に乗ると速い速い」

「それがフィロリアル様なのですぞ。コウ、よくぞお義父さんを守ってくださいましたね」

「クエ！」

「ブブー！」

「うん。キールくんもよくがんばったね」

　お義父さんがキールの頭を撫でました。

　キールも大分態度が軟化したように見えますな。

　さすが有数の奴隷使いでもあるお義父さんですぞ。

「ああ、そうそう。シルトヴェルトの使者って人が昨日来たよ」

「ほう……それでどうしたのですかな？」

「国に来てくれと言われたけど、信じられないって断ったよ」

　さも国に嵌はめられかけたことがトラウマになっているかのように、お義父さんは周囲に聞こえるように大きめの声で言いました。

　メルロマルクはシルトヴェルトを危険視していますし、きっとその瞬間は監視されていたでしょうな。

　となると、お義父さんが一部の者しか信じていないとメルロマルクは思うでしょう。

　きっとメルロマルクの者達は安あん堵どの息を吐いたでしょう。

　お義父さんにシルトヴェルトに行かれたら困るでしょうからな。

　メルロマルク国内にいるならば、遅かれ早かれ殺すことは可能だからと油断させられますし、お義父さん達を弱いと思わせているので警戒も弱まるでしょう。

　それからお義父さんは俺の耳元に顔を近づけて囁ささやきました。

「で、色々と協力はしてほしいから、今日また話をする予定だけど、元康くん、来てくれる？」

　俺は無言で頷きますぞ。

「そういえば俺にも来ましたな」

　どこの国だったかは覚えていませんが俺に来てくださいませんかと、最初の世界でも来た覚えのある誘いがありましたぞ。

　あの時は、赤豚がしゃしゃり出てきて、俺は返答しなかったのですがな。

「俺も断りましたぞ。そうですな、行きますぞ」

　まあ、どちらにしても最初の世界ではここが居心地が良いと思い込んでいたので断ったのでしょう。

　俺の知るゲーム知識の影響もあり、誘ってきた国は効率が悪いとか思い込んでいましたし。

　おそらく、錬れんや樹いつきも似たようなことを考えたのでしょうな。

　今考えると、勇者達を都合よく利用するために色々と情報封鎖をされていました。








十八話　商業通行手形






「で、まあキールくん達のお陰で調合のレシピとか色々と手に入ったよ。自作もしなきゃいけないけど、なかなか調合も面白くてね」

　お義と父うさんが世間話とばかりに経過報告をしてくださいます。

「それでですね、お義父さん。忘れていたのですが、お義父さんが冒険初日に泊まった宿を教えてくれませんか？」

「ん？　どうして？」

　少々不愉快そうにお義父さんは俺に尋ねますぞ。

「もしもに備えてですぞ」

「ああ、なるほど」

　意図を察してお義父さんは頷うなずいてくださいました。

　そう、お義父さんが泊まっている宿さえ知っていれば、もしもループした時に有益な情報となりますぞ。

　どのように使うかは考えておりませんが、きっと役に立ちます。

「じゃあ用事まで少し時間があるからついでに行こうか」

「そうですな。で、サクラちゃん。コウに代わり、これからお義父さんを守る役目をお願いしますぞ」

「グア！」

　サクラちゃんがお義父さんの方へ歩いていって、お義父さんにじゃれつきますぞ。

「あはは、くすぐったいよサクラちゃん」

「グアアア……」

　お義父さんと再会してサクラちゃんもとても嬉うれしそうにしてますな。

　楽しげな空気を纏まとったまま俺達は移動して、お義父さんに宿を教えてもらったのですぞ。

「この宿の部屋……そうそう、あそこだよ」

　お義父さんが指差した部屋を俺は記憶いたしました。

　もしも次があった時、この情報があるとないとでは大きな違いが出てきますからな。




「盾の勇者様ですね？」

「そうだけど……」

　待ち合わせの場所に行く途中、お義父さんに声を掛ける亜人がいましたぞ。

「何？　俺に何か用？」

「折り入ってお願いがあるのですが……我等が国、シルドフリーデンに来ていただけないでしょうか？」

　おや？　お義父さんに二度目の勧誘ですな。

　俺の方もそれらしい連中がいたのを覚えていますが、シルドフリーデンからも勧誘が来ていたのですな。

　黙って見ていると、お義父さんは考えるように呻うめきましたぞ。

「悪いけど、お断りさせてもらうよ」

　未来の知識をお義父さんに話しております。

　シルドフリーデンにはタクトとその取り巻きであるアオタツ種の女がいたはずですぞ。

　行ったら飛んで火に入る夏の虫ですな。

　むざむざ罠わなを踏む必要などありませんぞ。

「そう言わずにどうか来ていただけないでしょうか？　来ていただいた暁には特別に優遇する準備が整っております」

「んー……」

　お義父さんが俺の方に目を向けます。

「それでも断るよ。やらなきゃいけないことがあるんだ」

「そこをなんとか！　どうか、来ていただけませんか？　一緒にいらっしゃる亜人のためにもなりますよ？」

「そうは言われても……というか、しつこいな……」

　眉を寄せてお義父さんが不快感を表しますぞ。

　おそらく、荒れていた頃のお義父さんはここで罵ば倒とうでもしたのではありませんかな？

「うん、俺は俺のやりたいようにするからついてこないで。盾の勇者として宣言する」

「チッ！　後悔しても知りませんよ！」

　何やら舌打ちをしながら亜人は去っていきましたぞ。

　さすがはタクトの支配下にある国の連中ですな。

　全てが片付いた暁には、この元もと康やすが直々に処分するとしましょう。

　タクトやその取り巻きと一緒に、ですぞ。

「感じ悪いなぁ……シルトヴェルトの人の方が礼儀正しかったよ？　まあしつこい感じはしたけど」

「そうだったのですかな？」

「うん。やるべきことがあるから君達の国へは行けないと言ったら食い下がってきてね。交渉するのが大変だったよ」

「これから再度交渉するのでしたな」

「まあね。元康くんがいてくれた方がいいかと思って、明日もう一度話をすると言ったら引いてくれたけどね」

　じゃないと盾の勇者として断るというあの切り札を使うのですな。

　さすがお義父さん、荒れていない時は安易に断ることはしないのですな。

「ブブーブブブヒ？」

「ああ、ごめんね。キールくんは行きたかった？」

「ブー……」

　お義父さんとキールが話をしていますが俺は理解できませんぞ。

　ですがキールは首を横に振っているようですな。

　会話の前後からシルドフリーデンには行かなくていいとかそんなところでしょうな。

「さて、じゃあシルトヴェルトの使者と話をしようか」

　お義父さんの案内で、俺達はシルトヴェルトの使者と話をしに行ったのですぞ。

　城下町の裏路地にある酒場……亜人の冒険者が多いようですな。

　メルロマルクにもこのような場所があるのですな。知りませんでしたぞ。

　あまり繁盛しているようには見えませんが、ここでお義父さんは使者と待ち合わせをしていたようです。

　ユキちゃん達は酒場の前で待機して見張りをしてもらいますぞ。

「盾の勇者様、昨日の件、考えていただけたでしょうか？」

「そのことなんだけど……」

　お義父さんはシルトヴェルトの使者に俺を指し示しました。

「まずは自己紹介からだね。彼は北きた村むら元康くん。槍の勇者として召喚された人だよ」

「愛の狩人、北村元康ですぞ」

「少し変わってるけど、とても頼りになる人なんだ」

　俺は愛に生きる狩人ですぞ。

　それは未来永えい劫ごう変わりません。

　なぜかお義父さんは、俺のことを変わっていると言いますが、どこかおかしなところがありますかな？

「各所から話は伝わっております。盾の勇者様を擁護してくださり、誠にありがとうございます」

「当然のことをしたまでですぞ」

　そう……真実を知らなかった俺が犯した罪は、たとえ何度ループしても許されるものではないのですぞ。

　ですが、目の前でお義父さんが罠に掛けられようとしているのを見逃すことはもうできません。

　たとえ何度ループしたとしても、俺は何度だってお義父さんを守るために行動するのですぞ。

「で、本題に戻るけど、やっぱり俺はシルトヴェルトに行くことはできない」

「そ、それはなんでですか？」

「この国の膿うみというわけじゃないけど、俺はこの亜人排斥主義の国を嘆いていて、どうにかしたいんだ。ただ滅ぼすとかではなく……だから安易に君達の国へ行くつもりはない」

「……」

　シルトヴェルトの使者が困ったように眉を寄せております。

　まあ、彼らの役目はお義父さんをシルトヴェルトに送り届けることですからな。

　あまり強くはないのは、この役目が急な話で、たまたま近くにいた彼らが派遣されたからだそうですが。

「ではこの国で何を成すつもりで？」

「盾の勇者ってだけで警戒されるから、しばらくは正体を隠して行商でもしようかと思ってるよ」

「なるほど……ですが、商業通行手形はあるのですか？」

「商業通行手形？」

　お義父さんが俺の方に目を向けますぞ。

　俺は迷わず首を横に振りました。

　知りませんな。

　お義父さんは行商で財を成し、信用を得たとしか俺の知識にはありません。

　もしかしたら、お義父さんはどこかでその商業通行手形を手に入れていたのですかな？

「商業通行手形のない行商人は多額の手数料を町ごとに払うことになります」

「そうなの？」

　どうやら計画の穴が判明してしまいましたぞ。

　最初の世界でお義父さんが行商をしていたので、問題なくできると思っていました。

　しかし、それでは行商した分だけ損をすることになりそうですな。

「盾の勇者様の考え、理解できました。ではせめてシルトヴェルトのできる協力として、この国で友好関係にある貴族から商業通行手形を発行してもらえるように掛けあってみます」

　呆あっ気けに取られる俺達にシルトヴェルトの使者達は好意的に応じてくれているようですぞ。

「あ、ありがとう。だけど俺は盾の勇者として君達の国へ行くことは、まだできそうにないけど……」

「盾の勇者様の意志、確かに承りました。此こ度たびの波での一件以降のメルロマルクの行動は、目に余るものがあります。それに対し盾の勇者様が神罰を与えるというのなら、国も同意してくれるでしょう」

「理解してくれて嬉しいよ」

　しかし……行商するのにも結構面倒なものが必要だったのですな。

　俺は何も知りませんでした。

　お義父さんは不言実行のところもあるのですな。

　まあ、未来のお義父さんは俺に不必要なことを教えてくださることはありませんでしたがな。

　ＨＡＨＡＨＡ！

「あと……まあ、盾の勇者がシルトヴェルトに来たというのを隠してくれるなら……もしかしたら少しの間だけ行くかもしれないけど」

「なんと!?」

「えっとね……」

　お義父さんはシルトヴェルトの使者に俺のポータルスキルに関して説明しましたぞ。

「ここ最近、俺はシルトヴェルトの方でＬｖを上げているのですぞ。いずれお義父さんも秘密裏に行く予定なのですぞ」

「まあ単純にＬｖ上げと仲間のクラスアップの協力をお願いする程度かもしれないけど……ね」

「わかりました。内密に来ていただくのならこちらも拒む理由はないでしょう。我が国の首脳陣に、伝えておきます」

「よろしくね」

「では、話を通しておきます。数日中には商業通行手形を渡せると思います」

　そんなわけで俺達はシルトヴェルトの使者との話を終えましたぞ。

　使者は礼儀正しく頭を下げて去っていきました。








エピローグ　行商準備






「行商の下準備は着実に進んでいるよ。あとは馬車を調達できればある程度は軌道に乗るかな……今のところは盾の技能で薬を作っているけど、自作となると道具も必要になるかも」

「技能で作ったものは品質が均一化されますからな。高品質のものを作る場合は自作した方がいいですぞ」

　シルトヴェルトの使者が去った後、俺はお義と父うさんと行商に関して話し合いをしますぞ。

「じゃあ薬以外で何が売れていたの？」

「そうですな……食料を売っていたと思いますぞ」

「肉とか野菜とかを保存食にして売るとか？」

「未来のお義父さんの領地では食べ物がすぐに実る植物がありましたからな」

「うわぁ……さすが異世界だね。そんな便利なものがあったんだ？」

「他にお義父さんは家になる植物をよく使ってましたぞ」

「その便利植物はどこで手に入ったか元もと康やすくんは覚えがないの？」

「んー……心当たりがあるようなないような気がしますな」

「いや……どっち？」

　赤豚に騙だまされていると知らず、霊亀に負けた事実を受け入れられなかった俺が、世界を放浪していた頃……メルロマルク南西の村の方で、槍の勇者が起こした植物の災害をお義父さんが解決したと耳にしました。

　ゲームではアレで飢き饉きんが解決したとの話でしたが……おそらくは何か問題があったのでしょう。

　俺の知るゲーム知識はこの世界でほとんど一方の側面しか役に立っておりませんでした。

　武器の強化方法然しかり、他のイベントも然り……霊亀もそうですな。

「思い当たることがないわけではないのですが、推測の域を出ませんな」

「そう……まあ、余裕があったら探しに行けばいいんじゃないかな？」

「ですな。何分、使い方を誤ると危険だと未来のお義父さんは言っていましたからな」

「まあ、そもそも育てる場所がないしね」

「そうですな。いずれ確保しなくてはいけませんが、後回しにすべきですな」

　心当たりはありますが、問題は育てる場所がないことですぞ。

　しっかりと育てることのできる場所を確保できてからがいいでしょうな。

「今は売れるものの調達ですな」

　俺はお義父さんがより稼げそうな品を考えますぞ。

「移動屋台はどうですかな？　お義父さんの料理の腕前はとても素晴らしいですぞ」

「え？　俺の料理？　うーん……あんまり自信はないんだけどなぁ……」

「大丈夫ですぞ！　お義父さんの料理は絶品ですからな」

「ブー？」

　キールが興味があるのか何やらお義父さんに尋ねておりますな。

「考えておくよ。盾の技能とかで品質が上げられるなら悪い手でもないかもしれないし」

　きっと上う手まくいくと思いますぞ。

　などと話をしているとお義父さんが楽しげに微笑ほほえみましたぞ。

「なんか不謹慎だけど、ちょっと楽しくなってきたよ」

「楽しいのは良いことですぞ」

　俺の知る最初の世界のお義父さんは、常にムスッとした表情をしておりましたからな。

「こうして何が売れるか、どうやって売っていくかとか話をしているのってオンラインゲームでも現実でも盛り上がるからね」

「気持ちはわかりますぞ」

　俺も昔、豚共と、危機に対抗する新しい事業とも呼べることを立ち上げたりしましたからな。

　あの時、その街で知り合った人達と協力して色々とやったのですぞ。

　豚との思い出は不快ですが、あの時の盛り上がりは汚されるものではないですぞ。

　そんな雰囲気を今、俺はお義父さんと共に感じております。

「行商の話はこれくらいにして、元康くんはこの後何をする予定？」

「ユキちゃん達が天使の姿に変身できるようになるので服を作るための機材を揃そろえますぞ」

　確か……魔物商が発注してくださったのでしたな。

　だとすれば再度、頼みに行きますかな？

　このままではユキちゃん達が裸で過ごすことになりますぞ。

「服作りか……元康くんは服も作れるなんて凄すごいね」

「お義父さんの料理の腕前ほどではありませんぞ」

「別にそこまで得意ってほどじゃないけどね……服も商品になるかもしれないね」

「お義父さんの命令とあらば多種多彩の豚用の衣装を縫いますぞ」

「もっと言い方ってものがないのかな……とりあえずは下準備をしていこう」

「もちろんですぞ！」

　こうして俺達は行商の準備を着実に進めていったのですぞ。
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